


はじめに 
 

平成 21 年 3 月に策定した「第 2 次大和郡山市都市計画マスタープラン」から 
10 年以上が経過し、人口減少・少子高齢社会の進行等、本市を取り巻く状況は大きく

変化しています。また、平成 30 年 3 月に「大和郡山市立地適正化計画」、令和 2 年 3
月に「大和郡山市総合交通戦略」が策定される等、集約型の都市構造が求められてい

ます。 
そうした変化を踏まえ、本市の将来像とその実現に向けた基本的な方針をまとめる

ため、「第 3 次大和郡山市都市計画マスタープラン」を策定し、公表する運びとなり

ました。 
 本計画を策定するに当たっては、住民アンケート調査や地区別懇話会を実施すると

ともに、「大和郡山市都市計画マスタープラン策定委員会」「庁内検討会議」で 2 年に

わたり審議を行い、令和 3 年 2 月から 3 月にかけてパブリックコメントを募集し、公

表に至った次第です。 
 本計画では、次の 4 つの目標を設定しています。 
 
１「住み続けたい」 
  地域資源を活かした市民の誇りを高めるまちづくり 
２「住みやすい」 
  誰もが利用可能な移動環境が確立された利便性の高いまちづくり 
３「雇用の場の確保」 
  都市の活気を高める産業環境を維持・発展するまちづくり 
４「安全安心」 
  災害に対して安全安心なまちづくり 
 
 これらの目標を実現することで人口減少を抑制し、「働き住み続けられるまち」を

めざします。 
 
 最後に、本計画の策定にあたり貴重なご意見をいただいた、市民及び関係者の方々

に心より感謝申し上げますとともに、今後ともより一層のご支援、お力添えを賜りま

すようお願いし、挨拶とさせていただきます。 

 

 
 
 

令和３年３月 
 

大和郡山市長 上田 清 
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Ⅰ 計画策定にあたって  
１.都市計画マスタープランの目的と役割  

「 都 市 計 画 」は 、都 市 計 画 法 の も と 、土 地 の 合 理 的 な 利 用 の た め に 、
土 地 利 用 の 規 制 、道 路 や 公 園 等 の 都 市 施 設 お よ び 市 街 地 の 整 備 、緑 地 や
自 然 環 境 等 の 保 全 を 行 い 、農 林 漁 業 と の 健 全 な 調 和 を 図 り つ つ 、健 康 で
文 化 的 な 都 市 生 活 お よ び 機 能 的 な 都 市 活 動 の 確 保 を め ざ す も の で す 。  

「 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」 は 、 都 市 計 画 法 第 18 条 の 2 に 基 づ き 、
め ざ す ま ち の 将 来 像 と そ の 実 現 に 向 け た ま ち づ く り の 基 本 的 な 方 針 を
ま と め た も の で す 。 こ の 方 針 に 沿 っ て 各 種 都 市 計 画 の 決 定 や 変 更 を 行
う こ と か ら 、 今 後 の ま ち づ く り を 見 極 め な が ら 策 定 す る こ と が 重 要 で
す 。都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン は 、基 本 的 な 方 針 を 定 め る 計 画 で あ っ て 、
個 別 具 体 な 計 画 を 定 め る も の で は あ り ま せ ん 。ま た 、都 市 計 画 マ ス タ ー
プ ラ ン は 、 他 分 野 の 計 画 等 と の 連 携 を 図 り な が ら 都 市 計 画 を 展 開 す る
た め の 、 指 針 と も な り ま す 。  

本 計 画 は 、 本 市 が 定 め る 最 上 位 計 画 で あ る 「 第 4 次 大 和 郡 山 市 総 合
計 画 」な ら び に 、奈 良 県 が 定 め る「 奈 良 県 都 市 計 画 区 域 マ ス タ ー プ ラ ン 」
等 の 上 位 計 画 に 即 し つ つ 、社 会 情 勢 の 変 化 等 も 考 慮 し 、住 ⺠ ア ン ケ ー ト
調 査 、地 区 別 懇 話 会 、パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 通 じ て 住 ⺠ の 意 見 を 反 映 し
て 策 定 し ま す 。  

  

郡 山 城 跡  
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【計画の位置づけ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

第４次  

大和郡山市総合計画 

策 定 主 体 ： 大 和 郡 山 市  
【 大 和 郡 山 市 自 治 基 本 条 例  

第 6 章 第 13 条 】  

市 政 運 営 の 指 針 と な る  
市 の 最 上 位 計 画  

奈良県都市計画区域 

マスタープラン 

策 定 主 体 ： 奈 良 県  
【都市計画法第 13 条の 1】 

都 市 計 画 区 域 に お け る  
広 域 的 な 視 点 で の  

都 市 計 画 に 関 す る 方 針  

大和郡山市都市計画 
マスタープラン 

（都市計画に関する基本的な方針） 

策 定 主 体 ： 大 和 郡 山 市  
【 都 市 計 画 法 第 18 条 の 2】  

・ めざすべきまちの将来像の明確化 
・ 都 市 計 画 行 政 の 行 動 指 針  
・ 合 意 形 成 の 拠 り 所  

（都市計画に関わる計画）  

（人口減少の克服・  

地方創生に関わる計画）  

（主な上位関連計画）  

即する

（主な関連計画） 

大和郡山市 
まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

策定主体：大和郡山市 
【まち・ひと・しごと 
創生法第 2 章第 8 条】 

将来の展望を提示す
る人口ビジョンを策
定し、まち・ひと・
しごと創生に向けた
目標や重点的戦略・
施策の基本的方向、
具体的な施策をまと
めた計画 

個別分野の計画  

・土地利用に関する計画 
・道路に関する計画 
・公共交通に関する計画 
・公園・緑地に関する計画 
・市街地整備に関する計画 
・景観に関する計画 
・環境に関する計画 
・歴史・文化に関する計画 
・防災に関する計画 
・住宅に関する計画 
・医療・福祉に関する計画 

等 

連携 

大和郡山市立地適正化計画 

（コンパクト+ネットワークの方針） 

策 定 主 体 ： 大 和 郡 山 市  
【都市再生特別措置法第 81 条】 

居 住 誘 導 区 域 や 都 市 機 能 の
誘 導 に よ る 集 約 型 都 市 構 造
形 成 に 向 け た 取 り 組 み  

整合 整合 

即する

（個別の都市計画への展開）  

個別の都市計画 

・ 土 地 利 用 の 規 制 ・ 誘 導  （ 例 ） 用 途 地 域 、 地 区 計 画  等  
・ 都 市 施 設 の 整 備 ・ 改 善  （ 例 ） 都 市 計 画 道 路 、 都 市 計 画 公 園  等  
・ 市 街 地 開 発 事 業 の 実 施  （ 例 ） 土 地 区 画 整 理 事 業  等  
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２.目標年次  

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン は 、 概 ね 20 年 後 （ 令 和 22 年 （ 2040 年 ））
の ま ち の 将 来 を 見 据 え な が ら 、道 路 、公 園 や 市 街 地 の 具 体 的 な 都 市 計 画
の 方 針 等 に つ い て 、 概 ね 10 年 後 （ 令 和 12 年 （ 2030 年 ）） の 整 備 目 標
を 示 す も の と し ま す 。  

な お 、社 会 経 済 情 勢 の 変 化 や 総 合 計 画 等 の 上 位 計 画 の 見 直 し に 応 じ て 、
適 切 な 時 期 に 、 計 画 内 容 を 変 更 す る な ど 本 計 画 の 見 直 し を 行 い ま す 。  

３.対象区域  

本 計 画 の 対 象 と す る 区 域 は 、都 市 計 画 区 域 で あ り 、本 市 は 全 域 が「 大 和
都 市 計 画 区 域 」 に 指 定 さ れ て い る た め 、 市 全 域 が 対 象 と な り ま す 。  

都 市 計 画 区 域 と は 、 健 康 で 文 化 的 な 生 活 環 境 の 確 保 と 県 土 の 均 衡 あ
る 発 展 を 図 る た め の 土 地 利 用 を 推 進 す る 区 域 で あ り 、自 然 的・社 会 的 条
件 等 に 配 慮 し 、都 市 と し て 総 合 的 に 整 備・開 発 及 び 保 全 す る 必 要 が あ る
区 域 の こ と で す 。具 体 的 に は 、宅 地 造 成 等 の 開 発 行 為 や 建 築 行 為 に 対 し
て 一 定 の ル ー ル を 課 す こ と に よ り 、 秩 序 あ る 土 地 利 用 の 実 現 を め ざ す
と と も に 、道 路 、公 園 等 の 都 市 施 設 を 計 画 的 に 整 備 す る こ と に よ っ て 、
都 市 が 備 え る べ き 、安 全 性 、利 便 性 及 び 快 適 性 の 確 保 を め ざ す こ と に な
り ま す 。  

ま た 、道 路・公 園・下 水 道 等 の 基 盤 整 備 に つ い て の 公 共 投 資 を 効 率 的
に 行 い つ つ 、良 質 な 市 街 地 の 形 成 を 図 る 目 的 で 、都 市 計 画 区 域 は 市 街 化
区 域 と 市 街 化 調 整 区 域 に 区 分 さ れ て い ま す 。  

【大和郡山市の都市計画区域（区域区分）】  
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４.計画の構成  

本 計 画 は 、「 全 体 構 想 」 と 「 地 域 別 構 想 」 を 中 心 に 構 成 し ま す 。  

「 全 体 構 想 」で は 、本 市 全 域 を 対 象 と し た ま ち の 将 来 像 と 、そ の 実 現
の た め の 都 市 計 画 の 方 針 を 定 め ま す 。「 地 域 別 構 想 」で は 、 本 市 を 5 つ
の 地 域 に 分 け 、そ れ ぞ れ の 地 域 特 性 等 を 考 慮 し た 、よ り 具 体 的 な 方 針 を
定 め ま す 。  

市 ⺠ を は じ め と す る 、 地 域 と 協 働 し て ま ち づ く り を す す め る た め に
は 、 行 政 と 地 域 が 一 丸 と な っ て 同 じ 目 標 に 向 か っ て ま ち づ く り を す す
め る 必 要 が あ り ま す 。そ こ で 、全 体 構 想 で は 、ま ち の 将 来 像 を 実 現 す る
た め の ま ち づ く り 方 針 を 、地 域 別 構 想 で は 、地 域 ご と の 個 別 課 題 に 着 目
し て 、よ り 身 近 な ま ち づ く り 方 針 を 整 理 す る な ど 、本 計 画 が 協 働 の ま ち
づ く り の 指 針 と な る よ う 取 り ま と め ま す 。  

 

【市民と行政のまちづくりの役割分担】  
 

 
 
 
 
  
 

 

  

地域 別
構 想  

全体構想 

地 域 別
構 想  

地域別
構想 

地域別
構想 

地域別
構想 

協 働 の ま ち づ く り の 実 現  

行 政 が 主 体  
ま ち の 将 来 像 を 実 現 す る た め の ま ち づ く り の 方 針  

地 域 （ 市 ⺠ 等 ） が 参 画  
地 域 ご と の 地 域 課 題 に 着 目 し て 、 よ り 身 近 な  
ま ち づ く り 方 針 を 整 理  
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【本計画の構成】 

 

項目 内容 

全 

体 

構 

想  

目標人口 

大 和 郡 山 市 人 口 ビ ジ ョ ン で 掲 げ ら れ て
い る 人 口 目 標 を 達 成 す る た め に 、本 計 画
に お け る 将 来 フ レ ー ム は 人 口 ビ ジ ョ ン
と 整 合 す る も の と し て 示 し ま す 。  

まちづくりの目標 

ま ち づ く り の 目 標 は 、都 市 と し て め ざ す
姿 を 、多 く の 市 ⺠ が 共 感 で き る 協 働 の ま
ち づ く り に 向 け た ス ロ ー ガ ン（ 標 語 ）と
し て 定 め ま す 。  

将来都市構造 

ま ち づ く り の 目 標 を 踏 ま え 、 そ の 実 現 に
向 け た 都 市 の 構 造 を 、 ヒ ト や モ ノ が 集 ま
る 「 拠 点 （ 核 ）」 と そ れ ら を つ な ぐ 「 軸 」
に よ っ て 、 将 来 都 市 構 造 図 と し て 示 し ま
す 。  

分野別の方針 
ま ち づ く り の 目 標 、将 来 都 市 構 造 の 実 現
に 向 け た 都 市 計 画 に お け る 分 野 ご と の
取 り 組 み 方 針 を 示 し ま す 。  

地域別構想 
全 体 構 想 を 踏 ま え つ つ 、地 域 の 個 性 を 活
か し た ま ち づ く り の テ ー マ や 方 針 を 地
域 ご と に 示 し ま す 。  

実現化の方策 

行 政 だ け で は な く 、 市 ⺠ が 主 体 と な っ た
活 動 が 行 え る 環 境 づ く り （ 支 援 等 ） や 、
市 ⺠ が 継 続 し て ま ち づ く り に 関 心 を 持
て る よ う な 仕 組 み づ く り に つ い て の 方
針 を 示 し ま す 。  
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５.計画改定の背景  

大 和 郡 山 市 で は 、平 成 21 年（ 2009 年 ）3 月 に「 第 2 次 大 和 郡 山 市 都
市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」（ 以 下 、「 第 2 次 計 画 」と す る ）を 策 定 い た し ま
し た 。第 2 次 計 画 で は 、「 悠 久 の 歴 史 が 育 む  に ぎ わ い・快 適 ・ま ご こ ろ
創 造 都 市  大 和 郡 山 」を ま ち づ く り の 目 標 の ス ロ ー ガ ン と し て 掲 げ 、「 自
然 ・ 歴 史 等 の 地 域 資 源 の 保 全 と 活 用 」「 快 適 で 、 安 全 ・ 安 心 な 住 環 境 の
向 上 」「 に ぎ わ い 、活 力 あ る 地 域 活 性 化 の 推 進 」「 協 働 の ま ち づ く り 」の
4 つ の 柱 と な る ま ち づ く り の 目 標 を 設 定 し 、都 市 計 画 の 基 本 的 な 方 針 を
定 め ま し た 。  

第 2 次 計 画 の 目 標 年 次 は 令 和 2 年 （ 2020 年 ） で あ り 、 策 定 か ら 概 ね
10 年 が 経 過 し 、 目 標 年 次 を 迎 え る こ と と な り ま す 。 第 2 次 計 画 策 定 か
ら 10 年 間 で 「 少 子 高 齢 社 会 の 進 行 」「 頻 発 す る 災 害 に 伴 う 防 災 ・ 減 災
へ の 意 識 の 高 ま り 」「 土 地 利 用 の 変 化 」「 都 市 施 設 整 備 の 進 捗 」等 、本 市
を 取 り 巻 く 環 境 は 変 化 し 続 け て お り 、こ れ ら の 変 化 を 踏 ま え 、将 来 を 見
据 え て 第 3 次 計 画 と し て 本 計 画 を 改 定 し ま す 。  

６.計画改定の留意点  

社 会 資 本 整 備 を は じ め と す る ま ち づ く り は 、「 公 平 性 」を 前 提 と し て 、
都 市 活 動 を 営 む 方 々 が 等 し く 都 市 サ ー ビ ス を 享 受 で き る こ と を め ざ す
必 要 が あ り ま す 。一 方 で 、人 口 減 少 等 社 会 情 勢 の 変 化 に 伴 い 、限 ら れ た
財 源 の 有 効 活 用 の 観 点 か ら 、「 効 率 性 」を め ざ す こ と も 重 要 と な っ て い
ま す 。特 に 、近 年 の 災 害 の 激 甚 化 に 伴 い 、災 害 時 に お け る 社 会 資 本 に 関
す る 安 全 ・ 安 心 の 「 確 実 性 」 に も 着 目 す る 必 要 が あ り ま す 。  

以 上 を 踏 ま え 、先 行 き 不 透 明 な 社 会 情 勢 に お い て も 、市 ⺠ の い き い き
し た 都 市 活 動 を 支 え る 都 市 計 画 の 基 本 的 な 方 針 と な る よ う 、次 に 示 す 3
つ の 点 に 留 意 し ま す 。  

（１）目標実現型の“剛”と“柔”のまちづくり 

現 在 我 が 国 で は 、「 人 口 減 少 」 や 「 超 少 子 高 齢 化 」 等 の 社 会 情 勢 の
変 化 が 顕 在 化 し て お り 、本 市 も 同 様 の 状 況 に あ り ま す 。そ の よ う な 社
会 情 勢 下 に あ っ て も 、 本 市 で 都 市 活 動 を 営 む 方 々 が 活 力 あ る 明 る い
未 来 を 切 り 開 く た め の ま ち づ く り を 推 進 す る 計 画 と し て 、 本 計 画 を
策 定 し ま す 。 こ の 考 え 方 に 基 づ き 設 定 す る め ざ す べ き ま ち の 将 来 像
は 、 ブ レ な い （ 剛 毅 な ） も の で な け れ ば な り ま せ ん 。  

一 方 、め ざ す ま ち の 将 来 像 の 実 現 の 過 程 で は 、地 域 住 ⺠ の ニ ー ズ や
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様 々 な 社 会 情 勢 の 変 化 、施 策 に よ っ て 、都 市 の 状 況 が 変 化 し て い き ま
す 。 こ れ ら の 変 化 に 柔 軟 な 対 応 が 可 能 な 都 市 計 画 の 方 針 を 設 定 し ま
す 。こ の よ う に 、現 在 の 課 題 解 決 に 終 始 せ ず 、将 来 発 生 す る 新 た な 課
題 に も 対 応 す る な ど 、目 標 実 現 型 の ま ち づ く り と し て 、そ の 過 程 で 課
題 に 柔 軟 に 対 応 す る 計 画 策 定 と し ま す 。  

【“剛”と“柔”のまちづくり】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）大和郡山市立地適正化計画との連携 

本 市 で は 平 成 30 年（ 2018 年 ）3 月 に「 大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 」
を 策 定 し ま し た 。「 立 地 適 正 化 計 画 」 と は 、 人 口 減 少 ・ 超 少 子 高 齢 社
会 を 背 景 と し て 、医 療・福 祉 施 設 、商 業 施 設 や 住 居 等 が ま と ま っ て 立
地 す る よ う 計 画 的 に 誘 導 を 図 り 、 市 ⺠ が 自 家 用 ⾞ に 過 度 に 頼 る こ と
な く 公 共 交 通 等 に よ り こ れ ら の 生 活 利 便 施 設 に ア ク セ ス で き る よ う 、
集 約 型 の 都 市 構 造 を め ざ す 戦 略 的 な ア ク シ ョ ン プ ラ ン で す 。  

本 計 画 の 改 定 に 際 し て は 、両 計 画 が 相 乗 効 果 を 生 み 出 し 、よ り 効 果
的 な ま ち づ く り を す す め る た め に 、 立 地 適 正 化 計 画 で 定 め ら れ て い
る こ と と 、 定 め ら れ て い な い こ と に 着 目 し ま す 。  

 
  

 
めざす

まちの将来像 

事業の選択と集中
（災害発生時など緊急時） 

取り巻く社会情勢の変化

地域住民ニーズの変化

“剛”
ブレない将来像 

“柔” 
将来像実現の過程における 
様々な変化に柔軟に対応可
能なように考慮 

 現  状  
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【都市計画マスタープランと立地適正化計画の関係性】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（３）これからの市街化調整区域のあり方 

住 み 慣 れ た 地 域 に 住 み 続 け た い と い う 思 い は 、 も っ と も 大 切 に し
て い か な け れ ば な ら な い も の の 一 つ で あ り 、 市 街 化 調 整 区 域 に も こ
の 思 い の 源 泉 と な る 固 有 の 自 然・文 化・歴 史 が あ り ま す 。そ の た め 、
市 街 化 調 整 区 域 内 の 既 存 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 や 社 会 経 済 情 勢 の 変 化
へ の 対 応 と い っ た 事 項 を 勘 案 し て 、 市 ⺠ と 共 に 計 画 的 な ま ち づ く り
を す す め る 必 要 が あ り ま す 。 市 街 化 調 整 区 域 は 市 街 化 を 抑 制 す べ き
区 域 で あ る と い う 区 域 区 分 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 市 街 化 区 域 に お け る 計
画 的 な 市 街 地 整 備 に 支 障 が な い も の で あ る と と も に 、 当 該 地 区 周 辺
に お い て い た ず ら に 開 発 を 促 進 す る こ と が な い よ う 、 そ の 開 発 を 適
切 に 規 制 ・ 誘 導 す る こ と が 重 要 で す 。  

 

大和郡山市 
都市計画マスタープラン 

都 市 計 画 行 政 の 行 動 指 針 で あ り 、  
ま ち づ く り の 将 来 ビ ジ ョ ン  
 

Point①  

都 市 計 画 区 域 全 域 を 対 象  
（ 大 和 郡 山 市 全 域 ）  
Point②  

・ ま ち づ く り の 目 標  
・ 将 来 都 市 構 造  
・ ま ち づ く り の 方 針 （ 分 野 別 の 方 針 ）  
・ 地 域 別 構 想  
・ 実 現 化 の 方 策  
な ど か ら 、 都 市 全 体 の ま ち づ く り の  
方 針 を 定 め 、 将 来 都 市 構 造 で は  
拠 点 や 軸 を 設 定  

 

大和郡山市立地適正化計画

集約型都市構造を実現する 
ためのア ク シ ョ ン プ ラ ン  
 
 
Point①  

主 に 市 街 化 区 域 を 対 象  
Point②  

集 約 型 都 市 構 造 の 実 現 に  
向 け た 区 域 ・ 拠 点 ・ 地 域  
公 共 交 通 網 に よ る 軸 を 設 定  
 

整合・補完・連携
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Ⅱ 取り組むべきまちづくりの課題  
１.まちづくりの課題の考え方 

わ が 国 は 、人 口 減 少・超 少 子 高 齢 社 会 の 到 来 を は じ め と す る 社 会 潮 流
の 中 で 、社 会 経 済 構 造 の 急 激 な 変 化 へ の 対 応 が 求 め ら れ て い ま す 。本 市
に お い て も 同 様 の 対 応 が 求 め ら れ て お り 、空 き 家・空 き 地 の 増 加 傾 向 に
よ る 既 成 市 街 地 の ス ポ ン ジ 化 ※ 等 、ま ち づ く り の 新 た な 課 題 が 多 く 生 ま
れ て い ま す 。  

都 市 計 画 は 、無 秩 序 な 市 街 化 の 抑 制 等 、ど ち ら か と い え ば 守 り の 視 点
か ら 都 市 を と ら え が ち で す が 、 人 口 減 少 社 会 に お い て は 従 来 の 受 け 身
的 な 都 市 計 画 の 対 応 で は 解 決 に 限 界 が あ り ま す 。  

こ の た め 、様 々 な 都 市 の 課 題 を 解 決 し て い く と い う 立 場 か ら 、こ れ か
ら の 都 市 計 画 は 主 体 的 に 他 の 政 策 手 段 と 連 携 を と っ て 取 り 組 ん で い く
姿 勢 が 求 め ら れ る 時 期 に 来 て い る と ⾔ え ま す 。ま た 、⻑ 期 的 な 視 点 に 立
っ た ま ち づ く り を 考 え る 際 に は 、 先 人 か ら 受 け 継 い だ ま ち づ く り へ の
思 い を 継 承 し つ つ 、新 た な 思 い を 付 加 し 、こ れ か ら の 社 会 経 済 構 造 の 変
化 に よ り 生 じ る 様 々 な 課 題 へ の 積 極 的 な 計 画 立 案（ ポ ジ テ ィ ブ・プ ラ ン
ニ ン グ ） が 必 要 で す 。  

以 上 の こ と を 踏 ま え 、 都 市 計 画 に 関 す る ま ち づ く り の 課 題 を 設 定 し
ま す 。具 体 的 に は 、様 々 な 観 点 で の 課 題 整 理 を 行 う た め 、都 市 計 画 の 分
野 ご と に「 大 和 郡 山 市 を 取 り 巻 く 現 状 」「 第 ２ 次 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ
ン の 検 証 」お よ び「 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 」に よ る 問 題 点 や 課 題 等 を 体 系
的 に 整 理 し た 上 で 、「 ま ち づ く り の 課 題 」 を 設 定 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 
※  既 成 市 街 地 の ス ポ ン ジ 化 と は …  

既 成 市 街 地 の ス ポ ン ジ 化 と は 、 都 市 の 内 部 に お い て 、 ス ポ ン ジ の 小 さ な 孔 の よ う
に 、 空 き 地 、 空 き 家 等 が 、 小 さ な 敷 地 単 位 で 、 時 間 的 ・ 空 間 的 に ラ ン ダ ム に 発 生 す る
こ と を 指 し 、 都 市 の 密 度 低 下 が 、 サ ー ビ ス 産 業 の 生 産 性 の 低 下 、 行 政 サ ー ビ ス の 非 効
率 化 、 ま ち の 魅 力 の 低 下 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 続 危 機 等 の 悪 影 響 を 誘 発 す る と 懸 念 さ れ
て い ま す 。  
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【まちづくりの課題の考え方】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
社会経済構造の急激な

変化への対応のための

計画づくり 

従来の受け身の都市計

画からポジティブ・ 

プランニングへ 

長期的な視点での 

計画づくり 

先人から受け継いだ 

思いを継承し、 

新たな思いを付加 

都市計画の分野ごとの問題点や課題等 

○ 大 和 郡 山 市 を 取 り 巻 く 現 状  
（ 大 和 郡 山 市 の 現 状 、 上 位 関 連 計 画 に よ る 大 和 郡 山 市 の  

将 来 へ の 方 針 ）  
○ 第 ２ 次 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 検 証  
○ 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査  

まちづくりの課題を設定しつつ、 

課題解消のみに終始しない長期的な展望を持ち、 

これからの成熟社会に対しても明るい未来をめざす 

目標実現型まちづくりの実施 



11 

２.まちづくりの課題 

 

都市計画分野 

大和郡山市を取り巻く現状 
第２次都市計画マスタープランの

検証 
住民アンケート調査 まちづくりの課題 

大和郡山市の現状 
上位関連計画による 

大和郡山市の将来への方針 

土地利用 

〇市街化区域は、都市的土地利用が大部分を占め
ているが、低未利用地もわずかに残っている。 

〇市街化調整区域は、自然的土地利用が約 7 割を
占めているが、商業用地や工業用地が市街化区
域と同程度の面積を有している。 

〇南部の市街化区域や東部の市街化調整区域で
は、農・住・工の土地利用の混在がみられる。 

〇奈良県都市計画区域マスター
プラン［基本方針］ 
◆奈良らしさを守り・育て・活

かす 
◆奈良のまちを元気にする 
◆安全・安心で人・環境にやさ

しいまちとする 
 
〇大和郡山市第 4 次総合計画 

［まちづくりの基本方針］ 
◆夢と誇りがもてる、過去と

未来をつなぐまちづくり 
◆信頼と協働が育む、次世代

を切り開くまちづくり 
◆誰もが住みたくなる、働き

たくなるまちづくり 
［リーディングプロジェクト］ 
◆新たな産業振興と起業の活

性化 
◆雇用を生み出す農業の確立 
◆住宅ストックを活用した定

住促進 
◆商業の活性化 
◆公共交通環境の整備・充実 
◆安全・安心なまちづくり 
◆持続可能な公共施設マネジ

メントの推進 
 
〇大和郡山市まち・ひと・しごと

創生総合戦略［基本目標］ 
◆既存事業者の経営安定化と

新規起業チャレンジ等によ
り雇用を創出する 

◆職住近接や多世代住居・近
居住居、生活環境の確保に
より定住者を増やす 

◆結婚・出産・子育てしたいと
思われる環境を構築する 

◆時代に合った安全・安心な
地域づくりと地域資源の有
効活用により好循環を導く 

 
〇大和郡山市国土強靱化地域 

計画［基本目標］ 
◆人命を守る 
◆住⺠の生活を守る 
◆迅速な復旧・復興を可能と

する 

〇住居系用途地域内の小規模工場の移転先、新
たな産業企業を誘致するための用地の確保 

〇住工が混在する市街地の解消 
〇市街化調整区域の地区計画や開発許可制度の

活用による市街化調整区域の方針の明確化 

〇住宅地における治安の維持が望まれている。 
〇住宅地における道路や公園等の改善が望まれている。 
〇駅周辺の商業地の活性化が望まれている。 
〇工業地として昭和工業団地の活性化や地元工業の活性化が望ま

れている。 
〇農地の新規就業者支援等次世代継承が望まれている。 
〇耕作放棄地の市⺠農園化等の有効活用が望まれている。 

●安全で安心して暮らせる
豊かな住宅地の形成 

●生活環境を守るための土
地利用の誘導 

●低未利用地の利活用 

都 
市 
施 
設 
整 
備 
の 
方 
針 

道路・ 
交通施設 

〇歴史的経緯から、細街路が中心市街地に多くみ
られる。 

〇市内2 路線の鉄道路線があるが、乗り換えができない。 
〇路線バス、コミュニティバスの利用者数は増加

傾向にある。 
〇都市計画道路の整備率は 44.9％であり、特に東

⻄を結ぶ路線が未着手となっている。 

〇道路ネットワークのあり方の再考の必要性 
〇歩行者及び自転⾞利用者の安全性の向上・

バリアフリー化の推進 
〇沿道環境の緑化を推進 
〇コミュニティバス等の地域公共交通のあり

方検討 
〇細街路の解消 

〇幹線道路・生活道路の整備状況について満足度が低く重要度が高
い傾向にある。 

〇歩道や自転⾞道等の整備状況について満足度が低く重要度が高
い傾向にある。 

〇鉄道の利便性について満足度と重要度ともに高い傾向にある。 
〇将来の都市のイメージとして交通の便の良いまちが望まれている。 

●選択と集中による的確な
道路網の整備 

●将来を見据えた公共交通
網の見直し 

●ハード・ソフト施策によ
る総合的な交通ネットワ
ークの検討 

●住⺠の憩いの場となる身
近な公園・緑地の整備・充
実 

●既存施設の有効活用、維
持管理・改築更新 

公園・ 
緑地 

〇本市の都市計画公園はいずれも供用されてい
るが、都市計画決定されていない都市公園を含
めた 1 人当たり整備面積は 7.34 ㎡と、都市公
園の標準面積 10 ㎡を下回っている。 

〇⻄部の丘陵地帯は、多種多様な植生を有してお
り、良好な自然環境に恵まれている。 

〇城跡公園、大和郡山市総合公園、大和⺠族
公園、その他の公園や社寺の緑の整備 

〇公園施設の計画的更新 
〇公園施設のバリアフリー化 

〇身近な道路や公園等の環境が整ったまちが望まれている。 
〇災害時に避難可能な公園整備が望まれている。 
 

河川・ 
下水道 

〇本市の上水道の整備は 100％、下水道の普及率
は 96.0％と高い水準を維持している。 

〇景観性のある親水空間の創出 
〇内水対策の推進 
〇公共下水道の効率的な維持・管理 

〇上下水道の整備状況や雨水の排除対策について満足度と重要度
ともに高い傾向にある。 

 

景観形成 

〇多くの河川や金魚池が存在し、水田地帯が広が
るなど、豊かな水辺環境を有している。 

〇郡山城跡をはじめとする数多くの歴史文化遺
産を有している。 

〇田園、山林、市街地景観等地域ごとに特徴のあ
る多様な景観を有している。 

〇城下町を意識した紺屋町との景観的連続性
のある環境整備の継続的な取り組み 

〇郡山城跡を起点とした観光拠点の整備 
〇自然との調和や歴史文化を保全する集落地

整備の方針の見直し 
〇景観形成重点地区の景観保全 
〇田園風景と調和した市街化調整区域の保全 

〇現在の都市のイメージとして「歴史と伝統の趣あるまち」と認知
されている。 

〇本市の魅力として自然の豊かさ、歴史・史跡が挙げられる。 
〇自然環境を活かしたレクリエーション施設の活用等、自然環境の

活用が望まれている。 
〇歴史的なまちなみを活用した都市景観が望まれている。 

●歴史的景観と自然環境の
豊かさを活かした地域特
性に応じた都市景観の創
出 

●景観形成による地域の誇
りや魅力の維持向上 

そ 
の 
他 
の 
都 
市 
整 
備 

産業環境 

〇本市の昭和工業団地は、県下最大の製造品出荷
額、面積、従業員数である。 

〇農家数、経営耕地面積ともに減少している。 
〇店舗の大型化や身近な商店の閉店が進んでいる。 
〇地場産業である金魚養殖が盛んである。 

〇駅を中心とした既存商業機能の更新・活性
化を図るための継続した取り組み 

〇市営住宅の効率的な改修 
〇地域性と住⺠に応じた適切な住環境の整備

の推進 
〇市街地内の街路樹等自然環境の整備 

〇保育所等の整備状況や子育て支援環境について満足度が低く重
要度が高い傾向にある。 

〇騒音や悪臭等の公害対策の状況について満足度と重要度ともに
高い傾向にある。 

〇日常品の買物の便利さについて満足度と重要度ともに高い傾向を示し
ているが、更なる日常生活サービス施設の充実が望まれている。 

〇病院や診療所等医療施設の整備状況について満足度と重要度と
もに高い傾向を示している。 

〇将来の都市のイメージとして保健・医療・福祉の充実したまちが
望まれている。 

●全世代が安心して便利に
暮らせる市街地の形成 

●県下一の工業規模の維持
とそれを活かした求心力
のあるまちづくりの推進 

●時代の変化や利用者ニー
ズに応じた機能更新や適
切な維持・管理 

●空き家対策（発生抑制・維
持管理・利活用） 住環境・

その他の
都市施設 

〇空き家数と空き家率は近年増加傾向にある。 
〇医療施設や金融機関等、生活に身近な一部の施

設の分布に偏りがみられる。 
 

〇駅前駐⾞場及び駐輪場の整備 
 

〇高齢者等に配慮した施設整備（バリアフリー）について満足度が
低く重要度が高い傾向にある。 

〇図書館等の文化施設の整備が望まれている。 

防災・減災 

〇本市では、これまで地震や大雨等の災害がある
ものの、大きな被害は出ていないが、洪水や地
震の被害予測では、東部をはじめ被害の大きい
地域が存在する。 

〇計画的な公共施設の耐震改修及び維持管理 
〇密集市街地の解消 
〇住宅等の耐震改修の促進 
〇排水施設や貯留施設等内水対策の推進 
〇避難所の整備の推進 

〇避難所や避難路等の整備状況、災害対策について満足度が低く重
要度が高い傾向にある。 

〇災害に強いまちが望まれている。 
●災害時に安全性を確保で

きる施設整備の推進 
●防災啓発活動による住宅

の耐震化の推進 
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３.まちづくりの課題と都市機能の関係性 

 都市に必要とされる機能は、多種多様であり、概ね「住」「職」「遊」「学」に区分されます。そして、都市の活力や魅力を高めるうえで、居住者（定住人口）のみならず、市に訪れる方（交流人
口）を念頭に置いたまちづくりが求められます。 

 つまり、「市⺠の暮らしを支える視点」と「都市の活力や魅力を高める視点」の両方の視点を持って、都市機能がバランスよく適正に配置され、それぞれが道路や公共交通によりネットワークさ
れる都市構造を実現することが求められます。 

 先に整理した都市計画分野別の課題と都市機能の関係性を以下に整理します。 

都市計画分野 まちづくりの課題 住 職 遊 学 その他

土地利用 

●安全で安心して暮らせる豊かな住宅地の形成      

●生活環境を守るための土地利用の誘導      

●低未利用地の利活用      

都市施設整備 

●選択と集中による的確な道路網の整備      

●将来を見据えた公共交通網の見直し      

●ハード・ソフト施策による総合的な交通ネットワークの検討      

●住⺠の憩いの場となる身近な公園・緑地の整備・充実      

●既存施設の有効活用、維持管理・改築更新      

景観形成 

●歴史的景観と自然環境の豊かさを活かした地域特性に応じた都
市景観の創出 

     

●景観形成による地域の誇りや魅力の維持向上      

その他の都市整備 

●全世代が安心して便利に暮らせる市街地の形成      

●県下一の工業規模の維持とそれを活かした求心力のあるまちづ
くりの推進 

     

●時代の変化や利用者ニーズに応じた機能更新や適切な維持・管理      

●空き家対策（発生抑制・維持管理・利活用）      

防災・減災 

●災害時に安全性を確保できる施設整備の推進      

●防災啓発活動による住宅の耐震化の推進      

住 

職 

遊 

学 

居住機能、医療機能、 
社会福祉機能、商業機能、 
子育て支援機能 等 

工業機能、事務機能、 
流通機能 等 

娯楽機能、スポーツ機能、 
交流機能、観光機能、 
宿泊機能 等 

教育機能、文化機能、 
研究機能 等 

その他 道路交通機能、 
行政機能 等 
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Ⅲ 全体構想  
１.目標人口 

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に お け る 将 来 フ レ ー ム は 、『 大 和 郡 山 市 人 口
ビ ジ ョ ン 』 と の 整 合 を 図 り 、 次 の 様 に 設 定 し ま す 。  

 
 
 

『 大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 』で は 、人 口 減 少 の 中 に あ っ て も 一 定 エ
リ ア に お い て 人 口 密 度 を 維 持 す る こ と に よ り 、 生 活 サ ー ビ ス や コ ミ ュ
ニ テ ィ を 持 続 的 に 確 保 す る た め の 判 断 指 標 と し て 将 来 人 口 を 利 用 し ま
す 。そ の た め 、将 来 人 口 は 施 策 効 果 や 新 た な 開 発 を 勘 案 し た 市 町 村 独 自
推 計 の 値 で は な く 、社 会 保 障・人 口 問 題 研 究 所 が 公 表 を し て い る 将 来 推
計 人 口 の 値 を 採 用 す べ き と さ れ て い ま す 。  

一 方 、『 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 』 に お け る 将 来 人 口 は 、 産 業 振 興 プ
ロ ジ ェ ク ト 等 の 効 果 が 十 分 に 発 揮 さ れ て 達 成 を 積 極 的 に め ざ す 、 目 標
値 と な り ま す 。即 ち 、都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン で 示 す 将 来 都 市 構 造 や プ
ロ ジ ェ ク ト は も と よ り 、 都 市 計 画 分 野 以 外 の 施 策 効 果 も 勘 案 し た 大 和
郡 山 市 と し て 達 成 を め ざ す 目 標 人 口 を 設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。 そ こ
で 、人 口 減 少 克 服 と 地 方 創 生 を あ わ せ て 行 う こ と に よ り 、将 来 に わ た っ
て 活 力 あ る 社 会 を 維 持 す る こ と を め ざ す 、『 大 和 郡 山 市 ま ち ・ ひ と ・ し
ご と 創 生 総 合 戦 略  第 1 編 大 和 郡 山 市 人 口 ビ ジ ョ ン 』 に お い て 設 定 さ
れ て い る 目 標 人 口 を 、『 第 3 次 大 和 郡 山 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 』の
目 標 人 口 と し て 設 定 し ま す 。  

【年齢 3 区分別人口及び総人口の推移と目標人口】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将 来 フ レ ー ム  
目 標 人 口 ： 70,360 人  
（⻑期的な視点に立ち、20 年先を見据えた令和 22 年（2040 年）を目標年次とします） 
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15歳未満人口 15～65歳未満人口 65歳以上人口

目標ケース(総人口) 基本ケース(総人口)何も施策を実施しなかった場合の大和郡山市の将来推計人口

70,360人

64,252人

約87,000人

（人）

（年）

出 典 ：『 大 和郡 山 市人 口 ビ ジョ ン 』 を基 に 整理
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【2015 年と 2040 年の人口密度の分布状況（参考）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

2015 年  

2040 年  

出 典 ： 国 土総 合 研 究所 将 来人 口 メ ッシ ュ 配 分プロ グ ラ ム より 作 成
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２.まちづくりの目標 

（１）目標設定の考え方 

都 市 の 将 来 像 は 、 大 和 郡 山 市 が 一 丸 と な っ て め ざ す 都 市 の 姿 で あ
り 、本 市 の 最 上 位 計 画 で あ る「 大 和 郡 山 市 第 4 次 総 合 計 画 」に 示 さ れ
て い る 【 あ ふ れ る 夢 と 希 望 と 誇 り  暮 ら し て み た く な る  元 気 城 下
町 】で す 。都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン で は 、こ の 将 来 の 都 市 像 の 実 現 に
向 け た 、都 市 計 画 分 野 の ま ち づ く り の 目 標 を 設 定 し 、目 標 実 現 に 向 け
た 取 り 組 み 方 針 を 示 し ま す 。ま た 、ま ち づ く り の 目 標 は 、市 ⺠ の 皆 様
が 共 感 を 抱 き や す い 、明 る い 未 来 を め ざ す 、行 政 と 市 ⺠ が 協 働 で 目 標
実 現 を 図 る も の と し ま す 。  

【将来像】 

 

 

 

あふれる夢と希望と誇り 

広 域 的 な 交 通 体 系 の 整 備 が 進 む 中 、 歴 史 ・ 文 化 に 裏 打 ち さ れ た 確
か な 地 域 資 源 の も と 、 常 に 新 た な 可 能 性 に 恵 ま れ る ま ち 、 誇 ら し い
気 持 ち を 抱 く こ と が で き る ま ち と し て の 姿 を 表 し て い ま す 。  

暮らしてみたくなる 

歴 史 の 足 跡 が 残 る 居 住 の 場 、 昭 和 工 業 団 地 を は じ め と し た 仕 事 の
場 を は じ め 、 様 々 な 地 域 資 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と で 、 に ぎ わ い が
あ り 、 誰 も が 訪 れ た く な る ま ち 、 暮 ら し て み た く な る ま ち 、 住 み 続
け た く な る ま ち を 常 に 追 求 す る 姿 を 表 し て い ま す 。  

 

ま ち づ く り の 目 標 は 、本 市 の ま ち の 将 来 像 を 実 現 す る た め の「 都 市 計
画 分 野 の 目 標 」で す 。ま ち づ く り の 目 標 は 、ま ち づ く り の 課 題 や 本 市 の
将 来 像 に 大 き く 影 響 す る 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト を 踏 ま え た も の と し て 設 定
し ま す 。次 頁 以 降 に 、「 都 市 計 画 の 分 野 別 の ま ち づ く り の 課 題 」「 都 市 計
画 分 野 に 関 係 す る 将 来 の 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト 」「 第 ２ 次 都 市 計 画 マ ス タ ー
プ ラ ン 策 定 以 降 の 都 市 計 画 を 取 り 巻 く 状 況 」を 整 理 し 、将 来 を 見 据 え た
留 意 点 を 示 し た 上 で ま ち づ く り の 目 標 を 設 定 し ま す 。  

  あふれる夢と希望と誇り 

      暮らしてみたくなる 元気
や ま と

城
こ お

下町
り や ま
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【目標設定の考え方】 

 

 

 

 

 

１）都市計画の分野別のまちづくりの課題 

こ こ で は 、こ れ ま で に 整 理 し た 本 市 を 取 り 巻 く ま ち づ く り の 課
題 を 示 し ま す 。  

都市計画分野 まちづくりの課題 

土地利用 

● 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 豊 か な 住 宅 地 の 形 成  
● 生 活 環 境 を 守 る た め の 土 地 利 用 の 誘 導  
● 低 未 利 用 地 の 利 活 用  

都市施設整備 

● 選 択 と 集 中 に よ る 的 確 な 道 路 網 の 整 備  
● 将 来 を 見 据 え た 公 共 交 通 網 の 見 直 し  
● ハ ー ド ・ ソ フ ト 施 策 に よ る 総 合 的 な 交 通 ネ ッ

ト ワ ー ク の 検 討  
● 住 ⺠ の 憩 い の 場 と な る 身 近 な 公 園 ・ 緑 地 の 整

備 ・ 充 実  
● 既 存 施 設 の 有 効 活 用 、 維 持 管 理 ・ 改 築 更 新  

景観形成 

● 歴 史 的 景 観 と 自 然 環 境 の 豊 か さ を 活 か し た 地
域 特 性 に 応 じ た 都 市 景 観 の 創 出  

● 景 観 形 成 に よ る 地 域 の 誇 り や 魅 力 の 維 持 向 上  

その他の 

都市整備 

● 全 世 代 が 安 心 し て 便 利 に 暮 ら せ る 市 街 地 の 形 成  
● 県 下 一 の 工 業 規 模 の 維 持 と そ れ を 活 か し た 求

心 力 の あ る ま ち づ く り の 推 進  
● 時 代 の 変 化 や 利 用 者 ニ ー ズ に 応 じ た 機 能 更 新

や 適 切 な 維 持 ・ 管 理  
● 空 き 家 対 策 （ 発 生 抑 制 ・ 維 持 管 理 ・ 利 活 用 ）  

防災・減災 
● 災 害 時 に 安 全 性 を 確 保 で き る 施 設 整 備 の 推 進  

● 防 災 啓 発 活 動 に よ る 住 宅 の 耐 震 化 の 推 進  

まちづくりの課題 

主要プロジェクト 

まちづくりの目標

・都市計画を取り巻く状況 

・持続可能性 
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２）主要プロジェクト 

こ こ で は 、今 後 本 市 が 取 り 組 も う と し て い る 、都 市 計 画 分 野 に
関 係 す る 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト 一 覧 を 、関 連 す る 都 市 計 画 分 野 ご と に
整 理 し て 示 し ま す 。  

都市計画分野 主要プロジェクト 

土地利用 

● 立 地 適 正 化 計 画 に 基 づ く 事 業 の 実 施  
（ 都 市 機 能 誘 導 区 域 ／ 居 住 誘 導 区 域 ）  

● 用 途 地 域 の 見 直 し  

都市施設整備 

● 近 鉄 郡 山 駅 の 駅 舎 移 設  

● (都 )城 廻 り 線 の 踏 切 道 路 の 地 下 化  

● 京 奈 和 自 動 ⾞ 道  
● リ ニ ア 中 央 新 幹 線 中 間 駅 の 誘 致  
● 市 道 伊 豆 七 条 高 野 線 の 整 備  
● 郡 山 城 跡 公 園 整 備 （ 城 内 学 舎 跡 地 整 備 ）  

景観形成 

● 郡 山 城 跡 の 国 史 跡 指 定  
● 景 観 に 関 す る 計 画 に 基 づ く 取 り 組 み  
● 歴 史 ま ち づ く り  

その他の 

都市整備 

● IC 周 辺 の 工 業 地 と し て の 活 用  
● 観 光 資 源 を 活 か し た 新 し い 産 業 の 創 出  
● 奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 の リ ニ ュ ー ア ル  
● 公 共 施 設 等 の ⻑ 寿 命 化 に 関 す る 計 画 に 基 づ く

取 り 組 み  
防災・減災 ● 国 土 強 靱 化 に 関 す る 計 画 に 基 づ く 取 り 組 み  
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３）都市計画を取り巻く状況 

こ こ で は 、第 ２ 次 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 策 定 以 降 の 、都 市 計
画 に 関 わ る 主 な 法 改 正 に つ い て 整 理 し ま す 。  
 

年度 都市計画に関わる主な法改正 

平成 23 年 

(2011 年) 

地方分権に係る一括法（第 1 次）による都市計画法の改正

・国や都道府県の関与の縮小（協議又は同意の廃止） 
地方分権に係る一括法（第２次）による都市計画法の改正

・地域地区や都市施設に係る都市決定が基礎自治体へ権限移譲 

平成 26 年 

(2014 年) 

都市再生特別措置法等の改正 

・「立地適正化計画制度（都市機能誘導区域、居住誘導区
域）」の創設 

・「特定用途誘導地区」の創設 
まち・ひと・しごと創生法の制定 

・「しごと」「ひと」の好循環、それを支える「まち」の活
性化による地方創生の取り組み促進 

平成 27 年 

(2015 年) 

空家等対策の推進に関する特別措置法の制定 

・防災、衛生、景観等の生活環境に深刻な影響を及ぼさな
いよう空家等の管理・活用 

都市農業振興基本法の制定 

・都市農業の安定的な継続、多様な機能の発揮を通じた良
好な都市環境の形成 

強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等

に資する国土強靱化基本法 

・大規模自然災害等からの国⺠の生命、身体及び財産の保
護並びに大規模自然災害等の国⺠生活及び国⺠経済に及
ぼ す 影 響 の 最 小 化 を 図 る た め の 施 策 展 開 の 指 針 と な る
「国土強靱化地域計画」（国・都道府県・市町村）の創設 

平成 29 年 

(2017 年) 

都市緑地法等の一部を改正する法律の改正 

・様々な役割を担っている都市の緑空間を、⺠間の知恵や
活力をできる限り活かしながら保全・活用（都市公園法
の改正により Park-PFI が新設） 
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年度 都市計画に関わる主な法改正 

平成 30 年 

(2018 年) 

都市再生特別措置法の改正（都市のスポンジ化対策） 

・低未利用土地権利設定等促進計画制度  
・都市再生推進法人の業務追加 
・低未利用土地利用等指針  
・都市計画協力団体制度  
・立地誘導促進施設協定制度  
・都市施設等整備協定制度  
・商業施設、医療施設等の休廃止届出制度 …等 
都市計画法第 8 条第 1 項の改正 

・農業の利便の増進を図りつつ、これと調和した低層住宅
に係る良好な住居の 環境 を保護するため 定める地域と
して「田園住居地域」を新たな用途地域として追加  

権 限 の 委 譲 ： 都 市 計 画 に 関 す る 決 定 権 の 基 礎 自 治 体 へ の 移 譲 、 住 ⺠ や ⺠ 間
団 体 の 積 極 的 な 活 動 を 法 的 に 裏 打 ち す る な ど 、 マ ク ロ 主 体 の 都 市 計 画 か ら
ミ ク ロ 主 体 の 都 市 計 画 へ と 変 遷 し て い ま す 。  
効 率 的 な 都 市 構 造 の 実 現：立 地 適 正 化 計 画 を は じ め と す る 、「 コ ン パ ク ト・
プ ラ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 考 え の も と 人 口 減 少 社 会 に 対 応 し た 効 率 的 な 都
市 構 造 の 実 現 を め ざ す よ う 都 市 計 画 法 以 外 の 法 令 も 加 え 変 遷 し て い ま す 。  
み ど り 空 間 の 活 用 ： 集 約 型 都 市 構 造 を め ざ す 一 方 、 公 園 ・ 緑 地 を 都 市 の 資
源 、景 観 構 成 要 素 と し て 重 要 視 し 、そ れ ら の 維 持・保 全 に 注 力 す る よ う 法 令
が 改 正 さ れ て い ま す 。  
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（２）まちづくりの目標  

１）まちづくりの課題や主要プロジェクトの関係性 
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２）まちづくりの目標の基本的な考え方 

ま ち づ く り の 目 標 ① と し て 掲 げ た「 地 域 資 源 を 活 か し た 市 ⺠ の
誇 り を 高 め る ま ち づ く り 」は 、市 ⺠ が 今 後 も 住 み 続 け た い と い う
思 い を 叶 え る も の で す 。ま ち づ く り の 目 標 ② と し て 掲 げ た「 誰 も
が 利 用 可 能 な 移 動 環 境 が 確 立 さ れ た 利 便 性 の 高 い ま ち づ く り 」は 、
人 に 着 目 し た 道 路 整 備 や 公 共 交 通 の 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と で 、
住 み や す い ま ち を め ざ す も の で す 。ま ち づ く り の 目 標 ③ と し て 掲
げ た「 都 市 の 活 気 を 高 め る 産 業 環 境 を 維 持・発 展 す る ま ち づ く り 」
は 、県 を 代 表 す る 産 業 の 集 積 地 で あ る 昭 和 工 業 団 地 の 維 持 や 操 業
環 境 の 向 上 に 加 え 、広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク が 充 実 し て い る 本 市 の
利 便 性 の 高 さ を 活 か し 、 さ ら な る 雇 用 の 場 を 生 み だ す も の で す 。 

こ れ ら の 目 標 を 支 え る の が 、ま ち づ く り の 目 標 ④ と し て 掲 げ た
「 災 害 に 対 し て 安 全 安 心 な ま ち づ く り 」 で あ り 、「 働 き 住 み 続 け
ら れ る ま ち 」を め ざ す も の と な り ま す 。４ つ の 目 標 が 実 現 す る こ
と で 、 人 口 減 少 の 抑 制 に つ な が り 、 特 に 若 者 に と っ て 魅 力 的 な 、
住 み た く な る ま ち を め ざ す と と も に 、魅 力 あ る 雇 用 の 創 出 を め ざ
し ま す 。  
 

【まちづくりの目標の基本的な考え方】 

 

  
住み続けたい 住みやすい 雇用の場 

まちづくりの目標④ 

災 害 に 対 し て 安 全 安 心 な ま ち づ く り  

Point  

まちづくりの目標① 

地 域 資 源 を 活 か
し た 市 ⺠ の 誇 り
を 高 め る  
ま ち づ く り  

まちづくりの目標② 

誰 も が 利 用 可 能 な
移 動 環 境 が 確 立 さ
れ た 利 便 性 の 高 い
ま ち づ く り  

まちづくりの目標③

都 市 の 活 気 を 高
め る 産 業 環 境 を  
維 持 ・ 発 展 す る  
ま ち づ く り  

人口減少
の抑制 

働き住み続けられるまち 

第３次都市計画マスタープランの将来像 

 あ ふ れ る 夢 と 希 望 と 誇 り  暮 ら し て み た く な る  元 気 城 下 町
や ま と こ お り や ま

 
（ 本 市 の 最 上 位 計 画 と な る 大 和 郡 山 市 第 ４ 次 総 合 計 画 の 将 来 像 と 整 合 ）  

特に 若 者に と
って 住 みた く
なるまち 

魅 力 あ る  
雇 用 の 創 出  
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３.将来都市構造 

本 市 の め ざ す 将 来 人 口 フ レ ー ム 及 び ま ち づ く り の 目 標 よ り 、 将 来 都
市 構 造 を 設 定 し ま す 。将 来 都 市 構 造 は 、大 ま か な 都 市 の 将 来 の 姿 を イ メ
ー ジ し や す い よ う 、都 市 の 骨 格 と な る 拠 点 と 軸 を 設 定 し 、そ れ ら を 図 化
す る こ と で 、市 ⺠ 、行 政 、そ の 他 関 連 機 関 が 共 有 、理 解 で き る も の と し
て 設 定 し ま す 。  

そ し て 、「 住 」「 職 」「 遊 」「 学 」な ど の 都 市 に 必 要 と さ れ る 機 能 に 着 目
し て 、そ の 機 能 を 必 要 と す る 世 代 な ど が 、ラ イ フ ス テ ー ジ や ラ イ フ ス タ
イ ル に 応 じ て 多 様 な 選 択 が で き 、 豊 か さ を 実 感 で き る 都 市 構 造 の 構 築
を め ざ し ま す 。  

 
【拠点の設定方針】 

拠点 設定の考え方 設定の場所 住 職 遊 学 他

中心 

 

拠点 

市 の 顔 で あ り 、
都 市 の 中 心 地 と
し て の 機 能 を 担
う 拠 点  

近鉄郡山駅、JR 郡
山 駅 を 中 心 と し
た 場 所  

〇   〇  〇  〇  

地域 

 

拠点 

人 を 惹 き つ け る
魅 力 あ る 地 域 の
顔 づ く り の た め
の 拠 点  

5 地 区 そ れ ぞ れ
の 行 政 拠 点 や 地
域 の 中 心 と な る
場 所  

〇   〇  〇  〇  

医療 

 

拠点 

懸念される高齢
化に備え、安心
して暮らせる都
市構造を維持す
るための拠点 

都 市 に お け る 代
表 的 な 医 療 施 設
が 立 地 す る 場 所  

〇      

レクリ 

エーション 

拠点 

潤 い の あ る 豊 か
な 都 市 と し て の
質 の 向 上 の た め
の 拠 点  

総 合 公 園・運 動 公
園 な ど 、こ ど も か
ら 高 齢 者 ま で 、誰
も が 緑 に ふ れ あ
え 、健 康 増 進 に 寄
与 す る 場 所  

  〇    
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拠点 設定の考え方 設定の場所 住 職 遊 学 他

産業 

 

拠点 

工 業 集 積 を 図 り
多 様 な 雇 用 を 創
出 し 、 持 続 的 な
都 市 の 振 興 を 図
る た め の 拠 点  

既 存 産 業 地 域 、
今 後 産 業 の 集 積
を 狙 う 場 所  

 〇     

歴史・ 

 

文化拠点 

観 光 施 策 へ の 継
続 的 な 取 り 組 み
と し て 、 先 人 か
ら 引 き 継 い だ 資
源 の 価 値 を 共 有
し 、 活 用 す る た
め の 拠 点  

都 市 の 歴 史 を 踏
ま え 、 観 光 客 と
の 交 流 を 創 出 す
る 場 所  

  〇  〇   

交流 

 

拠点 

新 た な 価 値 を 生
み 出 す エ ン ジ ン
と な る 多 様 な 交
流 を 促 進 す る た
め の 拠 点  

市⺠交流 、観光交
流等人が 集まりに
ぎわいを 創出する
場 所  

〇   〇    

交通 

 

拠点 

集約型の都市構
造の実現に向け
て、さ ら な る 交
通 の 機 能 ・ 利 便
性 向 上 を め ざ す
た め の 拠 点  

各 鉄 道 駅 周 辺 の
主 要 な 交 通 結 節
点  

〇  〇    〇  
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【軸の設定方針】 

軸 設定の考え方 設定の場所 

広域 

 

連携軸  

国 道 、 県 道 、 高 速 道 路 に よ っ
て 構 成 さ れ る 道 路 網 等 、 主 に
広 域 移 動 の 役 割 を 担 う 隣 接
市 町 間 を 結 ぶ 軸  

市 外 へ の 広 域 移 動 の 中 心 と
な る 道 路  

地域 

 

連携軸  

市 道 を 中 心 に 構 成 さ れ る 道
路 網 等 、 バ ス 軸 を 中 心 と
し 、 主 に 市 域 内 の 移 動 の 役
割 を 担 う 地 域 間 を 結 ぶ 軸  

市 内 の 移 動 の 中 心 と な る 道 路  
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【将来都市構造図】 
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４.分野別の方針 

（１）土地利用の方針 

１）土地利用の基本的な考え方 

本 市 は 、奈 良 県 北 部 の 大 和 平 野 に 位 置 し 、JR ⻄ 日 本 、近 畿 日 本
鉄 道 の 鉄 道 網 や ⻄ 名 阪 自 動 ⾞ 道 、国 道 24 号 ・ 25 号 等 の 道 路 網 が
構 成 さ れ 、京 奈 和 自 動 ⾞ 道 の 供 用 ・ 延 伸 も 進 み 、大 和 ま ほ ろ ば ス
マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ や 郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 、郡 山 下 ツ 道 ジ
ャ ン ク シ ョ ン 等 が 供 用 さ れ て い る 広 域 的 な 交 通 条 件 に 恵 ま れ た
地 域 で す 。市 域 の 北 部 は 奈 良 市 と 接 し 、郡 山 城 の 城 下 町 を 中 心 と
し た 中 心 市 街 地 が 広 が り 、南 部 は 昭 和 工 業 団 地 を は じ め 広 域 交 通
の 利 便 性 を 活 か し た 産 業 と 農 地 が 広 が っ て い ま す 。市 域 の 東 部 は
天 理 市 へ と 連 続 し て い る 農 風 景 の 中 に 、住 宅 や 産 業 施 設 が 溶 け 込
み 、 市 域 の ⻄ 部 は ⽮ 田 丘 陵 を 背 景 に 昭 和 30 年 代 後 半 よ り 開 発 さ
れ た 住 宅 地 が 広 が っ て い ま す 。  

今 後 、着 実 に 進 む 京 奈 和 自 動 ⾞ 道 の 延 伸 に よ り 、ま す ま す 広 域
的 な 交 通 条 件 が 向 上 す る と と も に 、本 市 で は リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の
奈 良 県 内 に お け る 中 間 駅 の 誘 致 を め ざ し て お り 、実 現 す れ ば そ の
経 済 的 波 及 効 果 は 大 き く 、広 域 的 に 紀 伊 半 島 へ の 玄 関 口 と し て の
役 割 も 担 う こ と と な り 、需 要 を 受 け き る 積 極 的 な 土 地 利 用 が 求 め
ら れ て い ま す 。  

こ の よ う に 、広 域 的 な 交 通 体 系 が 整 備 さ れ る 中 、農 地 や 山 林 等
の 自 然 を 保 全 し つ つ 、本 市 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に 柔 軟 に 対 応 で
き る 、持 続 的 な 発 展 を 可 能 と す る 秩 序 あ る 土 地 利 用 を す す め て い
く 必 要 が あ り ま す 。 一 方 、 人 口 減 少 ・ 超 少 子 高 齢 社 会 に お い て 、
市 ⺠ の 利 便 性 の 維 持 ・向 上 を 図 り つ つ 、環 境 負 荷 の 少 な い 生 活 様
式 や 地 域 社 会 を 維 持 す る 財 政 的 負 担 の 少 な い ま ち を め ざ す た め 、
本 市 に 適 し た コ ン パ ク ト な ま ち づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。  

そ こ で 、本 市 の 土 地 利 用 の 基 本 的 な 考 え 方 と し て 、将 来 都 市 構
造 図 で 示 し た 拠 点 等 を 踏 ま え 、次 の 通 り エ リ ア ・ゾ ー ン 区 分 を 行
い ま す 。  
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【エリア・ゾーンの概要】 

エリア・ゾーン名 表示 エリア・ゾーンの概要 

中 心 市 街 地 エ リ ア   城 下 町 の 風 情 を 感 じ ら れ 都 市 機 能
が 集 積 す る エ リ ア  

に ぎ わ い 創 出 エ リ ア   市 ⺠ が 交 流 し 、 に ぎ わ い を 生 み 出
す エ リ ア  

居 住 誘 導 エ リ ア   計 画 的 な 住 宅 地 が 形 成 さ れ 、 今 後
も 人 口 密 度 の 維 持 を め ざ す エ リ ア  

既 存 居 住 エ リ ア   既 存 の 住 環 境 を 維 持 す る エ リ ア  

産 業 ・ 雇 用 創 出  
エ リ ア   

工 業 団 地 等 と し て の 生 産 環 境 を 維
持 し 、 企 業 ・ 工 場 の 誘 致 に よ り 産
業 の 振 興 を 図 る エ リ ア  

農 業 ・ 集 落 エ リ ア   既 存 の 農 業 ・ 集 落 環 境 の 形 成 を 図
る エ リ ア  

公 園 ・ 緑 地 エ リ ア   計 画 的 な 公 園 ・ 緑 地 の 形 成 を 図 る
エ リ ア  

沿 道 複 合 ゾ ー ン   施 設 立 地 の 適 正 な 指 導 ・ 誘 導 を 図
る ゾ ー ン  

産 業 誘 致 ゾ ー ン   産 業 の 立 地 誘 導 を 促 進 す る ゾ ー ン  

リ ニ ア 中 間 駅 ゾ ー ン   リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 中 間 駅 誘 致 を
予 定 す る ゾ ー ン  

 

「 大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 」に お い て 、都 市 機 能 誘 導 区 域 に
指 定 し て い る エ リ ア は 、本 計 画 に お い て も 本 市 の 顔 と な る 位 置 づ
け と し て 、城 下 町 の 風 情 を 感 じ ら れ 都 市 機 能 が 集 積 す る 中 心 市 街
地 エ リ ア に 設 定 し ま す 。あ わ せ て 、居 住 誘 導 区 域 に 指 定 し て い る
エ リ ア も 、計 画 的 な 住 宅 地 が 形 成 さ れ 、今 後 も 人 口 密 度 の 維 持 を
め ざ す 居 住 誘 導 エ リ ア と し て 設 定 し ま す 。ま た 、す で に 商 業 施 設
等 が 立 地 す る な ど 、市 ⺠ が 交 流 し 、に ぎ わ い を 生 み 出 す エ リ ア を
に ぎ わ い 創 出 エ リ ア に 設 定 し ま す 。市 街 化 区 域 の 居 住 誘 導 区 域 外
と な る 居 住 地 や 、市 街 化 調 整 区 域 の 集 落 等 は 、今 後 も 既 存 の 住 環
境 を 維 持 す る 既 存 居 住 エ リ ア と し て 設 定 し ま す 。  

産 業・雇 用 創 出 エ リ ア は 、工 業 団 地 等 と し て の 生 活 環 境 を 維 持
し 、企 業 ・工 場 の 誘 致 に よ り 産 業 の 振 興 を 図 る エ リ ア と し て 設 定
し ま す 。居 住 誘 導 区 域 外 と な る 市 街 化 区 域 及 び 市 街 化 を 抑 制 す る
市 街 化 調 整 区 域 の 、 豊 か な 自 然 環 境 が 広 が る エ リ ア に お い て は 、
農 業 ・ 集 落 エ リ ア 、 公 園 ・ 緑 地 エ リ ア 等 を 中 心 に 、現 在 の 居 住 環
境 や 自 然 環 境 の 保 全 に 努 め ま す 。  



 

33 

な お 、 沿 道 複 合 ゾ ー ン は 、 市 街 化 調 整 区 域 に お け る 幹 線 道 路 沿
道 に お い て 、 施 設 立 地 の 適 正 な 指 導 や 誘 導 を 図 る ゾ ー ン と し て 設
定 し ま す 。 産 業 誘 致 ゾ ー ン は 、 立 地 の 良 さ を 活 か し た 新 た な 産 業
の 誘 致 を 促 進 す る ゾ ー ン と し て 設 定 し ま す 。 リ ニ ア 中 間 駅 ゾ ー ン
は 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 中 間 駅 誘 致 を 予 定 す る ゾ ー ン と し て 設 定
し ま す 。  

 

２）土地利用の目標 

本 市 に お い て は 、各 エ リ ア の 特 色 を 活 か し な が ら 、持 続 可 能 な ま
ち づ く り を 計 画 的 に 推 進 し 、 ゆ と り と 歴 史 性 を も っ た 土 地 利 用 を
め ざ し ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 

３）土地利用の方針 

 
・  JR 郡 山 駅・近 鉄 郡 山 駅 を 中 心 と し た 中 心 市 街 地 エ リ ア で は 、豊

か に 残 る 歴 史 的 環 境 を 有 し な が ら 、 既 存 商 業 機 能 の 更 新 ・ 活 性
化 を 図 り 、 魅 力 あ る 市 街 地 の 形 成 ・ 都 市 機 能 の 向 上 の た め の 事
業 化 に 取 り 組 み ま す 。特 に 、近 鉄 郡 山 駅 周 辺 で は 、「 近 鉄 郡 山 駅
周 辺 地 区 ま ち づ く り 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 城 下 町 の 風 情 を 活 か
し た 、 い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み
を す す め ま す 。  

・  徒 歩 圏 に 生 活 サ ー ビ ス 施 設 が 揃 う だ け で な く 、 城 下 町 の 風 情 を
感 じ る ま ち 歩 き や 地 域 活 動 へ の 参 加 等 に よ る 、 ア ク テ ィ ブ で 心
身 も 健 や か な 生 活 が で き る ま ち づ く り を す す め ま す 。  

・  公 共 施 設 や 生 活 利 便 施 設 を 職 場 や 住 ま い 等 の 身 近 な 拠 点 に 集
約 し 、 徒 歩 や 公 共 交 通 に よ り 誰 も が 容 易 に 利 用 で き る よ う に し
ま す 。 ま た 、 周 辺 住 宅 地 へ の 住 む 魅 力 を 高 め る よ う な 都 市 サ ー
ビ ス を 提 供 す る こ と を め ざ す と と も に 、 暮 ら し の 安 心 を 担 保 す

ゆとりと歴史性をもった土地利用 
①にぎわいのある市街地の形成をめざします 

②交通利便性を活かした工業・産業地区の形成をめざします 

③心安らぐ自然に囲まれた住宅地の形成をめざします 

①にぎわいのある市街地の形成をめざします 
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る コ ミ ュ ニ テ ィ を 維 持 す る た め 、 居 住 誘 導 エ リ ア へ の 居 住 を 促
進 し ま す 。  

・  効 率 的 な 都 市 経 営 が で き る 市 街 地 を 形 成 し つ つ 、 土 地 の 高 度 利
用 を 図 り ま す 。  

・  居 住 誘 導 エ リ ア を 中 心 と し て 、 市 域 に 点 在 す る 空 き 地 や 空 き 家
等 の 低 未 利 用 の 土 地 は 、 治 安 、 衛 生 、 景 観 等 の 悪 化 に よ り 地 域
住 ⺠ の 生 活 環 境 に 深 刻 な 影 響 を 及 ぼ す だ け で な く 、 地 域 活 力 の
低 下 、 周 辺 地 価 の 下 落 誘 発 等 、 経 済 面 で も 負 の 影 響 を 及 ぼ す こ
と と な る た め 、低 未 利 用 土 地 の 適 正 管 理 、利 活 用 を 促 進 し ま す 。 

・  地 域 活 力 や 観 光 振 興 の た め 、 城 下 町 地 区 に お け る 空 き 家 や 空 き
店 舗 の 利 活 用 の 検 討 を す す め ま す 。  

・  コ ン パ ク ト シ テ ィ の 実 現 に 向 け た 駅 周 辺 ま ち づ く り の 推 進 、 公
⺠ 連 携 に よ る に ぎ わ い づ く り 、 商 店 街 の 活 性 化 の 取 り 組 み を す
す め ま す 。  

・  リ ニ ア 中 央 新 幹 線 中 間 駅 周 辺 で は 、 具 体 化 を 受 け た 時 点 に お け
る 適 切 な 土 地 利 用 を 検 討 し ま す 。  

・  近 鉄 平 端 駅 周 辺 は 、 奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 の 再 整 備 に よ り そ の 重
要 性 が 高 ま っ て く る こ と か ら 、 駅 を 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 核 と し
た ま ち づ く り の 検 討 を す す め ま す 。  

 
 

・  産 業 ・ 雇 用 創 出 エ リ ア で あ る 昭 和 工 業 団 地 等 、 既 存 の 工 業 集 積
地 に お い て は 、 住 宅 等 の 混 在 を 防 止 し 、 適 正 な 工 業 集 積 の た め
の 工 業 地 の 配 置 を 図 り ま す 。 ま た 、 住 工 が 混 在 す る 市 街 地 の 解
消 の た め に 、 工 場 の 移 転 先 の 用 地 の 確 保 ・ 誘 導 を 図 り ま す 。  

・  産 業 ・ 雇 用 創 出 エ リ ア で あ る 郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ や 大 和 ま ほ
ろ ば ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 等 に お い て は 、 そ の 立 地 の
良 さ を 活 か し 、 流 通 業 務 系 等 の 施 設 を 重 点 的 に 立 地 誘 導 す る と
と も に 、 新 た な 産 業 の 誘 致 を 促 進 し ま す 。  

・  住 宅 地 内 の 小 規 模 工 場 の 移 転 先 や 、 新 た な 産 業 企 業 を 誘 致 す る
た め の 用 地 の 確 保 を め ざ し ま す 。  

 

 

②交通利便性を活かした工業・産業地区の形成をめざします 
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・  既 存 居 住 エ リ ア で は 、 自 然 環 境 や 歴 史 文 化 と の 調 和 を 図 り つ つ 、
ゆ と り あ る 居 住 環 境 の 維 持 ・ 向 上 を め ざ し 、 低 層 住 宅 を 主 体 と
し た 住 宅 地 の 維 持 を 図 り ま す 。  

・  既 存 の 住 宅 地 で は 、 オ ー ル ド タ ウ ン 化 の 抑 制 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ
ィ が 維 持 さ れ た 住 宅 地 の 形 成 を め ざ し 、 職 住 近 接 の ゆ と り あ る
生 活 と 若 年 層 の 定 住 促 進 に 関 わ る 取 り 組 み に よ っ て 、 居 住 誘 導
エ リ ア へ の 移 住 ・ 定 住 を 図 り ま す 。  

・  安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 豊 か な 住 宅 地 の 形 成 を め ざ し 、 生 活 環
境 を 守 る た め の 土 地 利 用 の 再 編 を す す め ま す 。  

・  居 住 誘 導 区 域 外 と な る 市 街 化 区 域 及 び 市 街 化 を 抑 制 す る 市 街
化 調 整 区 域 に お い て 、 農 業 ・ 集 落 エ リ ア 、 公 園 ・ 緑 地 エ リ ア 等
を 中 心 に 、 自 然 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持 ・ 向 上 と 緑 の 保 全 ・
活 用 を 図 り ま す 。  

・  ま と ま っ た 良 好 な 農 地 は 都 市 に あ る べ き も の と し て 、 田 園 景 観
の 形 成 、 身 近 な う る お い を 形 成 す る も の で あ る こ と か ら 、 農 と
住 の 調 和 し た ま ち づ く り を め ざ し 、 ま ち の 魅 力 向 上 に 資 す る 重
要 な 資 源 と し て そ の 保 護 ・ 育 成 を 図 る よ う 土 地 利 用 の 保 全 等 を
図 り ま す 。  

・  国 道 24 号 等 の 幹 線 道 路 沿 道 で は 、 地 域 の 持 続 性 の 観 点 か ら 、
交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を 許 容 す る 検 討 を す す め
ま す 。  

  

③心安らぐ自然に囲まれた住宅地の形成をめざします 

⽮ 田 丘 陵  
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【土地利用方針図】 
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（２）都市施設整備の方針 

（２）-１ 道路・交通施設整備の方針 

１）道路・交通施設整備の基本的な考え方 

道 路 は 、人・物 の 移 動 、人 と 人 と の ふ れ あ い や に ぎ わ い の 場 の
形 成 、緑 の 創 出 、防 災 、上 下 水 道 等 の イ ン フ ラ 施 設 の 収 納 等 多 様
な 役 割 を 担 っ て い ま す 。本 市 は 、京 都 ・ 大 阪 ・ 和 歌 山 等 を 結 ぶ ⻄
名 阪 自 動 ⾞ 道 、 国 道 24 号 等 の 道 路 網 が 整 備 さ れ て お り 、 京 奈 和
自 動 ⾞ 道（ 大 和 北 道 路 ）の 供 用 ・ 延 伸 が す す め ら れ る な ど 、東 ⻄
南 北 に 広 域 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク が 通 過 す る 交 通 結 節 点 と な り ま す 。 

令 和 元 年 度 に 策 定 し た 「 大 和 郡 山 市 総 合 交 通 戦 略 」 に 基 づ き 、
市 ⺠ や 来 訪 者 の ニ ー ズ の 多 様 化 等 を 踏 ま え て 、交 通 の 面 か ら 生 活
行 動 を 支 え る 多 様 な 交 通 手 段 を 確 保 す る と と も に 、本 市 の 魅 力 を
交 通 体 系 の 充 実 に よ り 高 め て 、暮 ら す 人 、訪 れ る 人 を 支 え る 交 通
体 系 が 整 っ た 、居 心 地 が よ く 歩 き た く な る ま ち な か の 形 成 を め ざ
し ま す 。  

 

２）道路・交通施設整備の目標 

本 市 に お い て は 、交 通 結 節 点 の 利 便 性 を 活 か し つ つ も 、自 転 ⾞
や 歩 行 者 の 安 全 か つ 快 適 な 移 動 空 間 の 確 保 と 、自 動 ⾞ 交 通 に よ る
環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 関 す る 取 り 組 み に 努 め 、地 域 経 済 の 発 展 と
住 む 人 ・ 自 然 に や さ し い 交 通 体 系 の 確 立 を め ざ し ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 

３）道路・交通施設整備の方針 

 
・  本 市 の 定 住 都 市 と し て の 魅 力 を 保 つ た め 、「 近 鉄 郡 山 駅 周 辺 地

区 ま ち づ く り 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 駅 舎 移 転 に あ わ せ た 駅 前 広
場 の 機 能 の 充 実 や 駅 周 辺 に お け る バ リ ア フ リ ー 化 の 推 進 に よ

地域経済の発展と住む人・自然にやさしい交通体系 
①地域経済の発展を支える道路網の形成をめざします 

②誰もが安心して、居心地がよく歩きたくなるみちづくりをすすめます 

③市民活動を支える良好な交通環境をめざします 

①地域経済の発展を支える道路網の形成をめざします 
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り 交 通 結 節 点 の 強 化 を 図 り 、 鉄 道 と バ ス 等 と の 乗 り 継 ぎ を 円 滑
化 し 、 公 共 交 通 機 関 の 利 用 を 促 進 し ま す 。  

・  リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 中 間 駅 誘 致 を 働 き か け る と と も に 、 具 体 化
を 受 け た 時 点 に お け る 、 中 間 駅 を 踏 ま え た 広 域 的 な 連 携 軸 の 構
築 の 検 討 を 促 進 し ま す 。  

・  道 路 網 の 体 系 的 再 編 成 を 行 い 、 広 域 的 な 連 携 、 地 域 の 主 軸 と な
る 道 路 、 地 域 の 特 色 を 活 か せ る 道 路 、 地 域 内 の 交 通 に 資 す る 道
路 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し ま す 。  

・  来 訪 者 の 利 便 性 や 魅 力 を 高 め る た め 、 商 業 や 観 光 需 要 に 対 応 し
た 道 路 環 境 の 整 備 を 行 い 、 回 遊 性 の 向 上 を 図 り ま す 。  

・  都 市 計 画 道 路 は 、将 来 交 通 量 を は じ め と す る 社 会 経 済 情 勢 の 変
化 、 市 ⺠ ニ ー ズ の 多 様 化 等 を 踏 ま え 、 改 め て そ の 必 要 性 の 検 証
を 行 い 、 廃 止 対 象 路 線 等 を 抽 出 し 、 必 要 に 応 じ て 都 市 計 画 の 見
直 し を 実 施 し ま す 。  

 
 

・  中 心 市 街 地 に お け る 城 下 町 特 有 の 自 動 ⾞ や バ ス 通 行 の 不 便 さ
の 解 消 等 、 都 市 計 画 道 路 を は じ め と し た 主 要 道 路 の 拡 幅 ・ 整 備
に 取 り 組 み ま す 。  

・  歩 行 者 や 自 転 ⾞ の 安 全 を 確 保 す る た め に 、 エ リ ア 単 位 の 交 通 安
全 対 策 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 電 線 共 同 溝 に よ る 無 電 柱 化 に も
取 り 組 み ま す 。  

・  持 続 可 能 な 交 通 体 系 を 構 築 す る た め に 、 自 家 用 ⾞ に 過 度 に 依 存
す る 交 通 行 動 を 改 め 、 環 境 や 健 康 に 配 慮 し た 交 通 行 動 を 選 択 す
る よ う 意 識 を 高 め ま す 。  

・  歩 道 の バ リ ア フ リ ー 化 を 行 う こ と で 、 市 ⺠ の 利 用 を 快 適 化 す る
と と も に 、 駅 前 広 場 の 整 備 等 に よ り 人 が 集 ま り や す い 環 境 整 備
を 推 進 し ま す 。  

・  歩 く こ と や 自 転 ⾞ 利 用 を 通 じ た 健 康 づ く り を 推 進 す る と と も
に 、 歴 史 文 化 遺 産 や 豊 か な 自 然 の あ る 観 光 地 の 周 遊 環 境 を 改 善
す る た め 、 ゆ と り を 実 感 で き る 歩 行 者 や 自 転 ⾞ 空 間 の 形 成 に 取
り 組 み ま す 。  

②誰もが安心して、居心地がよく歩きたくなるみちづくりをすすめます 
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・  近 年 頻 発 す る 災 害 に 備 え 、 緊 急 輸 送 道 路 、 避 難 路 等 の 道 路 防 災
機 能 の 強 化 を 行 い 、 安 全 で 安 心 な 移 動 が で き る 交 通 環 境 を つ く
り ま す 。  

 
 

・  路 線 バ ス・コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス や 福 祉 輸 送 サ ー ビ ス 、乗 合 や デ マ ン
ド タ ク シ ー と も 連 携 し 、公 共 施 設 利 用 者 と 公 共 交 通 空 白 地 域 の 住
⺠ の 利 便 性 を 図 り ま す 。  

・  地 域 の 特 性 や ニ ー ズ に 応 じ た 、 外 出 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 の
移 動 支 援 事 業 を 、 地 域 住 ⺠ の 支 え 合 い に よ る 協 働 事 業 と し て 実
施 し ま す 。  

・  歩 行 者 等 の 交 通 安 全 を 確 保 し 、 住 ⺠ や 観 光 客 が 安 心 し て 安 全 に
歩 け る 市 街 地 と す る た め 、 中 心 市 街 地 を 環 状 す る (都 )城 廻 り 線
や 、 市 道 伊 豆 七 条 高 野 線 、 平 端 バ イ パ ス の 早 期 供 用 開 始 に 向 け
て 取 り 組 み ま す 。  

・  未 就 学 児 の 移 動 経 路 の 安 全 対 策 を は じ め 、 通 学 路 対 策 及 び バ リ
ア フ リ ー 整 備 を 継 続 的 に 実 施 し ま す 。  

・  渋 滞 の 緩 和 と 通 勤 ・ 通 学 時 の 安 全 確 保 、 観 光 利 用 へ の 活 用 等 、
安 全 ・ 安 心 で 快 適 な 道 路 環 境 づ く り に 向 け 、 地 域 住 ⺠ 、 警 察 等
と 話 し 合 い 、 地 域 に 適 し た 道 路 整 備 を 推 進 し ま す 。  

・  「 大 和 郡 山 市 橋 梁 ⻑ 寿 命 化 修 繕 計 画 」 に 基 づ き 、 市 内 の 橋 梁 に
つ い て 予 防 保 全 の 補 修 に 取 り 組 み ま す 。  

・  市 街 化 調 整 区 域 等 郊 外 の 農 村 集 落 地 区 の 主 要 な 道 路 に つ い て
は 、 都 市 計 画 道 路 に 準 ず る 道 路 と し て 、 効 果 的 な 整 備 を 推 進 し
ま す 。  

・  そ の 他 の 生 活 道 路 、 細 街 路 に つ い て は 、 既 成 市 街 地 、 農 村 等 、
そ れ ぞ れ の 地 区 特 性 に 応 じ て 、 生 活 環 境 に 必 要 な 水 準 を 確 保 し
ま す 。  

  

③市民活動を支える良好な交通環境をめざします 
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【道路ネットワークの方針図】 
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（２）-２ 公園・緑地整備の方針 

１）公園・緑地整備の基本的な考え方 

公 園・緑 地 は 、地 域 住 ⺠ の 生 活 を 支 え る 重 要 な 社 会 資 本 で あ る
と と も に 、個 性 豊 か な 地 域 づ く り 、地 域 の 活 性 化 、防 災 性 の 向 上 、
良 好 な 景 観 づ く り 等 、都 市 の 環 境 を 保 全 す る 重 要 な 役 割 を 担 っ て
い ま す 。人 口 減 少・超 少 子 高 齢 社 会 に 対 応 し た 、市 ⺠ が 身 近 に 利
用 で き る 公 園 の 整 備 や 、多 様 化 す る 公 園 利 用 ニ ー ズ へ の 対 応 、生
物 多 様 性 の 確 保 、低 炭 素 社 会 の 実 現 等 、取 り 組 む べ き 課 題 が 未 だ
多 く 存 在 す る と 共 に 、今 後 発 生 が 予 想 さ れ る 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震
等 に 対 し 、 災 害 に 強 い ま ち づ く り に 求 め ら れ る 避 難 地 の 確 保 等 、
都 市 の 防 災 機 能 を 強 化 す る た め に も 、公 園 の 整 備 を 引 き 続 き 推 進
し ま す 。ま た 、人 口 一 人 当 た り 都 市 計 画 公 園 の 整 備 量 が 都 市 公 園
法 の 水 準 を 下 回 る な ど 、本 市 に お い て は よ り 一 層 の 公 園・緑 地 の
充 実 が 求 め ら れ ま す が 、 今 後 郡 山 城 跡 公 園 等 の 整 備 が す す め ば 、
水 準 を 上 回 る こ と と な り ま す 。さ ら に 、都 市 公 園 法 、都 市 緑 地 法 、
生 産 緑 地 法 が 改 正 さ れ 、都 市 内 の 公 園 、緑 地 等 の オ ー プ ン ス ペ ー
ス に 加 え 、農 地 等 の 多 面 的 機 能 が 着 目 さ れ る と 共 に 、都 市 の 緑 空
間 を 多 様 な 主 体 に て 積 極 的 に 保 全・活 用 し て い く 観 点 か ら も 、都
市 に お け る 緑 空 間 の 創 出 を 推 進 し ま す 。  

 

２）公園・緑地整備の目標 

本 市 に お い て は 、「 大 和 郡 山 市 緑 の 基 本 計 画 」を 踏 ま え 、公 園 ・
緑 地 等 の 体 系 的 な 整 備 を 図 る と と も に 、 城 跡 公 園 や 外 堀 緑 地 等 の
歴 史 的 資 源 に あ る 緑 や 、 ⻄ 部 の 丘 陵 地 帯 に 見 ら れ る 多 種 多 様 な 植
生 、 金 魚 池 等 の 自 然 資 源 を 積 極 的 に 活 用 し て い く こ と と し て 、 歴
史 ・ 自 然 を 活 か し た 安 ら げ る 公 園 ・ 緑 地 を め ざ し ま す 。  

 
 
 
 
 

 
  

歴史・自然を活かした安らげる公園・緑地 
①歴史的資源を活かした公園・緑地の整備をすすめます 

②市民が安全に利用しやすい公園・緑地の整備をすすめます 

③豊かな自然環境を活かした緑のネットワークづくりをめざします 
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３）公園・緑地整備の方針 

 
 

・  「 郡 山 城 跡 公 園 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 城 跡 と し て の 環 境 を 保 全
し つ つ 、 歴 史 公 園 に ふ さ わ し い 公 園 空 間 の 創 出 に よ り 、 観 光 及
び 市 ⺠ の 交 流 の 場 と し て 整 備 推 進 を 図 り ま す 。 ま た 、 郡 山 城 跡
を 将 来 に わ た っ て 確 実 に 継 承 し て い く た め の 体 制 を 整 え 、 城 郭
遺 跡 と し て の 価 値 を 高 め る た め 、 国 史 跡 指 定 を め ざ し ま す 。  

・  都 市 公 園 は 、 休 息 ・ 憩 い の 場 と し て の 機 能 、 イ ベ ン ト 広 場 と し
て の 機 能 等 を 充 実 す る た め 、必 要 な 施 設 整 備 を 図 り ま す 。ま た 、
市 ⺠ ・ 団 体 を 主 体 と し た 継 続 的 な 歴 史 資 源 の 復 元 ・ 活 用 を 図 り
ま す 。  

 

 
・  総 合 公 園 に つ い て は 、 大 和 郡 山 市 総 合 公 園 に 加 え て 、 大 和 ⺠ 俗

公 園 と ⽮ 田 丘 陵 の 景 観 と 一 体 と な っ た 自 然 環 境 を 保 全 し つ つ 、
休 息 ・ 鑑 賞 ・ 散 策 ・ 遊 戯 ・ 運 動 等 の 総 合 的 な 利 用 を 目 的 と す る
空 間 と し て 計 画 的 に 補 修 ・ 更 新 を 図 り ま す 。  

・  都 市 公 園・緑 地 に つ い て 、「 大 和 郡 山 市 公 園 施 設 ⻑ 寿 命 化 計 画 」
に 基 づ き 、 効 率 的 ・ 計 画 的 に 補 修 ・ 更 新 を 図 り ま す 。  

  

①歴史的資源を活かした公園・緑地の整備をすすめます 

②市民が安全に利用しやすい公園・緑地の整備をすすめます 

大 和 郡 山 市 総 合 公 園 施 設  



 

43 

・  都 市 公 園 ・ 緑 地 内 の 施 設 、 遊 具 に つ い て 、 安 心 し て 利 用 で き る
よ う 適 切 な 維 持 管 理 を 行 う と と も に 、 日 常 的 に 使 い や す い 地 域
の 資 源 と し て 、 行 政 ・ ⺠ 間 企 業 ・ 市 ⺠ が 連 携 し て 情 報 発 信 や 公
園 運 営 を 行 い 、 市 ⺠ 主 導 の イ ベ ン ト の 実 施 等 に よ り 、 ま ち の 活
性 化 を 促 進 し ま す 。  

・  都 市 近 く に 残 さ れ た 貴 重 な 里 山 で あ る 県 立 ⽮ 田 自 然 公 園 （ 丘 陵
地 エ リ ア ） に つ い て は 、 豊 か な 自 然 風 土 を 守 り つ つ 森 を 育 て 、
多 く の 人 達 が 自 然 に ふ れ あ え る 場 と し て 、 そ の 保 全 を 図 り ま す 。 

・  街 区 公 園 ・ 近 隣 公 園 ・ 地 区 公 園  (住 区 基 幹 公 園 ） は 、 本 計 画 の
地 区 区 分 を 基 本 に 、 主 に 誘 致 圏 、 他 の 公 園 と の 位 置 関 係 、 将 来
の 住 区 別 人 口 等 を 考 慮 し て 、 配 置 や 施 設 内 容 、 維 持 管 理 方 法 等
に つ い て 、 そ の あ り 方 の 検 討 と と も に 、 市 ⺠ が 活 用 し や す い 環
境 づ く り を す す め ま す 。  

・  歴 史 公 園 で あ る 郡 山 城 跡 公 園 を 除 い た 都 市 公 園 の 整 備 に あ た
っ て は 、 バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 考 え 方 を 取 り
入 れ 、 段 差 の 解 消 、 多 機 能 ト イ レ の 導 入 等 、 誰 も が 使 い や す い
施 設 と し て の 充 実 を 図 り ま す 。  

・  温 室 効 果 ガ ス 削 減 等 の 地 球 環 境 へ の 負 荷 を 減 ら す た め 、 公 園 ・
緑 地 の 整 備 を す す め 、 緑 を 増 や す こ と で 、 低 炭 素 型 の ま ち づ く
り を 推 進 し ま す 。  

 
 

・  各 地 の 公 園 や 丘 陵 地 エ リ ア と 、 河 川 や 金 魚 池 等 の 水 辺 空 間 を 有
機 的 に ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、 水 と 緑 の 連 携 軸 を 構 築 し ま す 。  

・  富 雄 川 や 佐 保 川 沿 い に は 、 四 季 折 々 に 楽 し め る 植 栽 を 図 る な ど 、
市 ⺠ が 水 と 親 し め る 良 好 な 河 川 景 観 を 形 成 し 、 生 き 物 の 生 息 空
間 と し て 河 川 敷 の 自 然 の 保 全 ・ 復 元 を 図 り ま す 。  

・  庁 舎 や 学 校 、 下 水 道 施 設 等 の 公 共 公 益 施 設 に お い て 、 植 裁 ス ペ
ー ス の 確 保 や 屋 上 の 緑 化 等 を 検 討 す る と と も に 、 ⺠ 間 施 設 に お
け る 緑 化 を 促 進 し ま す 。  

 

  

③豊かな自然環境を活かした緑のネットワークづくりをめざします 
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【公園・緑地整備の方針図】 
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（２）-３ 河川・下水道整備の方針 

１）河川・下水道整備の基本的な考え方 

河 川 は 、生 活 に う る お い を 与 え る と と も に 、良 好 な 景 観 づ く り 、
多 様 な 生 態 系 の 維 持 等 様 々 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。本 市 の 河 川 は 、
大 和 川 水 系 に 属 す る 富 雄 川 、佐 保 川 を 中 心 に 構 成 さ れ て お り 、「 大
和 川 流 域 整 備 計 画 」に 基 づ き 治 水 対 策 が す す め ら れ て い ま す 。今
後 も 、安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 川 づ く り を め ざ し 、浸 水 被 害 の 軽
減 ・ 解 消 を 図 り ま す 。  

ま た 、公 共 下 水 道 に お い て は 、市 街 化 の 状 況 に 基 づ き 下 水 道 整
備 が 推 進 さ れ て い ま す 。本 市 の 下 水 道 人 口 普 及 率 は 、令 和 元 年 度
末 時 点 で 96.0％ で す が 、今 後 も 、汚 水 処 理 未 普 及 地 域 の 早 期 解 消
及 び ⻑ 寿 命 化 を め ざ し 、等 し く 快 適 な 暮 ら し を 享 受 で き る 環 境 の
創 出 を 図 り ま す 。  

 

２）河川・下水道整備の目標 

本 市 に お い て は 、都 市 に 潤 い を も た ら す 河 川 環 境 に つ い て 、国
や 県 、流 域 市 町 村 と 連 携・調 整 し な が ら 、限 ら れ た 財 源 を 有 効 か
つ 効 率 的 に 活 用 し 、整 備 を 推 進 す る こ と を 通 じ て 、安 全 で 身 近 に
感 じ ら れ る 水 辺 空 間 を め ざ し ま す 。  

 
 
 
 
 

 

３）河川・下水道整備の方針 

 
・  河 川 沿 い の 空 間 に つ い て は 、 防 災 、 自 然 レ ク リ エ ー シ ョ ン 利 用

及 び 景 観 等 の 機 能 を 高 め る た め に 緩 傾 斜 護 岸 、 緑 化 護 岸 等 を 積
極 的 に 取 り 入 れ ま す 。 ま た 、 佐 保 川 、 富 雄 川 を 中 心 に 、 公 園 や
周 辺 農 地 等 を 合 わ せ 水 や 緑 と ふ れ あ え る ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成
し ま す 。  

安全で身近に感じられる水辺空間 
①美しいうるおい景観を形成する水辺環境の整備をすすめます 

②安全で身近に感じられる水辺環境の整備をすすめます 

①美しいうるおい景観を形成する水辺環境の整備をすすめます 
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・  魚 影 や 生 物 を み る こ と が で き る 河 川 、 水 辺 に 近 づ き た く な る よ
う な 河 川 を め ざ し 、 河 川 の 水 質 浄 化 に 努 め ま す 。  

・  金 魚 池 、た め 池 、中 小 河 川 は 、生 活 に う る お い を あ た え る 貴 重 な
水 辺 空 間 と し て 、 地 域 性 に あ っ た 活 用 方 策 を 検 討 し ま す 。  

・  自 然 と 共 生 し た 水 辺 空 間 と 美 し い 風 景 を め ざ し 、 河 川 水 質 や 水
辺 環 境 の 向 上 を 図 り ま す 。  

・  地 域 に 愛 さ れ る 川 づ く り を め ざ し 、 川 に つ い て の 様 々 な 情 報 発
信 、「 大 和 ま ほ ろ ば の 川 づ く り 計 画 」へ の 市 ⺠ 参 加 、地 域 と 協 力
し た 河 川 管 理 の 推 進 、 地 域 の ま ち づ く り と の 連 携 を 図 り ま す 。 

 
 

・  河 川 に よ る 洪 水 、 雨 水 に よ る 浸 水 等 の 水 害 を 防 止 す る た め 、 河
川 改 修 及 び 内 水 対 策 を 推 進 し ま す 。  

・  下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 道 路 陥 没 等 の 事 故 を 防 止 す る た め 、
公 共 下 水 道 の ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 手 法 を 踏 ま え た ⻑ 寿 命 化
対 策 を 推 進 し ま す 。  

・  「 大 和 郡 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 処 理 可 能 区 域 で
普 及 率 は 100％ で あ る の に 対 し 、 未 接 続 の 住 宅 に つ い て は 、 下
水 道 接 続 を 促 し ま す 。  

・  生 活 に 不 可 欠 な 上 水 道 等 の 生 活 用 水 の 供 給 や 、 家 庭 か ら の 生 活
排 水 排 除 対 策 等 、 今 後 も 生 活 環 境 の 保 全 を 図 り ま す 。  

・  国 ・ 県 の 河 川 改 修 に 合 わ せ た 排 水 施 設 の 整 備 や 貯 留 施 設 の 整 備
を す す め ま す 。  

・  洪 水 に よ る 災 害 の 発 生 防 止 又 は 軽 減 の た め 、 各 圏 域 別 河 川 整 備
計 画 に 示 さ れ て い る 佐 保 川 、富 雄 川 、蟹 川 、地 蔵 院 川 に お け る 河
川 改 修 整 備 を 推 進 す る た め 、 国 、 県 と 連 携 し て い き ま す 。  

②安全で身近に感じられる水辺環境の整備をすすめます 



 

47 

（３）景観形成の方針 

１）景観形成の基本的な考え方 

大 和 郡 山 ら し い 景 観 は 、自 然 、歴 史 、生 活 文 化 的 な 景 観 の 特 徴
が 、互 い に 関 わ り 合 い 、際 立 ち 合 い つ つ 成 り 立 っ て い ま す 。ま た 、
工 場 団 地 や 駅 前 、沿 道 の 商 業 施 設 の 立 地 等 、新 し い 都 市 開 発 等 の
景 観 の 要 素 も 加 わ っ て 形 成 さ れ て い ま す 。  

本 市 に お い て は 、「 奈 良 県 景 観 条 例 」や「 景 観 法 」、「 大 和 郡 山 市
景 観 形 成 ガ イ ド ラ イ ン 」と 整 合 を 図 る と と も に 、今 後 は 景 観 行 政
団 体 と な り 、「 景 観 計 画 」 を 策 定 す る こ と で 、 大 和 郡 山 ら し い 良
好 な 景 観 形 成 を す す め ま す 。  

 

２）景観形成の目標 

本 市 に お い て は 、大 和 郡 山 市 特 有 の 自 然・歴 史 的 な 風 景 と 、都
市 景 観 が 織 り な す 良 好 な 景 観 形 成 の 実 現 の た め 、美 し く 風 格 の あ
る ま ち づ く り を す す め る な ど 、大 和 郡 山 ら し い 歴 史・文 化・自 然
景 観 を 守 り 、 育 て 、 活 か す こ と を 目 標 と し て い ま す 。  

 
 
 
 
 

 
 
 

３）景観形成の方針 

 
・  も っ と も 代 表 的 な 大 和 郡 山 ら し い 景 観 は 、 市 内 か ら 東 方 に 望 む

⻘ 垣 と 、 ⻄ 方 に 望 む ⽮ 田 丘 陵 の 稜 線 で す 。 高 い 建 築 物 の 建 築 に
対 す る 規 制 や 開 発 行 為 の コ ン ト ロ ー ル 等 に よ っ て 、 山 並 み の 眺
め を 守 り ま す 。  

・  本 市 に は 、郡 山 城 跡 、紺 屋 町 等 の 町 屋 建 築 、⽮ 田 寺・松 尾 寺 や 源
九 郎 稲 荷 神 社 等 の 歴 史 あ る 寺 社 、(都 )藺 町 線 等 、随 所 に 歴 史 的・
文 化 的 な 建 築 物 や 道 路 等 の 構 造 物 が あ り ま す 。 こ れ ら の 資 源 を

大和郡山らしい歴史・文化・自然景観を守り、育て、活かす 
①これまで培われてきた景観を守ります 

②大和郡山らしい景観を創ります 

③景観の価値を高め、景観を育てます 

④地区の特性に合わせて望ましい景観を誘導します 

①これまで培われてきた景観を守ります 
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保 存・修 復 、あ る い は 利 活 用 し て い く こ と に よ り 、景 観 資 源 と し
て の 現 在 の 姿 を 将 来 へ 引 き 継 い で い き ま す 。  

・  計 画 的 に 開 発 さ れ た 住 宅 地 や 歴 史 的 建 築 物 等 の 連 続 性 が み ら
れ る 街 並 み 等 に お い て は 、 新 た な 建 築 活 動 や 開 発 活 動 に 対 し て
規 制 や ル ー ル づ く り を 行 い 、 将 来 に 渡 り 、 整 っ た 街 並 み や ま と
ま り を 維 持 ・ 保 全 し て い き ま す 。  

・  本 市 に は 、 ⽮ 田 丘 陵 の 森 林 を は じ め 、 の ど か な 田 園 の 緑 等 、 市
⺠ の 生 活 に 安 ら ぎ を 与 え て く れ る 豊 か な 自 然 の 景 観 が あ り ま
す 。 開 発 行 為 等 か ら 、 こ れ ら の 自 然 を 保 全 し て い き ま す 。  

・  河 川 や 金 魚 池 、 た め 池 等 の 水 辺 空 間 の 整 備 に あ た っ て は 、 そ の
歴 史 性 や 自 然 特 性 等 に 配 慮 し つ つ 、 良 好 な 景 観 の 再 生 ・ 創 出 に
努 め ま す 。  

 
 

・  郡 山 城 周 辺 の 歴 史 的 景 観 は 本 市 に お け る 重 要 な 景 観 構 成 要 素
で あ り 、 歴 史 的 景 観 と 調 和 し た 観 光 都 市 と し て の 魅 力 を 向 上 さ
せ る た め 、歴 史 的 街 並 み や 歴 史 資 源 の 保 全・整 備 を す す め ま す 。 

・  本 市 に は 、 多 様 な 景 観 構 成 要 素 が あ り 、 場 所 に よ っ て 異 な る 景
観 特 性 を 構 成 し て い ま す 。 景 観 に 影 響 を 与 え る 建 築 物 や 道 路 等
の 構 造 物 を 創 る と き は 、 地 域 の 景 観 を 特 徴 づ け る 自 然 的 、 歴 史
的 景 観 構 成 要 素 を 見 出 し 、 そ れ ら と 調 和 し た デ ザ イ ン と し ま す 。 

  

②大和郡山らしい景観を創ります 

紺 屋 町  
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・  道 路 や 公 園 等 に 街 路 樹 や 植 栽 を つ く り 、 ま ち な か の 緑 を 増 や し
て い き ま す 。 木 立 や 枝 ぶ り 、 樹 種 等 は 、 地 域 の 植 生 の 特 徴 や 景
観 的 特 徴 と の 調 和 に 配 慮 し ま す 。  

・  大 規 模 な 施 設 の 建 設 等 の 際 に は 、 街 並 み に ま と ま り と 統 一 感 が
感 じ ら れ る よ う に し ま す 。 ま た 、 単 調 な 眺 め と な ら な い よ う 、
建 築 物 や 道 路 等 の 構 造 物 の デ ザ イ ン や 、 使 用 す る 素 材 等 を 工 夫
し 、 地 域 の 景 観 特 性 と 調 和 し た 個 性 あ る 景 観 を 創 り 出 し ま す 。 

 
 

・  歴 史 的 な 建 造 物 が 点 在 し て い る 地 域 等 で 、 街 並 み に ま と ま り や
統 一 感 を 持 た せ て 景 観 資 源 と し て の 価 値 を 高 め て い く た め 、 建
築 物 の 外 観 、 色 調 や 高 さ 等 に 関 す る ル ー ル を つ く り 、 歴 史 的 な
街 並 み と 現 代 様 式 の 建 築 物 の 融 合 を 図 り ま す 。  

・  「 奈 良 県 景 観 色 彩 ガ イ ド ラ イ ン 」に 基 づ き 、奈 良 県 の 色 彩 景 観 に
お け る 現 状 及 び 景 観 形 成 に お け る 色 彩 の 考 え 方 を 踏 ま え た 、 建
築 物 等 の 色 彩 計 画 を 検 討 し 、 景 観 意 識 の 向 上 を 図 り ま す 。  

・  道 路 や 河 川 等 に お け る 美 化 活 動 等 に よ り 、 見 る 人 に 悪 い 印 象 を
与 え る 景 観 疎 外 要 素 を 取 り 除 い て い き ま す 。  

 
 

・  地 域 特 性 に 応 じ た 都 市 景 観 の 創 出 を め ざ し 、 地 域 固 有 の 歴 史 文
化 資 源 と 豊 か な 自 然 環 境 を 良 好 な 景 観 形 成 づ く り に 活 か し ま
す 。  

・  本 市 の 玄 関 口 と な る 近 鉄・JR 郡 山 駅 周 辺 で は 、眺 望 の 美 し い 沿
道 等 、 特 に 周 辺 景 観 と 屋 外 広 告 物 と の 調 和 を 図 る た め に 、 奈 良
県 屋 外 広 告 物 条 例 に 基 づ く 景 観 保 全 型 広 告 整 備 地 区 制 度 の 活
用 を 図 り ま す 。  

・  大 和 郡 山 市 を 代 表 す る 景 観 資 源 を 有 し 、市 ⺠ 、事 業 者 、行 政 等 、
景 観 に 関 わ る 全 て の 人 々 が 最 初 に 特 に 力 を 入 れ て 景 観 形 成 に
取 り 組 ん で い く 地 区 と し て 、 景 観 形 成 重 点 地 区 （ 城 下 町 地 区 、
環 濠 集 落 地 区 ） を 設 定 し ま す 。  

・  市 街 化 区 域 に お け る 街 路 樹 等 の 自 然 環 境 の 整 備 を 図 る と と も
に 、 田 園 風 景 と 調 和 し た 市 街 化 調 整 区 域 の 風 景 を 保 全 し ま す 。  

③景観の価値を高め、景観を育てます 

④地区の特性に合わせて望ましい景観を誘導します 
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【景観形成の方針図】 
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（４）その他の都市整備の方針 

（４）-１ 産業環境の方針 

１）産業環境の基本的な考え方 

本 市 は 、奈 良 県 で 最 大 の 規 模 を 誇 る 昭 和 工 業 団 地 を 有 し て お り 、
交 通 の 要 で も あ る ⻄ 名 阪 自 動 ⾞ 道 や 京 奈 和 自 動 ⾞ 道 の イ ン タ ー
チ ェ ン ジ に も 隣 接 し 、産 業 振 興 の 拠 点 と な っ て い ま す 。ま た 、江
⼾ 時 代 か ら 始 ま っ た 金 魚 養 殖 等 の 地 場 産 業 や 、本 市 伝 統 の 靴 産 業 、
い ち じ く 等 の 平 野 部・中 山 間 部 に お け る 近 郊 農 業 等 も 盛 ん に 行 わ
れ て い ま す 。観 光 産 業 は 、城 下 町 で の お も て な し と し て 様 々 な イ
ベ ン ト を 開 催 し て お り 、本 市 特 有 の 産 業 と し て 重 要 な 役 割 を 担 っ
て い ま す 。  

今 後 、京 奈 和 自 動 ⾞ 道 の 延 伸 に 伴 い 、イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 の
利 便 性 は さ ら に 向 上 す る こ と と な り ま す 。郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ
や 大 和 ま ほ ろ ば ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 等 に お い て は 、流
通 業 務 系 等 の 施 設 を 重 点 的 に 立 地 誘 導 す る と と も に 、新 た な 産 業
の 誘 致 を す す め ま す 。  

 

２）産業環境の目標 

本 市 に お い て は 、県 内 有 数 の 工 業 団 地 や 地 場 産 業 の 他 、郡 山 城
周 辺 の 歴 史 的 資 源 を 活 か し た 観 光 産 業 等 、多 く の 産 業 環 境 に 恵 ま
れ て い ま す 。今 後 も 、本 市 の 産 業 の 振 興 の た め に 、産 業 環 境 の 維
持・向 上 を す す め る 取 り 組 み を 通 じ て 、大 和 郡 山 が 誇 る 産 業 の 活
性 化 を め ざ し ま す 。  

 
 
 
 
 

 

３）産業環境の方針 

 
・  京 奈 和 自 動 ⾞ 道 の 延 伸 に 伴 い 、 さ ら に 交 通 結 節 点 と し て の 利 便

性 が 向 上 す る 郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 で は 、 自 然 環 境 や 歴 史

大和郡山が誇る産業の活性化 
①本市が誇る産業の維持・向上をめざします 

②本市独自の地場産業の振興をすすめます 

③歴史的資源を活かした観光産業の振興をすすめます 

①本市が誇る産業の維持・向上をめざします 
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文 化 資 源 、 都 市 景 観 等 と の 調 和 に 十 分 配 慮 し た う え で 計 画 的 に
工 業 系 土 地 利 用 を 誘 導 し 、 企 業 誘 致 に 向 け た 取 り 組 み を す す め
ま す 。  

・  工 場 等 の 新 設・増 設・移 転 の 際 は 、工 場 等 設 置 奨 励 金 及 び 雇 用 促
進 奨 励 金 を 交 付 し 、 事 業 者 の 積 極 的 な 経 営 を 支 援 し ま す 。  

・  奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 の 再 整 備 と し て 、 市 場 本 来 の 卸 売 機 能 と 一
般 消 費 者 を 対 象 と し た に ぎ わ い づ く り に よ る 地 域 の 活 性 化 を
図 る と と も に 、 市 場 を 核 と し た 周 辺 地 域 と の 共 生 に 向 け た 取 り
組 み を す す め ま す 。  

・  「 近 鉄 郡 山 駅 周 辺 地 区 ま ち づ く り 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 観 光 産
業 で の 雇 用 の 拡 大 と と も に 、 住 み 続 け ら れ る ま ち づ く り を す す
め ま す 。ま た 、「 大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 」に 基 づ き 、職 住 近
接 し た 住 み や す い 環 境 を 充 実 さ せ 、 に ぎ わ い 溢 れ る ま ち づ く り
を す す め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・  本 市 の 地 場 産 業 の ひ と つ で あ る 金 魚 産 業 に つ い て 、 金 魚 品 評 会 、
全 国 金 魚 す く い 選 手 権 大 会 、 養 殖 コ ン ク ー ル を 通 し た 生 産 技 術
の 取 得 、 後 継 者 育 成 等 の 取 り 組 み へ の 支 援 を 行 う こ と で 、 金 魚
産 業 の 振 興 と 活 性 化 を 図 り ま す 。  

・  農 業 に お い て は 、 耕 作 放 棄 地 化 を 防 ぎ 、 担 い 手 に 農 地 の 集 積 を
す す め る と と も に 、 需 要 に 応 じ た 水 稲 や 、 い ち ご ・ ト マ ト ・ 大

②本市独自の地場産業の振興をすすめます 

昭 和 工 業 団 地  
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和 丸 な す 等 の 戦 略 的 作 物 の 栽 培 ・ 販 売 を す す め ま す 。 ま た 、 農
業 団 体 と の 連 携 ・ 協 力 の も と 、 新 規 就 農 者 の 創 出 、 経 営 体 の 育
成 、 認 定 農 業 者 を 中 心 と し た 農 業 推 進 等 を す す め 、 地 場 産 農 業
の 普 及 ・ 宣 伝 活 動 に 取 り 組 み ま す 。  

・  人 ・ 農 地 プ ラ ン の 作 成 及 び 実 質 化 を す す め 、 農 業 の 担 い 手 へ 農
地 の 集 積 に よ り 地 域 の 農 業 を 守 り 、 農 業 経 営 所 得 の 安 定 を 図 り
ま す 。  

・  自 然 災 害 等 に よ る 被 災 の 影 響 の 大 き い 施 設 へ の 被 害 軽 減 の た
め 、 震 災 対 策 農 業 水 利 施 設 整 備 事 業 の 実 施 や 、 施 設 の ⻑ 寿 命
化 の た め の 農 業 水 利 施 設 判 断 事 業 、 農 道 等 の 整 備 に よ る 生 産
性 の 向 上 を 図 る 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 を 継 続 実 施 し 、 農 業 の
振 興 を 図 り ま す 。  

 
 

・  滞 在 周 遊 型 の 観 光 を め ざ し 、 多 様 な 観 光 ニ ー ズ に 対 応 し た 、 歴
史 、 文 化 、 自 然 等 を 満 喫 で き る 魅 力 的 な 観 光 交 流 拠 点 の 形 成 を
図 る と と も に 、 観 光 消 費 の 拡 大 と 地 域 経 済 の 活 性 化 を め ざ し ま
す 。  

・  観 光 滞 在 を 促 進 す る た め 、宿 泊 施 設 の 立 地 誘 導 や 観 光 客 の 受 け 入
れ 施 設 、 休 憩 施 設 等 の 整 備 を す す め ま す 。  

・  回 遊 ル ー ト や 観 光 施 設 ・ 宿 泊 施 設 等 に 関 し て 、 外 国 人 に も わ か
り や す い 案 内 看 板 を 設 置 す る な ど 、 効 果 的 な 案 内 、 情 報 提 供 の
充 実 を 図 り 、 受 け 入 れ 環 境 整 備 を す す め ま す 。  

・  各 観 光 施 設 と 連 携 を 取 り な が ら 、 歴 史 ・ 文 化 の 雰 囲 気 を 感 じ
る こ と が で き る 観 光 地 と し て の 情 報 発 信 を す す め る と と も
に 、 郡 山 城 跡 と 連 携 し た 観 光 産 業 創 出 に 取 り 組 み 、 商 店 街 の
活 性 化 や 城 下 町 の 回 遊 性 向 上 を 図 り ま す 。  

 

（４） -２ 住環境・その他の都市整備の方針 

１）住環境・その他の都市整備の基本的な考え方 

本 市 の 居 住 環 境 は 、身 近 な 歴 史 、自 然 の 中 で 育 ま れ て き ま し た 。
し か し な が ら 、 建 物 の 老 朽 化 や 居 住 者 の 高 齢 化 、 地 球 レ ベ ル で の
環 境 問 題 の 顕 在 化 と い っ た 状 況 の 変 化 の 中 で 、 よ り 良 い 居 住 環 境

③歴史的資源を活かした観光産業の振興をすすめます 
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の 形 成 に 向 け た 改 善 が 求 め ら れ て い ま す 。 本 市 で は こ れ ま で 、 住
宅 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 す る に あ た り 支 援 を 実 施 し て き ま し た
が 、 よ り 一 層 周 知 を 行 う こ と が 必 要 と な っ て い ま す 。  

市 営 住 宅 に つ い て は 、 建 物 の 維 持 管 理 を 行 う と と も に 、 安 全 で
快 適 な 住 環 境 と す る た め に 、 入 居 者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 も 含 め た
検 討 を す す め ま す 。  

ま た 、 そ の 他 公 共 施 設 等 の 都 市 施 設 に つ い て は 、「 大 和 郡 山 市
公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」等 に 基 づ き 、中 ⻑ 期 的 な 視 点 か ら 公 共
施 設 等 の マ ネ ジ メ ン ト を す す め ま す 。  

 

２）住環境・その他の都市整備の目標 

本 市 に お い て は 、定 住 化 の 促 進 と 日 々 の 暮 ら し や す さ の た め に 、
住 環 境・そ の 他 の 都 市 整 備 に 関 わ る 取 り 組 み を 通 じ て 、安 全 で 安
心 し て 暮 ら せ る 豊 か な 住 環 境 の 形 成 を め ざ し ま す 。  

 
 
 
 

 

３）住環境・その他の都市整備の方針 

 
・  「 大 和 郡 山 市 空 家 等 の 適 正 管 理 に 関 す る 条 例 」 に 基 づ き 、 周 辺

の 生 活 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 空 き 家 や 管 理 不 全 空 き 家 の 所 有
者 等 に 対 し て 、 適 正 な 措 置 を す す め ま す 。  

・  様 々 な 団 体 等 と 連 携 し 、空 き 家 、空 き 店 舗 等 の 利 活 用 に 向 け た 仕
組 み づ く り を 通 じ て 、本 市 に 有 効 な 空 き 家 対 策 を 検 討 し 、大 和 郡
山 市 ら し い 住 み 方 の 提 案 ・ 発 信 に 取 り 組 み ま す 。  

・  市 営 住 宅 の バ リ ア フ リ ー 化 の 推 進 、 外 壁 等 改 修 工 事 に よ り 、 ⻑
寿 命 化 を 図 り 、 入 居 者 が 安 心 ・ 快 適 に 暮 ら す こ と が で き る 住 環
境 の 提 供 に 努 め ま す 。 あ わ せ て 、 市 営 住 宅 の 建 替 事 業 に と も な
い 跡 地 と な っ た 土 地 の 活 用 を 検 討 し ま す 。  

安全で安心して暮らせる豊かな住環境の形成 
①定住化を促進する安心でやさしい住宅施策を展開します 

②暮らしやすさをサポートする公共施設の充実を図ります 

①定住化を促進する安心でやさしい住宅施策を展開します 
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・  市 営 住 宅 以 外 の 住 宅 に お い て も 、 老 朽 化 に よ り 、 建 て 替 え の 支
援 が 必 要 と な っ て お り 、 住 宅 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 の 支 援 を
継 続 し て 実 施 し ま す 。  

 
 

・  市 内 の 集 会 所 や 公 園 、オ ー プ ン ス ペ ー ス 等 の 公 共 施 設 に つ い て 、
暮 ら し や す さ の サ ポ ー ト や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 醸 成 の ほ か 、
市 ⺠ 主 導 の イ ベ ン ト 等 の 実 施 に 活 用 す る た め 、 既 存 施 設 の 有 効
活 用 や 機 能 の 充 実 に よ り 、 ま ち の 活 性 化 を 図 り ま す 。  

・  施 設 の 改 修 、 整 備 の み で は な く 、 国 体 や 様 々 な 大 会 の 開 催 を 見
据 え た 県 ・ 他 市 町 村 、 学 校 等 の 既 存 施 設 の 有 効 活 用 に よ る 、 ス
ポ ー ツ を す る こ と が で き る 場 の 提 供 を す す め ま す 。  

・  公 共 施 設 の 維 持 管 理 を 施 設 ご と に 計 画 的 に 実 施 す る こ と を す
す め ま す 。 ま た 、 整 備 時 に エ ネ ル ギ ー ・ 省 エ ネ ル ギ ー 型 整 備 機
器 の 導 入 を す す め ま す 。  

・  ご み の 減 量 化 と 再 資 源 化 が 普 及 す る よ う 、 自 治 会 等 の 団 体 と 連
携 し 、 市 ⺠ の ご み に 対 す る 理 解 や 意 識 の 向 上 を 図 る と と も に 、
環 境 に や さ し い 生 活 を 実 践 で き る よ う 啓 発 活 動 を 行 っ て い き
ま す 。  

・  し 尿 処 理 施 設 に つ い て は 、 市 ⺠ 生 活 に 欠 か せ な い 施 設 で あ る た
め 、 今 後 も 安 定 し た 施 設 の 運 営 を 継 続 し ま す 。  

・  水 道 事 業 の 健 全 経 営 を す す め る た め に 、 施 設 整 備 ・ 維 持 管 理 に
つ い て ⺠ 間 委 託 の 導 入 を 検 討 し ま す 。  

・  介 護 保 険 事 業 計 画 に 基 づ き 、 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 の 整 備 を す す
め ま す 。  

・  地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を 地 区 公 ⺠ 館 へ 移 転 す る こ と を す す め
ま す 。 ま た 、 老 人 福 祉 セ ン タ ー や 社 会 福 祉 会 館 等 、 老 朽 化 し た
施 設 の 整 備 方 針 及 び 福 祉 拠 点 と す る 福 祉 ゾ ー ン の あ り 方 に つ
い て 検 討 し ま す 。  

・  防 災 情 報 や 不 審 者 情 報 を 登 録 者 に 配 信 す る 市 ⺠ 安 全 メ ー ル の
充 実 を 図 る と と も に 、 防 犯 カ メ ラ の 設 置 を 推 進 し 、 市 と 自 治
会 が 協 働 し な が ら 防 犯 体 制 の 強 化 に 取 り 組 み ま す 。  

②暮らしやすさをサポートする公共施設の充実を図ります 
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（５）防災・減災の方針 

１）防災・減災の基本的な考え方 

今 世 紀 前 半 に も 発 生 す る 可 能 性 が 高 い と 見 ら れ て い る 南 海 ト
ラ フ 地 震 が 、陸 に 近 い 地 域 で 発 生 し た 場 合 、本 市 で は 最 大 震 度 ６
強 の 揺 れ が 想 定 さ れ て い ま す 。同 様 に 、内 陸 型 地 震 の 中 で も っ と
も 被 害 が 大 き い と 想 定 さ れ て い る 奈 良 盆 地 東 縁 断 層 帯 に よ る 地
震 が 発 生 し た 場 合 も 、最 大 震 度 ７ の 揺 れ が 想 定 さ れ て い ま す 。一
方 、本 市 を 流 れ る 大 和 川 水 系 の 河 川 に つ い て 、近 年 増 加 し て い る
ゲ リ ラ 豪 雨 に よ る 水 害 に 対 す る 防 災・減 災 に も 備 え る 必 要 が あ り
ま す 。  

こ の た め 、地 震 や 風 水 害 と い っ た 自 然 災 害 に 対 し 、市 ⺠ と 市 が
共 に 防 災 意 識 を 高 め 、災 害 時 に ス ム ー ズ に 行 動 し 被 害 を 最 小 限 に
抑 え る よ う 取 り 組 む こ と や 、市 ⺠ が 危 機 意 識 を 持 ち 、日 頃 の 備 え
に 取 り 組 む よ う 、啓 発 を す す め る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。ま た 、
自 然 災 害 全 般 に 対 す る 市 の 体 制 づ く り と 、そ れ に 伴 う 避 難 所 指 定 、
公 共 施 設 等 の 改 修 整 備 が 必 要 で す 。  

本 市 に お い て は 、自 助・共 助 の 取 り 組 み の 連 携 と 、こ れ を 支 え
る 公 助 の 取 り 組 み の も と 、「 大 和 郡 山 市 地 域 防 災 計 画 」 や 「 大 和
郡 山 市 国 土 強 靱 化 地 域 計 画 」等 と 整 合 を 図 り な が ら 、平 常 時 か ら
の 備 え や 災 害 発 生 時 に お け る 対 応 等 、防 災・減 災 に 向 け た 取 り 組
み を す す め て い き ま す 。  

 

２）防災・減災の目標 

本 市 に お い て は 、近 年 多 発 す る 大 規 模 な 地 震 や 風 水 害 等 の 自 然
災 害 に 対 し 、常 日 頃 か ら の 個 々 の 危 機 管 理 意 識 の 啓 発 や 、建 物 の
耐 震 化 を は じ め と す る 災 害 へ の 事 前 の 備 え 等 、ハ ー ド・ソ フ ト 対
策 を 組 み 合 わ せ 、災 害 に 強 く 安 心・安 全 に 暮 ら せ る ま ち を め ざ し
ま す 。  

 
 
 
 
 
 

災害に強く安心・安全に暮らせるまち 
①安全で十分な避難地等の確保をめざします 

②日常生活の安全性を高める準備をすすめます 

③災害発生時を想定した準備をすすめます 
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３）防災・減災の方針 

 
・  避 難 所 ・ 避 難 路 の 確 保 、 火 災 の 延 焼 防 止 、 災 害 応 急 活 動 の 円 滑

な 実 施 を 図 る た め 、 公 園 緑 地 、 道 路 、 河 川 、 た め 池 、 水 路 、 下
水 道 施 設 等 の 都 市 基 盤 施 設 の 効 果 的 整 備 に 努 め 、 防 災 空 間 を 確
保 し ま す 。  

・  公 園 、道 路 、河 川 、た め 池 等 の 都 市 基 盤 施 設 に 、「 避 難 地 と な る
都 市 公 園 に お け る 災 害 応 急 対 策 に 必 要 と な る 施 設 」「 河 川 に お
け る 防 災 機 能 の 強 化 」 等 、 災 害 対 策 上 有 効 な 防 災 機 能 の 整 備 を
す す め ま す 。  

・  文 化 ・ 福 祉 施 設 、公 ⺠ 館 等 の 公 共 的 施 設 に つ い て は 、「 大 和 郡 山
市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」に 基 づ き 、施 設 保 有 量 の 適 正 化 を 図
る と と も に 、安 全・安 心 な 公 共 施 設 等 の 管 理 を す す め ま す 。特 に 、
学 校 施 設 に つ い て は 、「 大 和 郡 山 市 学 校 施 設 整 備 計 画 」に 基 づ き 、
更 新・改 修 及 び 維 持 保 全 の 中 ⻑ 期 的 な 計 画 策 定 に よ り 、安 全・安
心 な 教 育 環 境 を 継 続 的 な 確 保 を 図 り ま す 。  

 
 

・  「 大 和 郡 山 市 国 土 強 靱 化 地 域 計 画 」 に 基 づ き 、 “人 命 を 守 る ”、
“住 ⺠ の 生 活 を 守 る ”、 “迅 速 な 復 旧 ・ 復 興 を 可 能 と す る ”を 目 標
と し て 、 地 震 ・ 水 害 ・ 土 砂 災 害 の 対 策 及 び 避 難 対 策 を 行 い 、 地
域 強 靱 化 を 図 り ま す 。  

・  安 全・安 心 を 確 保 す る た め 、空 き 家 を 利 活 用 し 、災 害 の 危 険 性 の
高 い 地 域 等 か ら 、 よ り 安 全 な 市 街 地 へ 居 住 を 促 進 し ま す 。  

・  大 和 郡 山 市 防 災 セ ン タ ー の 改 修 に 向 け た 検 討 を す す め ま す 。  

・  浸 水 常 襲 区 域 の 治 水 対 策 を す す め る と と も に 、 市 内 一 円 及 び 特
定 排 水 路 の 維 持 補 修 、 浚 渫 工 事 及 び 公 共 下 水 道 合 流 管 の 維 持 補
修 工 事 を 行 う な ど 、 水 害 対 策 に 取 り 組 み ま す 。  

  

①安全で十分な避難地等の確保をめざします 

②日常生活の安全性を高める準備をすすめます 
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・  「 自 ら の 身 の 安 全 は 、自 ら が 守 る 」と い う 自 助 の 考 え を 踏 ま え 、

市 ⺠ 一 人 ひ と り が 災 害 に 備 え る 意 識 を 高 め る た め 、 防 災 に 関 す
る 情 報 提 供 等 の 充 実 を 図 り ま す 。  

・  「 自 分 た ち の 地 域 は 、 地 域 の み ん な で 守 っ て い く 」 と う 共 助 の
考 え を 踏 ま え 、 災 害 発 生 時 に 被 災 の 拡 大 を 抑 え る 減 災 へ の 体 制
を 強 化 す る た め 、 防 災 出 前 ト ー ク 等 を 通 じ て 、 自 主 防 災 組 織 の
育 成 ・ 支 援 等 を す す め ま す 。  

・  自 助 ・ 共 助 を 支 え る 公 助 の 取 り 組 み と し て 、 防 災 行 政 無 線 の デ
ジ タ ル 化 を す す め 、 通 信 の 高 度 化 を 図 り 、 災 害 時 に お け る 強 固
な 通 信 体 制 の 構 築 を す す め ま す 。  

・  災 害 時 の 防 災 拠 点 の 機 能 強 化 の た め 、 市 庁 舎 を 建 て 替 え 、 災 害
対 策 本 部 の 充 実 を 図 り ま す 。  

・  本 市 に 定 住 ・ 来 訪 、 も し く は 事 業 所 を 立 地 す る た め の 基 本 的 な
条 件 と な る ま ち の 安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る た め 、 消 防 団 と も 連 携
し な が ら 地 域 や 団 体 ご と の 防 災 訓 練 を 開 催 ・ 支 援 し 、 地 域 自 ら
の 災 害 時 の 対 応 力 向 上 や 防 犯 力 向 上 を 支 援 す る と と も に 、 自 然
災 害 に 強 い ま ち づ く り に 取 り 組 み ま す 。  

・  災 害 発 生 時 に 備 え た 、 災 害 弱 者 に 配 慮 し た 保 存 食 の ス ト ッ ク 確
保 、 防 災 コ ン テ ナ や 備 蓄 品 等 の 充 実 、 防 災 備 蓄 資 機 材 の 拡 充 、
災 害 時 要 支 援 者 シ ス テ ム の 構 築 を す す め る と と も に 、 災 害 廃 棄
物 へ の 対 応 策 と し て 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 の 策 定 を す す め ま す 。 

・  国 や 県 の 防 災 に 関 す る 各 種 計 画 の 見 直 し に 基 づ き 、 市 の 防 災 計
画 の 改 定 を す す め ま す 。  

 

③災害発生時を想定した準備をすすめます 

防 災 訓 練  
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Ⅳ 地域別構想  
１.地区区分の設定 

地 区 区 分 は 、市 街 化 の 進 行 状 況 、土 地 利 用 の 状 況 等 を 考 慮 し つ つ 、上
位 計 画 で あ る「 大 和 郡 山 市 第 ４ 次 総 合 計 画 」で の 考 え 方 と 整 合 を 図 っ た
上 で 設 定 し ま す 。  

地 域 別 構 想 で は 、 こ の 地 区 区 分 ご と に ま ち づ く り の 方 針 を 示 し ま す 。  

 
【地区区分の設定】 
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２.北地区のまちづくり 

（１）北地区の概況と課題 

１）北地区の概況 

・ 近 鉄 郡 山 駅 、 JR 郡 山 駅 周 辺
に は 商 業 ・ 業 務 機 能 が 集 積
し 、 市 の 中 心 的 な 市 街 地 を
形 成 し て い ま す 。  

・ 郡 山 城 周 辺 に は 旧 城 下 町 の
歴 史 的 な ま ち な み が 残 っ て
い ま す が 、道 路 が 狭 く 、木 造
建 築 物 が 密 集 し て い る と こ
ろ が 多 く な っ て い ま す 。  

・ 地 区 内 に あ る 郡 山 城 跡 は 、
郡 山 城 跡 公 園 基 本 計 画 に 基 づ き 、歴 史 公 園 に ふ さ わ し い 公 園 空 間
の 創 出 に 向 け た 整 備 が す す め ら れ て い ま す 。  

・地 区 の ほ と ん ど が 市 街 化 区 域 と な っ て お り 、中 心 市 街 地 周 辺 に お
い て も 、 住 宅 地 等 が 形 成 さ れ 、 既 に 市 街 化 が 進 ん で い ま す 。  

 

２）住民意向 

①住民アンケート調査結果 

  北 地 区 に お け る 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で の 主 な 意 見 は 以 下
の 通 り で す 。  

設問の内容 主な意見 

定住意向 

北 地 区 の 定 住 意 向 は 、 市 全 体 の 70.4％ に 対 し
て 、 75.4％ と 高 く な っ て い ま す 。  
移 住 し た い 理 由 と し て は 、「 な じ み や 愛 着 が な
い 」「 通 勤 ・ 通 学 が 不 便 」と い う 意 見 が 多 く な
っ て い ま す 。  

重点改善項目  
満 足 度 が 低 く 、 重 要 度 が 高 い 項 目 と し て は 、
「 生 活 道 路 の 整 備 状 況 」「 歩 道 ・ 自 転 ⾞ 道 や 自
転 ⾞ 通 行 帯 の 整 備 状 況 」 と い う 意 見 が 多 く な
っ て い ま す 。  

【北地区位置図】 
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設問の内容 主な意見 

将来イメージ  

「 こ う な っ て ほ し い と 思 う 将 来 の 大 和 郡 山 市
の イ メ ー ジ 」 と し て は 、「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の
充 実 し た ま ち 」「 交 通 の 便 の 良 い ま ち 」「 身 近
な 道 路 や 公 園 等 生 活 環 境 が 整 っ た 便 利 な ま
ち 」 と い う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  

②地区別懇話会による意見 

北地区におけ る地区別 懇話会での 主な意 見は、以下の 通りです 。  

項目 主な意見 

まちづくりの 

テーマ 

「 ず っ と 住 み た い ！ 笑 顔 イ キ イ キ わ た し た
ち の ま ち 」  

残したいもの 

・ 金 魚 池  
・ 城 下 町 の 雰 囲 気  
・ 地 域 の 行 事  

創りたいもの 

・ コミュニティバスの充実（買い物・通院難⺠） 
・ 小 さ く て も 遊 具 あ る と こ ろ  
・ 地 域 包 括 セ ン タ ー の 新 設 と 利 用 改 善  
・ 防 災 に 強 い ま ち  
・ 子 ど も ・ 高 齢 者 の 居 場 所  
・ 生 活 の 悩 み  気 軽 に 相 談 出 来 る 場 （ 大 人 も

子 供 も ）  
・ 市 ⺠ の 交 流 の 場  

改善したいもの 

・ 旭 ヶ 丘 の 道 路 幅 が 狭 い  
・ 九 条 駅 東 側 の 周 辺 整 備  
・ デ マ ン ド タ ク シ ー の 導 入  
・ 地 域 で 利 用 す る 商 業 施 設 等  
・ 公 園 設 備 の 改 善  高 齢 者 が 利 用 で き る よ う に  

 

 

３）北地区の課題 

①大和郡山市の中心にふさわしい環境の整備 

JR 郡 山 駅 、近 鉄 郡 山 駅 を 中 心 と す る 既 成 市 街 地 は 、道 路 が 狭 く
建 築 物 が 密 集 し て い る た め 、道 路 の 整 備 を 行 い 、良 好 な 住 環 境 を
形 成 す る こ と が 必 要 で す 。ま た 、大 和 郡 山 市 の 中 心 と し て ふ さ わ

※ 北 地 区 と 中 央 地 区 は 合 同 で 開 催 し た た め 、同 じ 意 見 と な っ て い ま す 。 
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し い 商 業 ・医 療 ・福 祉 機 能 を 充 実 さ せ て 市 ⺠ の 交 流 の 場 を 創 出 す
る と と も に 、 子 育 て を 支 援 す る 環 境 を 整 え る こ と が 必 要 で す 。  

②多様な観光を活かしたにぎわいづくりの推進 

郡 山 城 跡 や 旧 城 下 町 の 歴 史 的 な ま ち な み 、紺 屋 町 等 の 地 域 資 源
を 保 存 ・ 修 復 す る と と も に 、有 効 に 活 用 す る こ と が 必 要 で す 。ま
た 、地 場 産 業 で あ る 金 魚 産 業 を 多 く の 人 に 周 知 し 、有 効 に 活 用 す
る こ と が 必 要 で す 。さ ら に 、 歩 道 の 整 備 等 に よ り 、郡 山 城 跡 、外
堀 緑 地 等 を 連 携 さ せ 、う る お い の 感 じ ら れ る 歩 行 者 ネ ッ ト ワ ー ク
を 形 成 す る と と も に 、誰 も が 快 適 に 利 用 で き る 公 共 交 通 網 を 再 編
す る こ と も 必 要 で す 。  

③誰もが安全で安心して生活できるまちづくりの推進 

公 園 、道 路 、河 川 等 の 空 間 を 有 効 に 活 用 す る こ と に よ り 、災 害
発 生 時 の 避 難 機 能 や 延 焼 防 止 機 能 を 確 保 す る と と も に 、災 害 発 生
前 か ら 情 報 共 有 を 行 う こ と の で き る 環 境 を つ く り 、誰 も が 安 全 で
安 心 し て 暮 ら せ る よ う な ま ち づ く り を 行 う こ と が 必 要 で す 。  

 

（２）北地区のまちづくりのテーマ 

都市の魅力を感じられ、歴史資源等を活かした 
交流と創造によるにぎわいあふれるまちづくり 

近 鉄 郡 山 駅 、 JR 郡 山 駅 周 辺 に 商 業 ・ 業 務 機 能 が 集 積 し 、 郡
山 城 跡 や 城 下 町 、 金 魚 池 等 の 地 域 固 有 の 資 源 も 多 く 分 布 し て
い る 地 区 で す 。城 下 町 の 風 情 を 活 か し て 、本 市 の 中 心 地 と し て
魅 力 に 満 ち 、 多 世 代 が 集 住 し 多 く の 人 々 が 交 流 す る こ と で 新
た な 創 造 を 生 み 出 す 、 に ぎ わ い あ ふ れ る 歴 史 的 な 風 格 を も っ
た ま ち づ く り を め ざ し ま す 。  
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（３）北地区のまちづくりの方針 

１）土地利用の方針 

・ 近 鉄 郡 山 駅 と JR 郡 山 駅 の 間 の 中 心 市 街 地 エ リ ア で は 、 魅 力 あ る
市 街 地 の 形 成・都 市 機 能 の 向 上 の た め の 事 業 化 に 取 り 組 む と と も
に 、大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 を 踏 ま え 、既 存 の 商 業 ・ 業 務 機 能
の 集 積 を 活 か し 、本 市 の 中 心 市 街 地 と し て 、基 盤 整 備 と 連 動 し た
土 地 の 有 効 利 用 、高 度 利 用 を 推 進 し ま す 。ま た 、近 鉄 郡 山 駅 、JR
郡 山 駅 は 、交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 と な る 交 通 拠 点 と し て 、駅 の
機 能 強 化 ・ 充 実 を 図 り ま す 。  

・近 鉄 九 条 駅 を 地 域 拠 点 お よ び 交 通 拠 点 と し て 位 置 づ け 、地 区 計 画
の 運 用・充 実 に よ り 、駅 近 接 の 利 便 性 を 活 か し た 土 地 利 用 を 推 進
し ま す 。  

・郡 山 城 跡 周 辺 の 大 和 郡 山 病 院 、田 北 病 院 が 立 地 す る 医 療 拠 点 で は 、
既 存 の 医 療 施 設 を 活 か し 、持 続 可 能 な 都 市 構 造 を め ざ す と と も に 、
高 齢 化 社 会 に 備 え る た め の 医 療 環 境 の 充 実 を め ざ し ま す 。  

・商 店 街 の 機 運 を 高 め る た め 、遊 休 不 動 産 を 活 用 し た リ ノ ベ ー シ ョ
ン ス ク ー ル を 開 催 す る な ど 、コ ン パ ク ト シ テ ィ の 実 現 に 向 け た 駅
周 辺 ま ち づ く り の 推 進 、公 ⺠ 連 携 に よ る に ぎ わ い づ く り 、商 店 街
の 活 性 化 の 取 り 組 み を す す め る と と も に 、歴 史 ま ち づ く り を 推 進
し ま す 。  

・ JR 郡 山 駅 と 佐 保 川 の 間 の 産 業 ・ 雇 用 創 出 エ リ ア は 、 雇 用 の 場 の
創 出 を 図 る た め 、地 区 計 画 を 策 定 し 、新 た な 工 場 等 の 操 業 に よ る
雇 用 を 創 出 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

近 鉄 郡 山 駅 周 辺  
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・農 業・集 落 エ リ ア に つ い て は 、豊 か な 自 然 と 良 好 な 農 地 が 広 が っ
て い る こ と か ら 、自 然 環 境 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持・向 上 お よ
び 自 然 環 境 等 と 共 生 し た 集 落 環 境 整 備 を 行 い ま す 。  

・(都 )大 和 中 央 道 等 の 地 域 幹 線 道 路 沿 道 で は 、地 域 の 持 続 性 の 観 点 か
ら 、 交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を 許 容 す る 検 討 を す す め
る と と も に 、市 ⺠ の 交 流 拠 点 と し て の に ぎ わ い 形 成 を め ざ し ま す 。 

 

２）道路・交通施設整備の方針 

・近 鉄 郡 山 駅 周 辺 地 区 ま ち づ く り や 、(都 )城 廻 り 線 事 業 を 推 進 す る
と と も に 、道 路 の バ リ ア フ リ ー 化 や 電 柱 地 中 化 を 検 討 し 、近 鉄 郡
山 駅 前 の 交 通 結 節 点 と し て の 利 便 性 を 向 上 さ せ 、歩 い て 魅 た く な
る ま ち な か の 形 成 を め ざ し ま す 。  

・生 活 の 場 に お け る 利 便 性 及 び 安 全 性 の 向 上 の た め 、⾞ の み な ら ず 歩
行 者 や 自 転 ⾞ 等 「 人 」 に 着 目 し た 道 路 改 善 に も 努 め ま す 。  

・外 出 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、居 住 す る 地 域 内 で の 無 償 送 迎
を 行 う と と も に 、 地 域 で の 運 用 方 法 に つ い て も 検 討 し ま す 。  

・誰 も が 安 心 し て 安 全 に 歩 け る 歩 行 者 空 間 を 確 保 す る と と も に 、地 区
住 ⺠ の ゆ と り と う る お い の あ る 街 づ く り に よ る 定 住 促 進 、 観 光 交
流 人 口 の 増 進 や 、地 域 の 交 流 空 間 と し て の 活 用 促 進 を 図 る た め 、中
心 市 街 地 を 環 状 す る (都 )城 廻 り 線 等 の 整 備 を 行 い ま す 。  

  

近 鉄 郡 山 駅 前 バ ス ロ ー タ リ ー  
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・公 共 施 設 や 駅 周 辺 等 の 歩 道 の バ リ ア フ リ ー 工 事 を 実 施 し 、歩 行 者
の 移 動 の 円 滑 化 を 促 進 す る と と も に 、通 学 路 等 の 要 対 策 箇 所 に お
い て 、歩 道 設 置 等 の 交 通 安 全 対 策 工 事 を 実 施 し 、歩 行 者 の 安 全 確
保 に 努 め ま す 。  

・ 橋 梁 の 劣 化 の 程 度 に 応 じ て 、 順 次 補 修 工 事 を 実 施 す る と と も に 、
橋 梁 の 点 検 結 果 に 応 じ て 、橋 梁 ⻑ 寿 命 化 計 画 の 見 直 し を 行 い 、補
修 工 事 を 適 切 に す す め ま す 。  

 

３）公園・緑地整備の方針 

・大 和 郡 山 市 総 合 交 通 戦 略 を 推 進 し 、交 通 環 境 整 備 を 図 る と と も に 、
核 と な る 歴 史 資 源 （ 城 跡 公 園 ） や 、 周 辺 の 観 光 資 源 等 を 整 備 し 、
観 光 客 等 の 受 け 入 れ 態 勢 を 整 え ま す 。  

・ 郡 山 城 跡 の 歴 史 的 資 源 と し て の 価 値 を 再 認 識 し て 国 史 跡 指 定 に
向 け た 取 り 組 み を 推 進 し 、本 市 だ け で な く 、奈 良 県 全 域 に 及 ぶ 文
化 、 観 光 の 拠 点 の 形 成 を め ざ し ま す 。  

・九 条 公 園 を レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 と 位 置 づ け 、子 ど も か ら 大 人 ま
で 誰 も が 緑 に ふ れ あ え 、健 康 増 進 に 寄 与 す る 空 間 整 備 を 行 い ま す 。 

・金 魚 池 エ リ ア と し て 位 置 づ け る 金 魚 池 は 、本 市 の 地 場 産 業 の 一 つ
で あ る 金 魚 を 生 産 す る と と も に 、た め 池 や 河 川 等 と 特 徴 的 な 水 辺
空 間 を 形 成 し て い ま す 。ま た 、水 辺 空 間 と 公 園 等 の 緑 と の 連 携 を
図 る こ と で 、親 し み や す さ を 創 出 し 、魅 力 的 な 景 観 を 形 成 し ま す 。 

 

４）河川・下水道整備の方針 

・ 佐 保 川 、富 雄 川 周 辺 で は 、親 水 空 間 や 緑 道 の 整 備 等 に よ り 、各 地
の 公 園 や 丘 陵 地 エ リ ア 、金 魚 池 等 の 水 辺 空 間 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、
水 や 緑 が 調 和 し た 連 携 軸 を 形 成 し ま す 。  

・下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 道 路 陥 没 等 の 事 故 を 防 止 す る た め 、ス
ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 を 策 定 し て 費 用 の 平 準 化 を 行 い 、単 年 度
で の 費 用 負 担 を 減 ら し 、 ⻑ 寿 命 化 対 策 を 推 進 し ま す 。  

・「 大 和 郡 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 処 理 可 能 区 域 で 下
水 道 に 未 接 続 の 住 宅 に 対 し て 、 下 水 道 接 続 を 促 し ま す 。  
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・蟹 川 に お い て は 、内 水 排 除 を 目 的 と し た 河 川 改 修 や 調 整 池 の 整 備
を す す め 、 治 水 安 全 度 の 向 上 を 図 り ま す 。  

・治 水 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め る と と も に 、雨 水 排 除 対 策 と し
て 、雨 水 貯 留 タ ン ク 設 置 に つ い て 啓 発 し 、今 後 も 補 助 支 援 を 実 施
し ま す 。  

 

５）景観形成の方針 

・歴 史・文 化 拠 点 で あ る 歴 史 的 街 並 み 地 区（ 箱 本 十 三 町 や (都 )藺 町 線
沿 い ）は 、歴 史 的 な 城 下 町 の 景 観 が 現 存 す る と と も に 、本 市 に お け
る 重 要 な 景 観 要 素 で あ る た め 、保 全・整 備 を 行 い 、風 情 と 風 格 の あ
る 景 観 の 形 成 を め ざ し ま す 。ま た 、城 下 町 地 区 に お け る 空 き 店 舗・
空 き 家 の 積 極 的 な 利 活 用 を す す め 、 に ぎ わ い の 創 出 を 図 り ま す 。  

・幹 線 道 路 沿 道 に お い て は 、奈 良 県 屋 外 広 告 物 条 例 に 基 づ き 、景 観
保 全 型 広 告 整 備 地 区 制 度 を 活 用 し 、周 辺 環 境 と 調 和 し た 景 観 形 成
を 図 る と と も に 、本 市 の 観 光 都 市 と し て の 魅 力 を 伝 え る た め の 設
備 導 入 も 検 討 し ま す 。  

・ 景 観 形 成 重 点 地 区（ 城 下 町 地 区 ）を 歴 史 ・ 文 化 拠 点 と し て 位 置 づ
け 、歴 史 的 な 城 下 町 を も つ ま ち と し て の 個 性 を 活 か し な が ら 、観
光 都 市 を め ざ す と と も に 、活 気 や に ぎ わ い の あ る 景 観 の 創 出 を 図
り ま す 。  

 

６）産業環境の方針 

・工 業 に つ い て は 、工 場 の 新 設 等 に 対 す る 奨 励 金 を 継 続 し 、事 業 者
の 積 極 的 な 経 営 を 支 援 す る と と も に 、商 業 に つ い て は 、商 工 会 等
と 連 携 し 、 商 店 街 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み を 支 援 し ま す 。  

・農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 に よ り 、新 た な 農 業 の 担 い 手 と な り う る
⻘ 年 就 農 者 を 支 援 す る と と も に 、農 地 中 間 管 理 事 業 に よ り 、担 い
手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 を す す め ま す 。  

・外 国 人 観 光 客 受 け 入 れ の た め 、多 ⾔ 語 対 応 の パ ン フ レ ッ ト・ 案 内
看 板 を 作 成 し 、多 様 な 人 々 に 様 々 な 方 法 で 効 率 的 な 情 報 発 信 を 行
い 、 観 光 客 の 増 加 を 図 り ま す 。  
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・ 各 関 連 施 策 ・ 施 設 や 制 度 の 活 用 を 図 り な が ら 、郡 山 城 跡 、城 下 町
等 の 貴 重 な 地 域 資 源 の 存 在 価 値 を 高 め 、そ の 維 持・保 全 を 図 る と
と も に 、観 光 地 と し て の 認 知 度 を 上 昇 さ せ る た め の 情 報 発 信 を 行
い 、観 光 資 源 と し て 活 用 し 、地 域 の 振 興 に つ な げ ま す 。ま た 、平
城 京 羅 城 門 跡 公 園 周 辺 も 、歴 史・文 化 拠 点 と し て 位 置 づ け 、維 持・
保 全 を 図 る と と も に 、歴 史 的 価 値 や 認 知 度 の 向 上 に よ り 、地 域 の
振 興 を 行 い ま す 。  

・市 内 外 に 対 し 、様 々 な 広 報 媒 体 や SNS 等 に よ る 情 報 発 信 を 行 い 、
町 家 物 語 館 ・ 箱 本 館 「 紺 屋 」・ 箱 本 物 語 館 等 の 観 光 資 源 を 活 か し
た 観 光 振 興 に 努 め ま す 。 ま た 、 市 ⺠ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 と 協 働 し 、
市 ⺠ の 中 に ふ る さ と へ の 誇 り と 愛 着 を 醸 成 す る こ と で 、地 域 の 活
性 化 に つ な げ て い き ま す 。  

 

７）住環境・その他の都市整備の方針 

・空 き 家 に つ い て 、消 防 団 に よ る 調 査 の 結 果 、管 理 不 全 と さ れ た 物
件 を 定 期 的 に 巡 回 し 、状 況 が 悪 化 し て い る 空 き 家 の 所 有 者 に 対 し 、
指 導 、 勧 告 を 行 い ま す 。  

・良 好 な 住 宅 ス ト ッ ク を 確 保 す る と と も に 、市 営 住 宅 の バ リ ア フ リ ー
化 の 推 進 、外 壁 等 改 修 工 事 に よ り 、⻑ 寿 命 化 を 図 り 、入 居 者 が 安 心・
快 適 に 暮 ら す こ と が で き る 住 環 境 の 提 供 に 努 め ま す 。  

・既 存 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 助 成 を 行 い 、建 築 物 の 耐 震 診 断・改 修 等
に 対 す る 補 助 や 知 識 ・ 情 報 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。  

・市 内 小 中 学 校 等 と 連 携 し な が ら 、学 校 体 育 施 設 開 放 事 業 を 推 進 す
る と と も に 、老 朽 化 し つ つ あ る ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 や 、県 ・ 他 市
町 村 ・ NPO 法 人 等 と 相 互 連 携 し な が ら ス ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用
を 図 り ま す 。  

・よ り 高 い 水 準 の 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 の た め 、施 設 の 統 廃 合 の 検 討
を す す め ま す 。  

・災 害 時 の 防 災 拠 点 の 機 能 強 化 の た め 、市 庁 舎 を 建 て 替 え 、災 害 対
策 本 部 の 充 実 を 図 り ま す 。ま た 、現 庁 舎 の モ ダ ン な 雰 囲 気 を 取 り
入 れ つ つ 、城 下 町 の 町 家 を イ メ ー ジ で き 、大 和 郡 山 ら し さ を 意 識
し た 庁 舎 と し て 整 備 し ま す 。  
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・ ご み の 減 量 化 と 再 資 源 化 が 普 及 す る よ う 、広 報 紙「 つ な が り 」や
ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、環 境 に や さ し い 生 活 を 実 践 で き る よ う
啓 発 活 動 を 行 い ま す 。  

・ 上 下 水 道 事 業 審 議 会 を 開 催 し 、水 道 事 業 の 健 全 経 営 を す す め る と と
も に 、 施 設 整 備 ・ 維 持 管 理 に つ い て ⺠ 間 委 託 の 導 入 を 検 討 し ま す 。 

・医 療 と 介 護 の 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、必 要 な 支 援 を 受 け
て 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、医 療 と 介 護 の 関 係 者 が 連 携
を 強 化 す る た め の 体 制 を 拡 充 し ま す 。  

・ 認 知 症 の 人 が 安 心 し て 集 う こ と の で き る 居 場 所 や 地 域 の 見 守 り
の 拠 点 と し て 、多 様 な 主 体 に よ る 認 知 症 カ フ ェ の 設 置 等 を 推 進 し 、
住 み 慣 れ た 地 域 の 中 で 尊 厳 が 守 ら れ 、自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る こ
と が で き る ま ち づ く り を す す め ま す 。  

・大 和 郡 山 市 福 祉 ゾ ー ン 整 備 審 議 会 を 継 続 し て 開 催 し 、本 市 の 福 祉
ゾ ー ン と し て の 必 要 な 機 能 、 整 備 方 針 の 検 討 を す す め ま す 。  

・防 犯 カ メ ラ 設 置 補 助 金 制 度 を 継 続 し 、よ り 多 く の 自 治 会 に 防 犯 カ
メ ラ の 設 置 を 促 す と と も に 、耐 用 年 数 経 過 後 の 買 い 替 え に も 対 応
で き る よ う 努 め ま す 。  

 

８）防災・減災の方針 

・ JR 郡 山 駅 、 近 鉄 郡 山 駅 を 中 心 と す る 既 成 市 街 地 に つ い て は 、 建 て
替 え の 促 進 や 道 路 等 の 都 市 基 盤 施 設 の 整 備 に よ り 、 災 害 が 発 生 し
た 際 に 適 切 な 対 応 が 可 能 で あ る 防 災 機 能 の 向 上 を 図 り ま す 。  

・自 助 、共 助 の 取 り 組 み を す す め て い く た め 、自 主 防 災 組 織 が 結 成
さ れ て い な い 自 治 会 に は 、防 災 組 織 の 結 成 を 促 し 、活 動 が 停 滞 し
て い る 自 治 会 へ は 、避 難 計 画 の 作 成 や 災 害 用 品 の 備 蓄 等 、防 災 活
動 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  
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【北地区のまちづくりの方針図】 
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３.中央地区のまちづくり 

（１）中央地区の概況と課題 

１）中央地区の概況 

・ 市 の 中 央 部 に 位 置 す る 本 地
区 は 、 全 域 が 市 街 化 調 整 区
域 と な っ て お り 、 農 地 が 広
が り 、 金 魚 池 が 点 在 し て い
ま す 。  

・ 集 落 と 農 地 、 金 魚 池 が 広 が
る 、 う る お い の あ る 景 観 が
形 成 さ れ て い ま す 。  

・ 地 区 内 東 部 を 南 北 の 幹 線 道
路 で あ る ( 都 ) 藺 町 線 が 通 っ
て い ま す 。  

・ リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 中 間 駅 誘 致 を め ざ す エ リ ア が 存 在 し ま す 。  

 

２）住民意向 

①住民アンケート調査結果 

  中 央 地 区 に お け る 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で の 主 な 意 見 は 以
下 の 通 り で す 。  

設問の内容 主な意見 

定住意向 

中 央 地 区 の 定 住 意 向 は 、市 全 体 の 70.4％ に 対
し て 、 78.1％ と 高 く な っ て い ま す 。  

移 住 し た い 理 由 と し て は 、「 買 い 物 や 医 療 等
の 日 常 生 活 が 不 便 」「 道 路 や 公 園 等 の 生 活 環
境 が 悪 い 」「 公 共 交 通 が 不 便 」と い う 意 見 が 多
く な っ て い ま す 。  

重点改善項目  
満 足 度 が 低 く 、 重 要 度 が 高 い 項 目 と し て は 、
「 生 活 道 路 の 整 備 状 況 」「 歩 道・自 転 ⾞ 道 や 自
転 ⾞ 通 行 帯 の 整 備 状 況 」と い う 意 見 が 多 く な
っ て い ま す 。  

【中央地区位置図】 
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設問の内容 主な意見 

将来イメージ  

「 こ う な っ て ほ し い と 思 う 将 来 の 大 和 郡 山
市 の イ メ ー ジ 」と し て は 、「 交 通 の 便 の 良 い ま
ち 」「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 充 実 し た ま ち 」「 身
近 な 道 路 や 公 園 等 生 活 環 境 が 整 っ た 便 利 な
ま ち 」 と い う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  

②地区別懇話会による意見 

中 央 地 区 に お け る 地 区 別 懇 話 会 で の 主 な 意 見 は 、以 下 の 通 り で す 。 

項目 主な意見 

まちづくりの 

テーマ 

「 ず っ と 住 み た い ！ 笑 顔 イ キ イ キ わ た し た
ち の ま ち 」  

残したいもの 

・ 金 魚 池  
・ 城 下 町 の 雰 囲 気  
・ 地 域 の 行 事  

創りたいもの 

・ コミュニティバスの充実（買い物・通院難⺠） 
・ 小 さ く て も 遊 具 あ る と こ ろ  
・ 地 域 包 括 セ ン タ ー の 新 設 と 利 用 改 善  
・ 防 災 に 強 い ま ち  
・ 子 ど も ・ 高 齢 者 の 居 場 所  
・ 生 活 の 悩 み  気 軽 に 相 談 出 来 る 場（ 大 人 も

子 供 も ）  
・ 市 ⺠ の 交 流 の 場  

改善したいもの 

・ 旭 ヶ 丘 の 道 路 幅 が 狭 い  
・ 九 条 駅 東 側 の 周 辺 整 備  
・ デ マ ン ド タ ク シ ー の 導 入  
・ 地 域 で 利 用 す る 商 業 施 設 等  
・ 公 園 設 備 の 改 善  高 齢 者 が 利 用 で き る よ う に 

 

  

※ 中 央 地 区 と 北 地 区 は 合 同 で 開 催 し た た め 、同 じ 意 見 と な っ て い ま す 。 
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３）中央地区の課題 

①安全で安心して暮らせる住環境の形成 

既 存 集 落 に お い て は 狭 隘 な 道 路 等 が 多 く 、災 害 発 生 時 の 被 害 が
大 き く な る こ と が 想 定 さ れ る た め 、道 路 の 整 備 を 行 う な ど 、安 全
で 安 心 し て 暮 ら せ る 住 環 境 の 形 成 が 必 要 で す 。  

②田園景観や金魚池等の地域固有の資源の保全 

地 区 全 域 に 拡 が る 集 落 、田 園 や 、地 域 固 有 の 資 源 で あ る 金 魚 池
か ら 構 成 さ れ る 貴 重 な 景 観 を 保 全 し て い く こ と が 必 要 で す 。ま た 、
建 物 、広 告 物 、看 板 等 に つ い て 、本 地 区 の 地 域 資 源 と も な っ て い
る 田 園 景 観 を 阻 害 し な い よ う に 配 慮 す る こ と が 必 要 で す 。  

③水辺を活かしたネットワークの構築 

地 区 の 東 を 流 れ る 佐 保 川 に お い て 、 親 水 護 岸 整 備 等 の 災 害 対 策
を 行 う と と も に 、緑 地 等 の 親 水 空 間 を 整 備 し 、地 区 内 の 農 地 、金 魚
池 等 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る こ と が 必 要 で す 。  

 

（２）中央地区のまちづくりのテーマ  

田園環境と住環境の維持・向上とともに、 
地域資源や地域特性を磨き、魅力を感じられるまちづくり 

集 落 や 農 地 が 豊 か な 田 園 環 境 を つ く り 、 地 域 資 源 で あ る 金
魚 池 が 広 が る う る お い の あ る 景 観 が 形 成 さ れ て お り 、 リ ニ ア
中 央 新 幹 線 の 中 間 駅 設 置 が 期 待 さ れ る 地 区 で す 。 リ ニ ア 構 想
の 具 体 化 を 受 け た 時 点 に お け る 適 切 な 土 地 利 用 の 検 討 を す す
め る と と も に 、狭 隘 な 道 路 の 拡 幅 整 備 を 行 う な ど 、安 全 で 安 心
し て 暮 ら せ る 住 環 境 の 形 成 を 図 り 、 金 魚 池 や 佐 保 川 等 の 水 辺
景 観 や 心 安 ら ぐ 自 然 景 観 を 活 か し 、 魅 力 を 感 じ ら れ る ま ち づ
く り を め ざ し ま す 。  
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（３）中央地区のまちづくりの方針 

１）土地利用の方針 

・郡 山 ⻘ 藍 病 院 が 立 地 す る 医 療 拠 点 に つ い て は 、既 存 の 医 療 施 設 を
活 か し 、持 続 可 能 な 都 市 構 造 を め ざ す と と も に 、高 齢 化 社 会 に 備
え る た め の 医 療 環 境 の 充 実 を め ざ し ま す 。  

・大 和 郡 山 消 防 署 や 郡 山 警 察 署 等 が 立 地 す る エ リ ア は 、本 地 区 の 顔
と な る 地 域 拠 点 と し て 、リ ニ ア 中 間 駅 ゾ ー ン に お け る に ぎ わ い の
創 出 も 視 野 に 入 れ た 取 り 組 み の 検 討 を 行 い ま す 。な お 、市 内 へ の
リ ニ ア 中 間 駅 誘 致 に つ い て は 、活 動 状 況 を 広 く 市 ⺠ 、お よ び 賛 同
他 市 の 住 ⺠ へ 広 報 し ま す 。  

・ 田 園 地 帯 に 現 存 す る 集 落 に つ い て は 、 農 業 ・ 集 落 エ リ ア 、 公 園 ・
緑 地 エ リ ア 等 を 中 心 に 、自 然 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持・向 上 と
緑 の 保 全 ・ 活 用 を 図 り ま す 。ま た 、ま と ま っ た 良 好 な 農 地 は 都 市
に あ る べ き も の と し て 、農 業 の 支 援 を 行 う と と も に 、多 様 産 業 エ
リ ア と し て 位 置 づ け 、将 来 的 に 持 続 性 の あ る 農 業 振 興 を 図 り ま す 。 

・農 業・集 落 エ リ ア に つ い て は 、豊 か な 自 然 と 良 好 な 農 地 が 広 が っ
て い る こ と か ら 、自 然 環 境 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持・向 上 お よ
び 自 然 環 境 等 と 共 生 し た 集 落 環 境 整 備 を 行 い ま す 。  

  

中 央 地 区 地 域 拠 点 周 辺  
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・ 地 域 の 農 業 は 、 農 産 品 を 産 出 す る だ け で な く 、 田 園 景 観 の 形 成 、
身 近 な う る お い を 形 成 す る も の で あ る こ と か ら 、ま ち の 魅 力 向 上
に 資 す る 重 要 な 資 源 と し て そ の 保 護・育 成 を 図 る よ う 土 地 利 用 の
保 全 等 を 図 り ま す 。  

・(都 )大 和 中 央 道 等 の 地 域 幹 線 道 路 沿 道 で は 、地 域 の 持 続 性 の 観 点 か
ら 、 交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を 許 容 す る 検 討 を す す め
ま す 。  

 

２）道路・交通施設整備の方針 

・市 内 の 狭 隘 道 路 に お い て は 、安 全・ 安 心 で 快 適 な 道 路 空 間 を 創 出
す る た め に 安 全 対 策 を 行 う と と も に 、地 域 の 特 性 に 応 じ た 道 路 環
境 整 備 を 行 う こ と で 、安 心 し て 暮 ら せ る 住 環 境 の 形 成 を 図 り ま す 。 

・生 活 の 場 に お け る 利 便 性 及 び 安 全 性 の 向 上 の た め 、⾞ の み な ら ず 歩
行 者 や 自 転 ⾞ 等 「 人 」 に 着 目 し た 道 路 改 善 に も 努 め ま す 。  

・外 出 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、居 住 す る 地 域 内 で の 無 償 送 迎
を 行 う と と も に 、 地 域 で の 運 用 方 法 に つ い て も 検 討 し ま す 。  

・通 学 路 等 の 要 対 策 箇 所 に お い て 、歩 道 設 置 等 の 交 通 安 全 対 策 工 事
を 実 施 し 、 歩 行 者 の 安 全 確 保 に 努 め ま す 。  

・ 渋 滞 の 緩 和 と 通 勤 ・ 通 学 時 の 安 全 確 保 、観 光 利 用 へ の 活 用 等 、地
域 に 適 し た 安 全 ・ 安 心 で 快 適 な 道 路 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。  

・ 橋 梁 の 劣 化 の 程 度 に 応 じ て 、 順 次 補 修 工 事 を 実 施 す る と と も に 、
橋 梁 の 点 検 結 果 に 応 じ て 、橋 梁 ⻑ 寿 命 化 計 画 の 見 直 し を 行 い 、補
修 工 事 を 適 切 に す す め ま す 。  

 

３）公園・緑地整備の方針 

・金 魚 池 エ リ ア で は 、本 市 の 地 場 産 業 の 一 つ で あ る 金 魚 を 生 産 す る
と と も に 、た め 池 や 河 川 等 と 特 徴 的 な 水 辺 空 間 を 形 成 し て い ま す 。
ま た 、水 辺 空 間 と 公 園 等 の 緑 と の 連 携 を 図 る こ と で 、親 し み や す
さ を 創 出 し 、 魅 力 的 な 景 観 を 形 成 し ま す 。  
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４）河川・下水道整備の方針 

・佐 保 川 周 辺 で は 、親 水 空 間 や 緑 道 の 整 備 等 に よ り 、各 地 の 公 園 や
丘 陵 地 エ リ ア 、金 魚 池 等 の 水 辺 空 間 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、水 や 緑
が 調 和 し た 連 携 軸 を 形 成 し ま す 。  

・下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 道 路 陥 没 等 の 事 故 を 防 止 す る た め 、ス
ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 を 策 定 し て 費 用 の 平 準 化 を 行 い 、単 年 度
で の 費 用 負 担 を 減 ら し 、 ⻑ 寿 命 化 対 策 を 推 進 し ま す 。  

・「 大 和 郡 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 処 理 可 能 区 域 で 下
水 道 に 未 接 続 の 住 宅 に 対 し て 、 下 水 道 接 続 を 促 し ま す 。  

・下 水 道 に つ い て は 、公 共 下 水 道 の 効 率 的 な 整 備 や 普 及 率 の 向 上 を
図 る と と も に 、上 水 道 等 の 生 活 用 水 の 供 給 や 、家 庭 か ら の 生 活 排
水 排 除 対 策 等 、 生 活 環 境 の 保 全 を 図 り ま す 。  

・治 水 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め る と と も に 、雨 水 排 除 対 策 と し
て 、雨 水 貯 留 タ ン ク 設 置 に つ い て 啓 発 し 、今 後 も 補 助 支 援 を 実 施
し ま す 。  

 

５）景観形成の方針 

・ (都 )藺 町 線 沿 道 は 、歴 史 的 ・ 文 化 的 な 建 築 物 ・ 道 路 構 造 物 等 を 保
存・修 復 し つ つ 、景 観 資 源 と し て 利 活 用 で き る よ う な 計 画 的 な 土
地 利 用 を す す め ま す 。  

・ (都 )藺 町 線 沿 道 に お い て は 、奈 良 県 屋 外 広 告 物 条 例 に 基 づ き 、景
観 保 全 型 広 告 整 備 地 区 制 度 を 活 用 し 、周 辺 環 境 と 調 和 し た 景 観 形
成 を 図 る と と も に 、金 魚 等 本 市 の 地 域 資 源 の 魅 力 を 伝 え る た め の
設 備 導 入 も 検 討 し ま す 。  

 

６）産業環境の方針 

・工 業 に つ い て は 、工 場 の 新 設 等 に 対 す る 奨 励 金 を 継 続 し 、事 業 者
の 積 極 的 な 経 営 を 支 援 す る と と も に 、商 業 に つ い て は 、商 工 会 等
と 連 携 し 、 商 店 街 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み を 支 援 し ま す 。  

・農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 に よ り 、新 た な 農 業 の 担 い 手 と な り う る
⻘ 年 就 農 者 を 支 援 す る と と も に 、農 地 中 間 管 理 事 業 に よ り 、担 い
手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 を す す め ま す 。  



77 

７）住環境・その他の都市整備の方針 

・空 き 家 に つ い て 、消 防 団 に よ る 調 査 の 結 果 、管 理 不 全 と さ れ た 物
件 を 定 期 的 に 巡 回 し 、状 況 が 悪 化 し て い る 空 き 家 の 所 有 者 に 対 し 、
指 導 、 勧 告 を 行 い ま す 。  

・既 存 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 助 成 を 行 い 、建 築 物 の 耐 震 診 断・改 修 等
に 対 す る 補 助 や 知 識 ・ 情 報 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。  

・よ り 高 い 水 準 の 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 の た め 、施 設 の 統 廃 合 の 検 討
を す す め ま す 。  

・市 内 小 中 学 校 等 と 連 携 し な が ら 、学 校 体 育 施 設 開 放 事 業 を 推 進 す
る と と も に 、老 朽 化 し つ つ あ る ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 や 、県 ・ 他 市
町 村 ・ NPO 法 人 等 と 相 互 連 携 し な が ら ス ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用
を 図 り ま す 。  

・ ご み の 減 量 化 と 再 資 源 化 が 普 及 す る よ う 、広 報 紙「 つ な が り 」や
ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、環 境 に や さ し い 生 活 を 実 践 で き る よ う
啓 発 活 動 を 行 い ま す 。  

・し 尿 処 理 施 設 の 処 理 工 程 を 検 討 し 、今 後 も 安 定 し た 施 設 の 運 営 を
継 続 し ま す 。  

・上 下 水 道 事 業 審 議 会 を 開 催 し 、水 道 事 業 の 健 全 経 営 を す す め る と
と も に 、施 設 整 備・維 持 管 理 に つ い て ⺠ 間 委 託 の 導 入 を 検 討 し ま
す 。  

・医 療 と 介 護 の 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、必 要 な 支 援 を 受 け
て 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、医 療 と 介 護 の 関 係 者 が 連 携
を 強 化 す る た め の 体 制 を 拡 充 し ま す 。  

・ 認 知 症 の 人 が 安 心 し て 集 う こ と の で き る 居 場 所 や 地 域 の 見 守 り
の 拠 点 と し て 、多 様 な 主 体 に よ る 認 知 症 カ フ ェ の 設 置 等 を 推 進 し 、
住 み 慣 れ た 地 域 の 中 で 尊 厳 が 守 ら れ 、自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る こ
と が で き る ま ち づ く り を す す め ま す 。  

・防 犯 カ メ ラ 設 置 補 助 金 制 度 を 継 続 し 、よ り 多 く の 自 治 会 に 防 犯 カ
メ ラ の 設 置 を 促 す と と も に 、耐 用 年 数 経 過 後 の 買 い 替 え に も 対 応
で き る よ う 努 め ま す 。  
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８）防災・減災の方針 

・ (都 )藺 町 線 沿 道 に は 、大 和 郡 山 消 防 署 、郡 山 警 察 署 が 立 地 し て お
り 、防 犯 ・ 防 災 機 能 を 果 た す 地 域 拠 点 と し て 、奈 良 県 と と も に 連
携 し て い き ま す 。  

・大 和 郡 山 市 防 災 セ ン タ ー 等 、劣 化・老 朽 化 が 進 み 改 修・修 繕 の 実 施
が 望 ま れ る 施 設 の 安 全 性 を 高 め る と と も に 、 市 ⺠ ニ ー ズ に 合 わ せ
た 施 設 保 有 量 の 最 適 化 を す す め 、 地 区 の 強 靱 化 を 図 り ま す 。  

・自 助 、共 助 の 取 り 組 み を す す め て い く た め 、自 主 防 災 組 織 が 結 成
さ れ て い な い 自 治 会 に は 、防 災 組 織 の 結 成 を 促 し 、活 動 が 停 滞 し
て い る 自 治 会 へ は 、避 難 計 画 の 作 成 や 災 害 用 品 の 備 蓄 等 、防 災 活
動 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  
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【中央地区のまちづくりの方針図】 
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４.東地区のまちづくり 

（ １）東地区の概況と課題  

１）東地区の概況 

・ ほ ぼ 全 域 が 市 街 化 調 整 区 域 で
あ り 、 農 用 地 の 中 に 既 存 集 落
が 点 在 し て い ま す 。  

・ 地 区 の 北 部 に は 団 地 や 大 規 模
な 工 場 が 立 地 し て い ま す 。 ま
た 、 奈 良 市 と の 行 政 界 付 近 に
は 、 大 型 商 業 施 設 が 立 地 し て
い ま す 。  

・地 区 の 中 央 を 南 北 に 国 道 24 号
が 、 南 端 を 東 ⻄ に ⻄ 名 阪 自 動
⾞ 道 が 通 っ て お り 、 京 奈 和 自 動 ⾞ 道 が 整 備 中 で す 。  

・地 区 に 複 数 存 在 す る 、周 囲 に 堀 を 巡 ら せ た 環 濠 集 落 は 、地 域 固 有
の 資 源 と な っ て い ま す 。  

 

２）住民意向 

①住民アンケート調査結果 

東 地 区 に お け る 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で の 主 な 意 見 は 以 下
の 通 り で す 。  

設問の内容 主な意見 

定住意向 

東 地 区 の 定 住 意 向 は 、市 全 体 の 70.4％ に 対 し
て 、 57.9％ と 低 く な っ て い ま す 。  
移 住 し た い 理 由 と し て は 、「 公 共 交 通 が 不 便 」
「 買 物 や 医 療 等 の 日 常 生 活 が 不 便 」と い う 意
見 が 多 く な っ て い ま す 。  

重点改善項目  
満 足 度 が 低 く 、 重 要 度 が 高 い 項 目 と し て は 、
「 生 活 道 路 の 整 備 状 況 」「 歩 道・自 転 ⾞ 道 や 自
転 ⾞ 通 行 帯 の 整 備 状 況 」「 洪 水 や 火 災 等 の 災 害
対 策 」 と い う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  

【東地区位置図】 
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設問の内容 主な意見 

将来イメージ  

「 こ う な っ て ほ し い と 思 う 将 来 の 大 和 郡 山 市
の イ メ ー ジ 」と し て は 、「 交 通 の 便 の 良 い ま ち 」
「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 充 実 し た ま ち 」「 地 震 ・
洪 水 等 の 災 害 に 強 い ま ち 」 と い う 意 見 が 多 く
な っ て い ま す 。  

②地区別懇話会による意見 

東地区におけ る地区別 懇話会での 主な意 見は、以下の 通りです 。  

項目 主な意見 

まちづくりの 

テーマ 

「 平 和 地 区 の み ん な が 自 然 と 共 に 安 心 ・ 安 全
に 暮 ら せ る ま ち 」  

「 安 全 ・ 便 利 で 住 み た く な る ま ち 」  
「 歴史文化を感じながら支え合いのできるまち」 

残したいもの 

・稗 田 賣 太 神 社 の 環 濠 集 落 の 保 存 や 田 園 の 景
色 等 、 歴 史 資 源 や 地 域 固 有 の 資 源 の 保 存  

・ 自 治 会 の つ な が り や 地 域 交 流 の 場 と い っ
た 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持  

・既 存 の 商 業 施 設 や コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の
維 持  

創りたいもの 

・歩 行 者 に 配 慮 し た 道 路 の 整 備 や カ ー ブ ミ ラ
ー の 設 置  

・ 散 歩 時 に 利 用 で き る 公 園 等 へ の ベ ン チ の 設
置  

・災 害 時 の 避 難 所 へ 移 動 す る 手 段 や 避 難 す る
た め の 情 報  

改善したいもの 

・ 歩 行 者 や 自 転 ⾞ に 配 慮 し た 道 路 整 備  
・ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 利 便 性 向 上  
・ 平 和 南 団 地 等 の 空 家 対 策  
・ 河 川 の 整 備 や 川 底 の 掘 削  

 

３）東地区の課題 

①計画的な土地利用の推進 

地 区 の ほ と ん ど が 市 街 化 調 整 区 域 に 指 定 さ れ て い ま す が 、住 宅 、
工 場 、商 業 施 設 等 の 立 地 が 進 行 し て い ま す 。住 環 境 、田 園 環 境 を
保 全 し つ つ 、国 道 24、25 号 や 県 道 木 津 横 田 線 等 の 沿 道 に お い て 、
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地 域 の 持 続 性 の 観 点 か ら 、交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を
許 容 す る な ど 計 画 的 な 土 地 利 用 を 行 う こ と が 必 要 で す 。  

②誰もが安全で安心して生活できる住環境の形成 

こ れ か ら も 住 み や す い ま ち づ く り を め ざ し 、歩 道 、自 転 ⾞ 道 の
整 備 や 、駅 ま で の 公 共 交 通 の 整 備 等 、誰 も が 安 全 で 安 心 し て 利 用
で き る 交 通 環 境 の 整 備 が 必 要 で す 。既 存 集 落 に お い て は 、狭 隘 な
道 路 等 が 多 く 、災 害 発 生 時 の 被 害 が 大 き く な る こ と が 想 定 さ れ る
た め 、安 心 し て 暮 ら せ る 住 環 境 の 形 成 が 必 要 で す 。ま た 、災 害 発
生 前 か ら 情 報 共 有 を 行 う こ と の で き る 環 境 を つ く り 、誰 も が 安 全
で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り を 行 う こ と が 必 要 で す 。  

③美しい田園環境・景観の保全 

建 物 、広 告 物 、看 板 等 に つ い て 、本 地 区 の 地 域 資 源 と も な っ て
い る 田 園 や 環 濠 集 落 の 景 観 を 阻 害 し な い よ う に 配 慮 す る こ と が
必 要 で す 。  

 

（ ２）東地区のまちづくりのテーマ  

豊かな歴史や自然環境の保全とともに、広域交通の 
利便性を活かした新たな活力を創出するまちづくり 

地 域 資 源 で あ る 環 濠 集 落 が 残 り 、豊 か な 田 園 環 境 の 中 に 、幹
線 道 路 沿 道 を 中 心 に 工 場 や 商 業 施 設 等 が 立 地 す る 地 区 で す 。
良 好 な 農 村 集 落 を 活 か し た 農 業 振 興 を 図 る と と も に 、 生 活 環
境 の 維 持・向 上 を 図 り 、広 域 交 通 の 利 便 性 を 活 か し た 多 様 な 産
業 が 共 存 し 、新 た な 活 力 を 生 み 出 す ま ち づ く り を め ざ し ま す 。 

 

 

（３）東地区のまちづくりの方針 

１）土地利用の方針 

・地 域 拠 点 で あ る 平 和 支 所 周 辺 や 治 道 支 所 周 辺 で は 、本 地 区 の 魅 力
の 共 有・発 信 に 関 す る 効 果 的 な 取 り 組 み 検 討 を す す め る な ど 、市
の 顔 で あ る 中 心 拠 点 や 他 地 区 の 地 域 拠 点 と 連 携 を 図 り 、広 域 的 な
ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 図 り ま す 。  
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・新 興 住 宅 団 地 や 、田 園 地 帯 に 現 存 す る 集 落 に つ い て は 、緑 に 恵 ま れ
た 自 然 環 境 や 良 好 な 農 地 の 保 全・活 用 と 居 住 環 境 の 維 持・向 上 を 図
り 、調 和 し た ま ち づ く り を め ざ す と と も に 、土 地 利 用 の 保 全 等 を 図
り ま す 。ま た 、ま と ま っ た 良 好 な 農 地 は 都 市 に あ る べ き も の と し て 、
農 業 の 支 援 を 行 う と と も に 、多 様 産 業 エ リ ア と し て 位 置 づ け 、将 来
的 に 持 続 性 の あ る 農 業 振 興 を 図 り ま す 。  

・農 業・集 落 エ リ ア に つ い て は 、豊 か な 自 然 と 良 好 な 農 地 が 広 が っ
て い る こ と か ら 、自 然 環 境 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持・向 上 お よ
び 自 然 環 境 等 と 共 生 し た 集 落 環 境 整 備 を 行 い ま す 。  

・ 国 道 24 号 、県 道 木 津 横 田 線 沿 線 等 の 地 域 幹 線 道 路 沿 道 で は 、地 域
の 持 続 性 の 観 点 か ら 、交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を 許 容
す る 検 討 を す す め ま す 。ま た 、県 道 木 津 横 田 線 沿 線 を 産 業・雇 用 創
出 エ リ ア と し て 位 置 づ け 、 企 業 や 工 場 の 誘 致 に よ り 産 業 振 興 を 図
り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）道路・交通施設整備の方針 

・京 奈 和 自 動 ⾞ 道 に つ い て は 、早 期 整 備 に 向 け 、関 係 機 関 へ 働 き か
け を 行 い ま す 。ま た 、国 道 24 号 、25 号 、県 道 木 津 横 田 線 等 の 地
域 の 主 軸 と な る 道 路 に つ い て は 、道 路 網 を 体 系 的 に 整 理 し 、広 域
的 な 連 携 、 地 域 の 主 軸 と な る 道 路 、 地 域 の 特 色 を 活 か せ る 道 路 、
地 域 内 の 交 通 に 資 す る 道 路 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し ま す 。  

国 道 24 号  
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・ 近 年 頻 発 す る 災 害 に 備 え 、 郡 山 消 防 本 部 等 の 防 災 拠 点 と 東 部 新 市
街 地 を 連 絡 す る 機 能 を 有 す る 伊 豆 七 条 高 野 線 等 の 路 線 整 備 を 推 進
し 、 安 全 で 安 心 な 移 動 が で き る 交 通 環 境 を つ く り ま す 。  

・生 活 の 場 に お け る 利 便 性 及 び 安 全 性 の 向 上 の た め 、⾞ の み な ら ず 歩
行 者 や 自 転 ⾞ 等 「 人 」 に 着 目 し た 道 路 改 善 に も 努 め ま す 。  

・外 出 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、居 住 す る 地 域 内 で の 無 償 送 迎
を 行 う と と も に 、 地 域 で の 運 用 方 法 に つ い て も 検 討 し ま す 。  

・通 学 路 等 の 要 対 策 箇 所 に お い て 、歩 道 設 置 等 の 交 通 安 全 対 策 工 事
を 実 施 し 、 歩 行 者 の 安 全 確 保 に 努 め ま す 。  

・地 区 内 北 部 は 、景 観 形 成 重 点 地 区 の 城 下 町 地 区 と 環 濠 集 落 地 区 の
地 域 資 源 を 向 上 さ せ 、多 様 な 交 流 の 創 出 を 図 り 、交 流 拠 点 と し て
の に ぎ わ い 形 成 を め ざ す と と も に 、交 通 渋 滞 や 騒 音 等 へ の 配 慮 を
行 い 、 田 園 景 観 が 広 が る 農 業 ・ 集 落 エ リ ア と の 調 和 を 図 り ま す 。 

・ 橋 梁 の 劣 化 の 程 度 に 応 じ て 、 順 次 補 修 工 事 を 実 施 す る と と も に 、
橋 梁 の 点 検 結 果 に 応 じ て 、橋 梁 ⻑ 寿 命 化 計 画 の 見 直 し を 行 い 、補
修 工 事 を 適 切 に す す め ま す 。  

 

３）公園・緑地整備の方針 

・各 地 の 公 園 と 、河 川 や 金 魚 池 、環 濠 集 落 等 の 水 辺 空 間 を 有 機 的 に
ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、 水 と 緑 の 連 携 軸 を 構 築 し ま す 。  

 

４）河川・下水道整備の方針 

・ 佐 保 川 、地 蔵 院 川 周 辺 で は 、親 水 空 間 や 緑 道 の 整 備 等 に よ り 、各
地 の 公 園 や 丘 陵 地 エ リ ア 、金 魚 池 等 の 水 辺 空 間 を ネ ッ ト ワ ー ク 化
し 、 水 や 緑 が 調 和 し た 連 携 軸 を 形 成 し ま す 。  

・下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 道 路 陥 没 等 の 事 故 を 防 止 す る た め 、ス
ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 を 策 定 し て 費 用 の 平 準 化 を 行 い 、単 年 度
で の 費 用 負 担 を 減 ら し 、 ⻑ 寿 命 化 対 策 を 推 進 し ま す 。  

・「 大 和 郡 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 処 理 可 能 区 域 で 下
水 道 に 未 接 続 の 住 宅 に 対 し て 、 下 水 道 接 続 を 促 し ま す 。  
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・下 水 道 に つ い て は 、公 共 下 水 道 の 効 率 的 な 整 備 や 普 及 率 の 向 上 を
図 る と と も に 、上 水 道 等 の 生 活 用 水 の 供 給 や 、家 庭 か ら の 生 活 排
水 排 除 対 策 等 、 生 活 環 境 の 保 全 を 図 り ま す 。  

・治 水 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め る と と も に 、雨 水 排 除 対 策 と し
て 、雨 水 貯 留 タ ン ク 設 置 に つ い て 啓 発 し 、今 後 も 補 助 支 援 を 実 施
し ま す 。  

 

５）景観形成の方針 

・幹 線 道 路 沿 道 に お い て は 、奈 良 県 屋 外 広 告 物 条 例 に 基 づ き 、景 観
保 全 型 広 告 整 備 地 区 制 度 を 活 用 し 、周 辺 環 境 と 調 和 し た 景 観 形 成
を 図 る と と も に 、金 魚 等 本 市 の 地 域 資 源 の 魅 力 を 伝 え る た め の 案
内 設 備 の 導 入 も 検 討 し ま す 。  

・各 関 連 施 策・ 施 設 や 制 度 の 活 用 を 図 り な が ら 、環 濠 集 落 等 の 地 域
固 有 の 貴 重 な 歴 史 文 化 資 源 の 存 在 価 値 を 高 め 、そ の 維 持・保 存 を
図 る と と も に 、観 光 資 源 と し て 活 用 し 、地 域 の 振 興 に つ な げ ま す 。 

・東 地 区 の 特 徴 的 な 景 観 を 形 成 す る 田 園 地 帯 の 中 の 環 濠 集 落 は 、景
観 形 成 重 点 地 区（ 環 濠 集 落 地 区 ）と し て 位 置 づ け 、市 ⺠ 、事 業 者 、
行 政 等 、景 観 に 関 わ る 全 て の 人 々 が 力 を 入 れ て 取 り 組 み 、地 域 固
有 の 濠 の あ る 集 落 と 田 園 が 調 和 し た 景 観 を 守 り 、魅 力 あ る 地 域 資
源 の 保 全 ・ 活 用 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 濠 集 落  
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６）産業環境の方針 

・郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 等 の 産 業・雇 用 創 出 エ リ ア に お い て は 、
流 通 業 務 系 等 の 施 設 を 重 点 的 に 立 地 誘 導 す る と と も に 、開 発 許 可
基 準 の 規 制 緩 和 等 を 活 用 し た 新 た な 産 業 の 誘 致 を 促 進 し ま す 。  

・工 業 に つ い て は 、工 場 の 新 設 等 に 対 す る 奨 励 金 を 継 続 し 、事 業 者
の 積 極 的 な 経 営 を 支 援 す る と と も に 、商 業 に つ い て は 、商 工 会 等
と 連 携 し 、 商 店 街 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み を 支 援 し ま す 。  

・農 業 の 担 い 手 へ の 農 地 の 集 積 に よ り 地 場 産 農 業 を 普 及・推 進 す る
と と も に 、良 好 な 農 地 は 田 園 景 観 の 形 成 、身 近 な う る お い を 形 成
す る も の で あ る こ と か ら 、農 と 住 の 調 和 し た ま ち づ く り を め ざ し 、
ま ち の 魅 力 向 上 に 資 す る 重 要 な 資 源 と し て そ の 保 護・育 成 を 図 る
よ う 土 地 利 用 の 保 全 等 を 図 り ま す 。  

・農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 に よ り 、新 た な 農 業 の 担 い 手 と な り う る
⻘ 年 就 農 者 を 支 援 す る と と も に 、農 地 中 間 管 理 事 業 に よ り 、担 い
手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 を す す め ま す 。  

 

７）住環境・その他の都市整備の方針 

・空 き 家 に つ い て 、消 防 団 に よ る 調 査 の 結 果 、管 理 不 全 と さ れ た 物
件 を 定 期 的 に 巡 回 し 、状 況 が 悪 化 し て い る 空 き 家 の 所 有 者 に 対 し 、
指 導 、 勧 告 を 行 い ま す 。  

・既 存 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 助 成 を 行 い 、建 築 物 の 耐 震 診 断・改 修 等
に 対 す る 補 助 や 知 識 ・ 情 報 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。  

・市 内 小 中 学 校 等 と 連 携 し な が ら 、学 校 体 育 施 設 開 放 事 業 を 推 進 す
る と と も に 、老 朽 化 し つ つ あ る ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 や 、県 ・ 他 市
町 村 ・ NPO 法 人 等 と 相 互 連 携 し な が ら ス ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用
を 図 り ま す 。  

・よ り 高 い 水 準 の 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 の た め 、施 設 の 統 廃 合 の 検 討
を す す め ま す 。  

・ ご み の 減 量 化 と 再 資 源 化 が 普 及 す る よ う 、広 報 紙「 つ な が り 」や
ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、環 境 に や さ し い 生 活 を 実 践 で き る よ う
啓 発 活 動 を 行 い ま す 。  
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・上 下 水 道 事 業 審 議 会 を 開 催 し 、水 道 事 業 の 健 全 経 営 を す す め る と と
も に 、施 設 整 備・維 持 管 理 に つ い て ⺠ 間 委 託 の 導 入 を 検 討 し ま す 。  

・医 療 と 介 護 の 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、必 要 な 支 援 を 受 け
て 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、医 療 と 介 護 の 関 係 者 が 連 携
を 強 化 す る た め の 体 制 を 拡 充 し ま す 。  

・ 認 知 症 の 人 が 安 心 し て 集 う こ と の で き る 居 場 所 や 地 域 の 見 守 り
の 拠 点 と し て 、多 様 な 主 体 に よ る 認 知 症 カ フ ェ の 設 置 等 を 推 進 し 、
住 み 慣 れ た 地 域 の 中 で 尊 厳 が 守 ら れ 、自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る こ
と が で き る ま ち づ く り を す す め ま す 。  

・防 犯 カ メ ラ 設 置 補 助 金 制 度 を 継 続 し 、よ り 多 く の 自 治 会 に 防 犯 カ
メ ラ の 設 置 を 促 す と と も に 、耐 用 年 数 経 過 後 の 買 い 替 え に も 対 応
で き る よ う 努 め ま す 。  

 

８）防災・減災の方針 

・本 地 区 の 公 共 施 設 の 劣 化 が 進 ん で お り 、改 修・修 繕 の 実 施 が 望 ま
れ る 施 設 の 安 全 性 を 高 め る と と も に 、市 ⺠ ニ ー ズ に 合 わ せ た 施 設
保 有 量 の 最 適 化 を す す め 、 地 区 の 強 靱 化 を 図 り ま す 。  

・自 助 、共 助 の 取 り 組 み を す す め て い く た め 、自 主 防 災 組 織 が 結 成
さ れ て い な い 自 治 会 に は 、防 災 組 織 の 結 成 を 促 し 、活 動 が 停 滞 し
て い る 自 治 会 へ は 、避 難 計 画 の 作 成 や 災 害 用 品 の 備 蓄 等 、防 災 活
動 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  
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【東地区のまちづくりの方針図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



91 

５.西地区のまちづくり 

（１）西地区の概況と課題  

１）西地区の概況 

・ ⽮ 田 丘 陵 の 東 に 位 置 し 、緑 に 囲
ま れ た 良 好 な 住 宅 地 が 形 成 さ
れ て い ま す 。  

・地 区 の 東 端 に は 幹 線 道 路 で あ る
( 都 ) 大 和 中 央 道 が 南 北 に 通 っ
て い ま す 。  

・ 南 地 区 と の 境 界 に あ る JR 大 和
小 泉 駅 周 辺 に は 商 業 施 設 の 集
積 が み ら れ ま す 。  

・ ⽮ 田 寺 や 松 尾 寺 等 の 歴 史 資 源 を 有 し て い ま す 。  

・ 地 区 内 の 東 側 を 南 北 に 富 雄 川 が 流 れ て い ま す 。  

 

２）住民意向 

①住民アンケート調査結果 

⻄ 地 区 に お け る 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で の 主 な 意 見 は 以 下
の 通 り で す 。  

設問の内容 主な意見 

定住意向 

⻄ 地 区 の 定 住 意 向 は 、市 全 体 の 70.4％ に 対 し
て 、 67.0％ と 低 く な っ て い ま す 。  

移 住 し た い 理 由 と し て は 、「 通 勤・通 学 が 不 便 」
「 買 物 や 医 療 等 の 日 常 生 活 が 不 便 」「 公 共 交 通
が 不 便 」 と い う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  

重点改善項目  

満 足 度 が 低 く 、重 要 度 が 高 い 項 目 と し て は 、「 生
活 道 路 の 整 備 状 況 」「 歩 道 ・ 自 転 ⾞ 道 や 自 転 ⾞
通 行 帯 の 整 備 状 況 」「 バ ス （ 奈 良 交 通 ） の 利 便
性 」 と い う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  

【西地区位置図】 
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設問の内容 主な意見 

将来イメージ  

「 こ う な っ て ほ し い と 思 う 将 来 の 大 和 郡 山
市 の イ メ ー ジ 」と し て は 、「 交 通 の 便 の 良 い ま
ち 」「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 充 実 し た ま ち 」「 身
近 な 道 路 や 公 園 等 生 活 環 境 が 整 っ た 便 利 な
ま ち 」 と い う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  

②地区別懇話会による意見 

⻄地区におけ る地区別 懇話会での 主な意 見は、以下の 通りです 。  

項目 主な意見 

まちづくりの 

テーマ 

「安全・安心のまちづくり（高齢者・障がい者）」 

残したいもの 
・ 公 園 や 緑 地 、 空 き 地  
・ 既 存 の 住 環 境 の 維 持  

創りたいもの 

・コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス や デ マ ン ド タ ク シ ー 等 の
公 共 交 通  

・ 歴 史 資 源 に 関 す る 観 光 情 報 発 信  
・ 自 治 会 の 小 規 模 化  

改善したいもの 

・ 公 園 で 運 動 で き る 用 具 の 設 置  
・ 災 害 時 の 避 難 場 所  
・ ⽮ 田 山 通 り の 街 路 樹 剪 定 の 統 一  

 

３）西地区の課題 

①良好な住環境を形成するための都市基盤の整備  

大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 を 運 用 し 、 既 存 住 宅 地 か ら 周 辺 地 域
へ の ス プ ロ ー ル 化 を 防 止 し 、 計 画 的 な 土 地 利 用 を 行 う こ と が 必 要
で す 。ま た 、市 街 化 調 整 区 域 に お け る ( 都 )大 和 中 央 道 等 の 幹 線 道 路
沿 道 に お い て 、地 域 の 持 続 性 の 観 点 か ら 、周 辺 地 域 と 調 和 し つ つ 、
交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を 許 容 す る な ど 計 画 的 な 土 地
利 用 を 行 う こ と が 必 要 で す 。  

②良好な自然環境の保全・活用 

⽮ 田 丘 陵 や 富 雄 川 等 の 自 然 環 境 を 保 全 す る と と も に 、公 園・ 緑
地 等 の 整 備 に よ り 、 有 効 に 活 用 す る こ と が 必 要 で す 。  
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③安全で安心なまちづくりの推進 

緊 急 ⾞ 両 の 通 行 、 土 石 流 へ の 対 応 等 防 災 対 策 を 図 る と と も に 、
道 路 の 整 備 を 行 う な ど 住 環 境 の 向 上 を 図 り 、安 全 で 安 心 な ま ち づ
く り を 行 う こ と が 必 要 で す 。  

 

（２）西地区のまちづくりのテーマ  

豊かな自然や歴史資源と共存した、 
幅広い世代がゆとりを感じながら暮らせるまちづくり 

⽮ 田 丘 陵 や 富 雄 川 河 川 敷 の 桜 並 木 等 の 良 好 な 自 然 環 境 や 、⽮
田 寺 、松 尾 寺 等 の 社 寺 等 の 歴 史 的 資 源 と 共 存 し 、美 し い 田 園 風
景 の 中 に 住 宅 地 が 広 が っ て い る 地 区 で す 。大 和 郡 山 市 立 地 適 正
化 計 画 の 運 用 に よ る 、無 秩 序 な ス プ ロ ー ル 化 の 防 止 を 図 る と と
も に 、豊 か な 自 然 ・ 歴 史 資 源 と 共 存 し た 、多 世 代 が ゆ と り を 感
じ な が ら 暮 ら す こ と の で き る ま ち づ く り を め ざ し ま す 。  

 

 

（３）西地区のまちづくりの方針  

１）土地利用の方針 

・ JR 大 和 小 泉 駅 周 辺 に お い て は 、 地 域 拠 点 と し て 、 に ぎ わ い の 維
持 を 図 る と と も に 、交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 と な る 交 通 拠 点 の 1
つ と し て 、 駅 の 機 能 強 化 ・ 充 実 を 図 り ま す 。  

・地 域 拠 点 で あ る ⽮ 田 支 所 周 辺 や 片 桐 支 所 周 辺 で は 、本 地 区 の 魅 力
の 共 有・発 信 に 関 す る 効 果 的 な 取 り 組 み 検 討 を す す め る な ど 、市
の 顔 で あ る 中 心 拠 点 や 他 地 区 の 地 域 拠 点 と 連 携 を 図 り 、広 域 的 な
ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 図 り ま す 。  

・コ ン パ ク ト シ テ ィ の 実 現 に 向 け た JR 大 和 小 泉 駅 を 中 心 と し た 地 域
コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 や 、職 住 近 接 を め ざ し 、昭 和 工 業 団 地 の 従 業 員
を 新 規 住 ⺠ と し て 獲 得 す る な ど 、若 者 層 の 移 住・定 住 の 促 進 を 図 り
ま す 。  
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・既 存 居 住 エ リ ア の 住 宅 地 で は 、オ ー ル ド タ ウ ン 化 の 抑 制 、地 域 コ
ミ ュ ニ テ ィ が 維 持 さ れ た 住 宅 地 の 形 成 を め ざ し ま す 。ま た 、職 住
近 接 の ゆ と り あ る 生 活 と 若 年 層 の 定 住 促 進 に 関 わ る 取 り 組 み に
よ っ て 、 居 住 誘 導 エ リ ア へ の 移 住 ・ 定 住 を 図 り ま す 。  

・農 業・集 落 エ リ ア に つ い て は 、豊 か な 自 然 と 良 好 な 農 地 が 広 が っ
て い る こ と か ら 、自 然 環 境 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持・向 上 お よ
び 自 然 環 境 等 と 共 生 し た 集 落 環 境 整 備 を 行 い ま す 。  

・(都 )大 和 中 央 道 等 の 地 域 幹 線 道 路 沿 道 に お い て 、地 域 の 持 続 性 の
観 点 か ら 、交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等 の 立 地 を 許 容 す る 検 討 を
す す め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）道路・交通施設整備の方針 

・生 活 の 場 に お け る 利 便 性 及 び 安 全 性 の 向 上 の た め 、⾞ の み な ら ず 歩
行 者 や 自 転 ⾞ 等 「 人 」 に 着 目 し た 道 路 改 善 に も 努 め ま す 。  

・現 在 の 路 線 バ ス は 、利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 と 、持 続 可 能 な 運 行 の
た め 、利 用 ニ ー ズ や ま ち づ く り に 対 応 し た ル ー ト・ダ イ ヤ 等 に つ
い て 、 事 業 者 と 協 議 の 上 見 直 し を 図 り ま す 。  

・外 出 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、居 住 す る 地 域 内 で の 無 償 送 迎
を 行 う と と も に 、 地 域 で の 運 用 方 法 に つ い て も 検 討 し ま す 。  

・公 共 施 設 や 駅 周 辺 等 の 歩 道 の バ リ ア フ リ ー 工 事 を 実 施 し 、歩 行 者
の 移 動 の 円 滑 化 を 促 進 す る と と も に 、通 学 路 等 の 要 対 策 箇 所 に お

既 存 居 住 エ リ ア の 住 宅 地  
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い て 、歩 道 設 置 等 の 交 通 安 全 対 策 工 事 を 実 施 し 、歩 行 者 の 安 全 確
保 に 努 め ま す 。  

・ 橋 梁 の 劣 化 の 程 度 に 応 じ て 、 順 次 補 修 工 事 を 実 施 す る と と も に 、
橋 梁 の 点 検 結 果 に 応 じ て 、橋 梁 ⻑ 寿 命 化 計 画 の 見 直 し を 行 い 、補
修 工 事 を 適 切 に す す め ま す 。  

 

３）公園・緑地整備の方針 

・総 合 公 園 に つ い て は 、大 和 郡 山 市 総 合 公 園 に 加 え て 、大 和 ⺠ 俗 公
園 と ⽮ 田 丘 陵 の 景 観 と 一 体 と な っ た 自 然 環 境 を 保 全 し つ つ 、 休
息 ・ 鑑 賞 ・ 散 策 ・ 遊 戯 ・ 運 動 等 の 総 合 的 な 利 用 を 目 的 と す る 空 間
と し て 計 画 的 に 補 修 ・ 更 新 を 図 り ま す 。ま た 、大 和 郡 山 市 総 合 公
園 や 大 和 ⺠ 俗 公 園 を レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 と し て 位 置 づ け 、子 ど
も か ら 大 人 ま で 誰 も が 緑 に ふ れ あ え 、健 康 増 進 に 寄 与 す る 空 間 整
備 を 行 う と と も に 、令 和 13 年（ 2031 年 ）開 催 の 奈 良 県 で の 国 ⺠
ス ポ ー ツ 大 会・全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 を 見 据 え て「 大 和 郡 山 市
公 園 施 設 ⻑ 寿 命 化 計 画 」に 基 づ き 、老 朽 化 が す す む ス ポ ー ツ 施 設
の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。  

・県 立 ⽮ 田 自 然 公 園 は 、豊 か な 自 然 風 土 を 守 り つ つ 森 を 育 て 、多 く
の 人 達 が 自 然 に ふ れ あ え る 場 と し て 保 全 ・ 活 用 を 図 り ま す 。  

 

４）河川・下水道整備の方針 

・富 雄 川 周 辺 で は 、親 水 空 間 や 緑 道 の 整 備 等 に よ り 、各 地 の 公 園 等
の 水 辺 空 間 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、水 や 緑 が 調 和 し た 連 携 軸 を 形 成
し ま す 。  

・下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 道 路 陥 没 等 の 事 故 を 防 止 す る た め 、ス
ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 を 策 定 し て 費 用 の 平 準 化 を 行 い 、単 年 度
で の 費 用 負 担 を 減 ら し 、 ⻑ 寿 命 化 対 策 を 推 進 し ま す 。  

・「 大 和 郡 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 処 理 可 能 区 域 で 下
水 道 に 未 接 続 の 住 宅 に 対 し て 、 下 水 道 接 続 を 促 し ま す 。  

・下 水 道 に つ い て は 、公 共 下 水 道 の 効 率 的 な 整 備 や 普 及 率 の 向 上 を
図 る と と も に 、上 水 道 等 の 生 活 用 水 の 供 給 や 、家 庭 か ら の 生 活 排
水 排 除 対 策 等 、 生 活 環 境 の 保 全 を 図 り ま す 。  
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・治 水 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め る と と も に 、雨 水 排 除 対 策 と し
て 、雨 水 貯 留 タ ン ク 設 置 に つ い て 啓 発 し 、今 後 も 補 助 支 援 を 実 施
し ま す 。  

 

５）景観形成の方針 

・県 立 ⽮ 田 自 然 公 園 内 の 松 尾 寺 や ⽮ 田 寺 周 辺 を 歴 史・文 化 拠 点 と し
て 位 置 づ け 、維 持 ・ 保 全 を 図 る と と も に 、歴 史 的 価 値 や 認 知 度 の
向 上 に よ り 、 地 域 の 振 興 を 行 い ま す 。  

・豊 か な 自 然 と の 共 生 を め ざ し 、郊 外 型 住 宅 地 と し て 地 区 計 画 等 を
活 用 し な が ら 、大 和 郡 山 市 立 地 適 正 化 計 画 に 基 づ き 、新 た な 建 築
活 動 や 開 発 活 動 に 対 し て 規 制 や ル ー ル づ く り を 行 い 、整 っ た 街 並
み や ま と ま り を 維 持 ・ 保 全 を め ざ し た 整 備 を 図 り ま す 。  

・幹 線 道 路 沿 道 に お い て は 、奈 良 県 屋 外 広 告 物 条 例 に 基 づ き 、景 観
保 全 型 広 告 整 備 地 区 制 度 を 活 用 し 、周 辺 環 境 と 調 和 し た 景 観 形 成
を 図 る と と も に 、金 魚 等 本 市 の 地 域 資 源 の 魅 力 を 伝 え る た め の 設
備 導 入 も 検 討 し ま す 。  

 

６）産業環境の方針 

・工 業 に つ い て は 、工 場 の 新 設 等 に 対 す る 奨 励 金 を 継 続 し 、事 業 者
の 積 極 的 な 経 営 を 支 援 す る と と も に 、商 業 に つ い て は 、商 工 会 等
と 連 携 し 、 商 店 街 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み を 支 援 し ま す 。  

・ 国 道 25 号 と （ 都 ） 高 山 富 雄 小 泉 線 が 交 差 す る エ リ ア を 産 業 拠 点
と し て 位 置 づ け 、既 存 の 制 度 等 を 活 用 し な が ら 、新 た な 雇 用 創 出
が 期 待 す る エ リ ア と し て 、 土 地 の 有 効 活 用 を め ざ し ま す 。  

・農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 に よ り 、新 た な 農 業 の 担 い 手 と な り う る
⻘ 年 就 農 者 を 支 援 す る と と も に 、農 地 中 間 管 理 事 業 に よ り 、担 い
手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 を す す め ま す 。  
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７）住環境・その他の都市整備の方針 

・空 き 家 に つ い て 、消 防 団 に よ る 調 査 の 結 果 、管 理 不 全 と さ れ た 物
件 を 定 期 的 に 巡 回 し 、状 況 が 悪 化 し て い る 空 き 家 の 所 有 者 に 対 し 、
指 導 、 勧 告 を 行 い ま す 。  

・既 存 の 市 営 住 宅・改 良 住 宅 の 一 般 募 集 を 行 い 、外 壁 等 改 修 工 事 や
エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事 を 行 い 、安 心・快 適 な 住 環 境 づ く り を す す
め ま す 。  

・既 存 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 助 成 を 行 い 、建 築 物 の 耐 震 診 断・改 修 等
に 対 す る 補 助 や 知 識 ・ 情 報 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。  

・市 内 小 中 学 校 等 と 連 携 し な が ら 、学 校 体 育 施 設 開 放 事 業 を 推 進 す
る と と も に 、老 朽 化 し つ つ あ る ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 や 、県 ・ 他 市
町 村 ・ NPO 法 人 等 と 相 互 連 携 し な が ら ス ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用
を 図 り ま す 。  

・よ り 高 い 水 準 の 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 の た め 、施 設 の 統 廃 合 の 検 討
を す す め ま す 。  

・ ご み の 減 量 化 と 再 資 源 化 が 普 及 す る よ う 、広 報 紙「 つ な が り 」や
ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、環 境 に や さ し い 生 活 を 実 践 で き る よ う
啓 発 活 動 を 行 い ま す 。  

  

既 存 居 住 エ リ ア の 住 宅 地  
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・上 下 水 道 事 業 審 議 会 を 開 催 し 、水 道 事 業 の 健 全 経 営 を す す め る と と
も に 、施 設 整 備・維 持 管 理 に つ い て ⺠ 間 委 託 の 導 入 を 検 討 し ま す 。  

・医 療 と 介 護 の 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、必 要 な 支 援 を 受 け
て 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、医 療 と 介 護 の 関 係 者 が 連 携
を 強 化 す る た め の 体 制 を 拡 充 し ま す 。  

・ 認 知 症 の 人 が 安 心 し て 集 う こ と の で き る 居 場 所 や 地 域 の 見 守 り
の 拠 点 と し て 、多 様 な 主 体 に よ る 認 知 症 カ フ ェ の 設 置 等 を 推 進 し 、
住 み 慣 れ た 地 域 の 中 で 尊 厳 が 守 ら れ 、自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る こ
と が で き る ま ち づ く り を す す め ま す 。  

・防 犯 カ メ ラ 設 置 補 助 金 制 度 を 継 続 し 、よ り 多 く の 自 治 会 に 防 犯 カ
メ ラ の 設 置 を 促 す と と も に 、耐 用 年 数 経 過 後 の 買 い 替 え に も 対 応
で き る よ う 努 め ま す 。  

 

８）防災・減災の方針 

・ 里 山 の 駅「 風 と ん ぼ 」は 、施 設 役 割 の 明 確 化 と 施 設 機 能 強 化 を 図
る と と も に 、耐 震 化 工 事 等 の 施 設 整 備 を 行 い 、防 災 施 設 と し て の
役 割 を 持 た せ ま す 。  

・ ⽮ 田 丘 陵 の 傾 斜 地 で は 、「 大 和 郡 山 市 地 域 防 災 計 画 」 に 基 づ き 、
地 震 ・ 水 害 ・ 土 石 流 等 土 砂 災 害 の 対 策 及 び 避 難 対 策 を 行 い 、地 区
の 強 靱 化 を 図 り ま す 。  

・火 災 発 生 時 、水 利 至 難 地 に な る お そ れ が あ る ⽮ 田 町 寺 村 、⽮ 田 町
東 村 に お い て は 、充 分 な 消 防 水 利 を 確 保 す る こ と に よ っ て 、迅 速
な 消 火 活 動 、 現 有 消 防 力 の 火 災 防 御 対 応 力 を 向 上 さ せ ま す 。  

・自 助 、共 助 の 取 り 組 み を す す め て い く た め 、自 主 防 災 組 織 が 結 成
さ れ て い な い 自 治 会 に は 、防 災 組 織 の 結 成 を 促 し 、活 動 が 停 滞 し
て い る 自 治 会 へ は 、避 難 計 画 の 作 成 や 災 害 用 品 の 備 蓄 等 、防 災 活
動 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  
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【西地区のまちづくりの方針図】 
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６.南地区のまちづくり 

（１）南地区の概況と課題 

１）南地区の概況 

・ 地 区 内 に は 、 ⻄ 側 に 昭 和 工 業 団 地
が あ り 、 東 側 に 奈 良 県 食 肉 流 通 セ
ン タ ー 、 奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 等 の
流 通 施 設 が 立 地 し て い ま す 。な お 、
奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 は 、 再 整 備 が
予 定 さ れ て い ま す 。  

・地 区 内 を 東 ⻄ に 国 道 25 号 、⻄ 名
阪 自 動 ⾞ 道 が 、 南 方 向 に 京 奈 和
自 動 ⾞ 道 が 通 り 、 地 区 の 東 端 に
隣 接 し て 郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ
が 立 地 し 、 広 域 道 路 網 に 優 れ て い ま す 。  

・ ⻄ 地 区 と の 境 界 に あ る JR 大 和 小 泉 駅 周 辺 で は 土 地 区 画 整 理 事 業
が 実 施 さ れ 、 整 然 と し た ま ち な み が 形 成 さ れ て い ま す 。  

・ 地 区 の 中 央 を 南 北 に 佐 保 川 が 流 れ て い ま す 。  

 

２）住民意向 

①住民アンケート調査結果 

南 地 区 に お け る 住 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で の 主 な 意 見 は 以 下
の 通 り で す 。  

設問の内容 主な意見 

定住意向 

南 地 区 の 定 住 意 向 は 、市 全 体 の 70.4％ に 対 し
て 、 70.3％ と ほ ぼ 同 等 と な っ て い ま す 。  

移 住 し た い 理 由 と し て は 、「 買 物 や 医 療 等 の
日 常 生 活 が 不 便 」「 な じ み や 愛 着 が な い 」と い
う 意 見 が 多 く な っ て い ま す 。  
 

【南地区位置図】 
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設問の内容 主な意見 

重点改善項目  

満 足 度 が 低 く 、 重 要 度 が 高 い 項 目 と し て は 、
「 生 活 道 路 の 整 備 状 況 」「 歩 道・自 転 ⾞ 道 や 自
転 ⾞ 通 行 帯 の 整 備 状 況 」「 避 難 所 や 避 難 路 等
の 整 備 」「 洪 水 や 火 災 等 の 災 害 対 策 」と い う 意
見 が 多 く な っ て い ま す 。  

将来イメージ  

「 こ う な っ て ほ し い と 思 う 将 来 の 大 和 郡 山
市 の イ メ ー ジ 」と し て は 、「 保 健 ・医 療・福 祉
の 充 実 し た ま ち 」「 交 通 の 便 の 良 い ま ち 」「 地
震 ・ 洪 水 等 の 災 害 に 強 い ま ち 」 と い う 意 見 が
多 く な っ て い ま す 。  

②地区別懇話会による意見 

南地区におけ る地区別 懇話会での 主な意 見は、以下の 通りです 。  

項目 主な意見 

まちづくりの 

テーマ 

「大 和 郡 山 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 」  
〜企業団地と連携したにぎわいあるまちづくり〜 

残したいもの 
・ 地 元 企 業 と の 良 好 な 関 係 維 持  
・ 田 園 風 景  

創りたいもの 

・ 近 鉄 平 端 駅 前 バ イ パ ス 道 路 新 設  
・ 避 難 所 の 整 備 や 災 害 時 の 通 報 シ ス テ ム の 新 設 
・ 地 域 で 利 用 す る 商 業 施 設 等  

改善したいもの 

・ 近 鉄 平 端 駅 の 開 発 （ 買 い 物 が 不 便 ）  
・ 道 路 の 整 備 、 拡 幅  
・ 公 共 交 通 機 関 の 整 備  
・ 高 齢 社 会 に 向 け た 交 通 環 境 の 整 備（ コ ミ ュ

ニ テ ィ バ ス ）  
 

３）南地区の課題 

①工業と住宅地の用途混在の解消 

住 工 混 在 の 解 消 を 図 る な ど 、住 環 境 の 改 善 と 、工 場 等 の 操 業 環
境 の 向 上 を 図 る こ と が 必 要 で す 。ま た 、市 街 化 調 整 区 域 に お け る
(都 )大 和 中 央 道 や (都 )藺 町 線 等 の 沿 道 に お い て 、 地 域 の 持 続 性 の
観 点 か ら 、周 辺 地 域 と 調 和 し つ つ 、交 通 利 便 性 を 活 か し た 企 業 等
の 立 地 を 許 容 す る な ど 計 画 的 な 土 地 利 用 を 行 う こ と が 必 要 で す 。 
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②地域を先導するにぎわいの拠点形成 

JR 大 和 小 泉 駅 、近 鉄 平 端 駅 、筒 井 駅 お よ び 再 整 備 を 予 定 す る 奈
良 県 中 央 卸 売 市 場 周 辺 は 、地 域 の 中 心 的 地 区 と し て ふ さ わ し い 拠
点 づ く り を 行 う こ と が 必 要 で す 。ま た 、地 域 内 や 駅 周 辺 の 狭 隘 な
道 路 に つ い て は 、道 路 の 整 備 を 行 う な ど 、誰 も が 安 全 で 安 心 し て
利 用 で き る 交 通 環 境 の 整 備 が 必 要 で す 。  

③うるおいある水辺や自然環境の保全 

佐 保 川 は 地 区 内 の 貴 重 な 水 辺 空 間 で あ り 、遊 歩 道 、親 水 護 岸 整
備 等 の 災 害 対 策 を 行 い 、う る お い の 感 じ ら れ る ま ち づ く り を 行 う
こ と が 必 要 で す 。  

 

（２）南地区のまちづくりのテーマ  

工業団地を中心として、地域資源や地域特性を 
活かした活力に満ちたまちづくり 

本 市・本 県 を 代 表 す る 大 規 模 な 昭 和 工 業 団 地 や 、再 整 備 が 予
定 さ れ る 奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 が 立 地 す る と と も に 、 地 区 に 隣
接 し て 郡 山 下 ツ 道 ジ ャ ン ク シ ョ ン を 有 し 、 京 奈 和 自 動 ⾞ 道 が
整 備 さ れ た 地 区 で す 。 本 市 の 活 力 が あ ふ れ る 生 産 活 動 の 拠 点
と し て 、さ ら な る 強 化 を 図 る と と も に 、近 鉄 平 端 駅 周 辺 の 再 整
備 に よ る 新 た な に ぎ わ い を 生 み 出 す な ど 、 活 力 に 満 ち た ま ち
づ く り を め ざ し ま す 。  

 

 

（３）南地区のまちづくりの方針  

１）土地利用の方針 

・ JR 大 和 小 泉 駅 周 辺 で は 、地 域 拠 点 と し て 、に ぎ わ い の 維 持 を 図 り
ま す 。近 鉄 平 端 駅 周 辺 に お い て も 、ま ち づ く り 基 本 構 想 を 策 定 し 、
地 域 拠 点 と し て に ぎ わ い の 創 出 を 図 る と と も に 、 地 区 の 玄 関 に ふ
さ わ し い 景 観 形 成 を 図 り ま す 。 ま た 、 近 鉄 筒 井 駅 は 地 域 幹 線 道 路
沿 道 で あ る 国 道 25 号 に 隣 接 し て お り 、 そ の 周 辺 地 で は 交 通 の 利
便 性 を 活 か し た 、 交 流 拠 点 と し て の に ぎ わ い 形 成 を め ざ し ま す 。 
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・地 域 拠 点 で あ る 昭 和 支 所 周 辺 で は 、本 地 区 の 魅 力 の 共 有・発 信 に
関 す る 効 果 的 な 取 り 組 み 検 討 を す す め る な ど 、市 の 顔 で あ る 中 心
拠 点 や 他 地 区 の 地 域 拠 点 と 連 携 を 図 り 、広 域 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の
形 成 を 図 り ま す 。  

・ コ ン パ ク ト シ テ ィ の 実 現 に 向 け た JR 大 和 小 泉 駅 を 中 心 と し た 地
域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 や 、職 住 近 接 を め ざ し 、昭 和 工 業 団 地 の 従
業 員 を 新 規 住 ⺠ と し て 獲 得 す る な ど 、若 者 層 の 移 住・定 住 の 促 進
を 図 り ま す 。  

・奈 良 県 中 央 卸 売 市 場 周 辺 地 域 の 再 整 備 に よ り 、新 し い 地 域 資 源 と
し て の 価 値 を 生 み 出 す と と も に 、県 内 外 か ら の 需 要 が 高 ま っ て い
く こ と か ら 、多 様 な 交 流 の 創 出 を 図 り 、交 流 拠 点 と し て の に ぎ わ
い 形 成 を め ざ し ま す 。ま た 、近 鉄 平 端 駅 、筒 井 駅 、フ ァ ミ リ ー 公
園 前 駅 及 び JR 大 和 小 泉 駅 は 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 と な る 交
通 拠 点 と し て 、 駅 の 機 能 強 化 ・ 充 実 を 図 り ま す 。  

・昭 和 工 業 団 地 等 の 既 存 工 業 団 地 を 産 業・雇 用 創 出 エ リ ア と 位 置 づ
け 、大 和 ま ほ ろ ば ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 利 便 性 を 活 か し つ
つ 、工 場 の 移 転 先 の 用 地 の 確 保・誘 導 や 適 正 な 工 業 集 積 の た め の
工 業 地 の 配 置 を 図 り 、 住 工 混 在 の 解 消 を 図 り ま す 。  

・農 業・集 落 エ リ ア に つ い て は 、豊 か な 自 然 と 良 好 な 農 地 が 広 が っ
て い る こ と か ら 、自 然 環 境 と 調 和 し た 居 住 環 境 の 維 持・向 上 お よ
び 自 然 環 境 等 と 共 生 し た 集 落 環 境 整 備 を 行 い ま す 。  

 

２）道路・交通施設整備の方針 

・生 活 の 場 に お け る 利 便 性 及 び 安 全 性 の 向 上 の た め 、⾞ の み な ら ず 歩
行 者 や 自 転 ⾞ 等 「 人 」 に 着 目 し た 道 路 改 善 に も 努 め ま す 。  

・外 出 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、居 住 す る 地 域 内 で の 無 償 送 迎
を 行 う と と も に 、 地 域 で の 運 用 方 法 に つ い て も 検 討 し ま す 。  
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・近 鉄 平 端 駅 周 辺 地 区 ま ち づ く り 基 本 構 想 に 基 づ き 、各 種 事 業 を す
す め ま す 。  

・公 共 施 設 や 駅 周 辺 等 の 歩 道 の バ リ ア フ リ ー 工 事 を 実 施 し 、歩 行 者
の 移 動 の 円 滑 化 を 促 進 す る と と も に 、通 学 路 等 の 要 対 策 箇 所 に お
い て 、歩 道 設 置 等 の 交 通 安 全 対 策 工 事 を 実 施 し 、歩 行 者 の 安 全 確
保 に 努 め ま す 。  

・ 橋 梁 の 劣 化 の 程 度 に 応 じ て 、 順 次 補 修 工 事 を 実 施 す る と と も に 、
橋 梁 の 点 検 結 果 に 応 じ て 、橋 梁 ⻑ 寿 命 化 計 画 の 見 直 し を 行 い 、補
修 工 事 を 適 切 に す す め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）公園・緑地整備の方針 

・「 大 和 郡 山 市 公 園 施 設 ⻑ 寿 命 化 計 画 」 に 基 づ き 、 都 市 公 園 ・ 緑 地
の 効 率 的 ・ 計 画 的 な 補 修 ・ 更 新 を 図 る と と も に 、浄 化 セ ン タ ー 公
園 は 、市 ⺠ が 相 互 に 交 流 を 深 め 、あ ら ゆ る ス ポ ー ツ を 楽 し め る レ
ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 と し て 、運 動 公 園 等 の 必 要 な 施 設 整 備 を 図 り
ま す 。  

・筒 井 順 慶 歴 史 公 園 の 他 、歴 史 的 風 土 を 特 徴 づ け る 額 安 寺 寺 院 跡 の
池 及 び そ の 周 辺 緑 地 を 歴 史 的 な 公 園・緑 地 と し て 、バ リ ア フ リ ー 、
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 考 え 方 を 取 り 入 れ 、市 ⺠ や 観 光 客 の 誰 も
が 使 い や す く 憩 え る 場 と し て 整 備 し ま す 。  

 

近 鉄 平 端 駅 前  
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４）河川・下水道整備の方針 

・佐 保 川 周 辺 で は 、親 水 空 間 や 緑 道 の 整 備 等 に よ り 、各 地 の 公 園 等
の 水 辺 空 間 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、水 や 緑 が 調 和 し た 連 携 軸 を 形 成
し ま す 。  

・下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 道 路 陥 没 等 の 事 故 を 防 止 す る た め 、ス
ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 を 策 定 し て 費 用 の 平 準 化 を 行 い 、単 年 度
で の 費 用 負 担 を 減 ら し 、 ⻑ 寿 命 化 対 策 を 推 進 し ま す 。  

・「 大 和 郡 山 市 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 基 づ き 、 処 理 可 能 区 域 で 下
水 道 に 未 接 続 の 住 宅 に 対 し て 、 下 水 道 接 続 を 促 し ま す 。  

・下 水 道 に つ い て は 、公 共 下 水 道 の 効 率 的 な 整 備 や 普 及 率 の 向 上 を
図 る と と も に 、上 水 道 等 の 生 活 用 水 の 供 給 や 、家 庭 か ら の 生 活 排
水 排 除 対 策 等 、 生 活 環 境 の 保 全 を 図 り ま す 。  

・治 水 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め る と と も に 、雨 水 排 除 対 策 と し
て 、雨 水 貯 留 タ ン ク 設 置 に つ い て 啓 発 し 、今 後 も 補 助 支 援 を 実 施
し ま す 。  

 

５）景観形成の方針 

・ 歴 史 ・ 文 化 拠 点 に つ い て は 、各 関 連 施 策 ・ 施 設 や 制 度 の 活 用 を 図
り な が ら 、額 安 寺 寺 院 跡 の 池 や 筒 井 城 跡 周 辺 の 歴 史 あ る 寺 社 等 の
貴 重 な 地 域 資 源 の 存 在 価 値 を 高 め 、そ の 維 持・保 全 を 図 る と と も
に 、 観 光 地 と し て の 認 知 度 を 上 昇 さ せ る た め の 情 報 発 信 を 行 い 、
観 光 資 源 と し て 活 用 し 、 地 域 の 振 興 に つ な げ ま す 。  

・景 観 的 特 徴 と 調 和 し た 緩 衝 緑 地 帯 や 街 路 樹 、植 栽 を 設 け る な ど 積
極 的 な 緑 化 を 推 進 す る と と も に 、筒 井 城 跡 及 び 額 安 寺 等 の 地 区 固
有 の 歴 史 文 化 資 源 が 多 く 残 る 落 ち 着 い た ま ち な み を 保 全・活 用 し
て い け る よ う 、郡 遊 回 廊 等 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 図 り ま す 。 

・幹 線 道 路 沿 道 に お い て は 、奈 良 県 屋 外 広 告 物 条 例 に 基 づ き 、景 観
保 全 型 広 告 整 備 地 区 制 度 を 活 用 し 、周 辺 環 境 と 調 和 し た 景 観 形 成
を 図 る と と も に 、金 魚 等 本 市 の 地 域 資 源 の 魅 力 を 伝 え る た め の 設
備 導 入 も 検 討 し ま す 。  

 

 



107 

６）産業環境の方針 

・昭 和 工 業 団 地 で は 、昭 和 工 業 団 地 地 区 ま ち づ く り 基 本 計 画 を 策 定
し 、県 ・ 市 ・ 協 議 会 の 三 者 連 携 に よ り 、３ つ の 方 針（ 企 業 力 の 強
化 ・ 働 き 方 の 改 善 ・ 働 く 環 境 の 向 上 ）に 基 づ く 事 業 の 具 体 化 を 図
り ま す 。  

・郡 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 等 の 産 業・雇 用 創 出 エ リ ア に お い て は 、
流 通 業 務 系 等 の 施 設 を 重 点 的 に 立 地 誘 導 す る と と も に 、開 発 許 可
基 準 の 規 制 緩 和 等 を 活 用 し た 新 た な 産 業 の 誘 致 を 促 進 し ま す 。  

・工 業 に つ い て は 、工 場 の 新 設 等 に 対 す る 奨 励 金 を 継 続 し 、事 業 者
の 積 極 的 な 経 営 を 支 援 す る と と も に 、商 業 に つ い て は 、商 工 会 等
と 連 携 し 、 商 店 街 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み を 支 援 し ま す 。  

・農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 に よ り 、新 た な 農 業 の 担 い 手 と な り う る
⻘ 年 就 農 者 を 支 援 す る と と も に 、農 地 中 間 管 理 事 業 に よ り 、担 い
手 へ の 農 地 の 集 積 ・ 集 約 を す す め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）住環境・その他の都市整備の方針 

・空 き 家 に つ い て 、消 防 団 に よ る 調 査 の 結 果 、管 理 不 全 と さ れ た 物
件 を 定 期 的 に 巡 回 し 、状 況 が 悪 化 し て い る 空 き 家 の 所 有 者 に 対 し 、
指 導 、 勧 告 を 行 い ま す 。  

郡 山 下 ツ 道 ジ ャ ン ク シ ョ ン  
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・既 存 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 助 成 を 行 い 、建 築 物 の 耐 震 診 断・改 修 等
に 対 す る 補 助 や 知 識 ・ 情 報 の 普 及 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。  

・市 内 小 中 学 校 等 と 連 携 し な が ら 、学 校 体 育 施 設 開 放 事 業 を 推 進 す
る と と も に 、老 朽 化 し つ つ あ る ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 や 、県 ・ 他 市
町 村 ・ NPO 法 人 等 と 相 互 連 携 し な が ら ス ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用
を 図 り ま す 。  

・よ り 高 い 水 準 の 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 の た め 、施 設 の 統 廃 合 の 検 討
を す す め ま す 。  

・ ご み の 減 量 化 と 再 資 源 化 が 普 及 す る よ う 、広 報 紙「 つ な が り 」や
ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、環 境 に や さ し い 生 活 を 実 践 で き る よ う
啓 発 活 動 を 行 い ま す 。  

・上 下 水 道 事 業 審 議 会 を 開 催 し 、水 道 事 業 の 健 全 経 営 を す す め る と
と も に 、施 設 整 備・維 持 管 理 に つ い て ⺠ 間 委 託 の 導 入 を 検 討 し ま
す 。  

・医 療 と 介 護 の 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 に 対 し 、必 要 な 支 援 を 受 け
て 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、医 療 と 介 護 の 関 係 者 が 連 携
を 強 化 す る た め の 体 制 を 拡 充 し ま す 。  

・ 認 知 症 の 人 が 安 心 し て 集 う こ と の で き る 居 場 所 や 地 域 の 見 守 り
の 拠 点 と し て 、多 様 な 主 体 に よ る 認 知 症 カ フ ェ の 設 置 等 を 推 進 し 、
住 み 慣 れ た 地 域 の 中 で 尊 厳 が 守 ら れ 、自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る こ
と が で き る ま ち づ く り を す す め ま す 。  

・防 犯 カ メ ラ 設 置 補 助 金 制 度 を 継 続 し 、よ り 多 く の 自 治 会 に 防 犯 カ
メ ラ の 設 置 を 促 す と と も に 、耐 用 年 数 経 過 後 の 買 い 替 え に も 対 応
で き る よ う 努 め ま す 。  

 

８）防災・減災の方針 

・本 地 区 の 公 共 施 設 の 劣 化 が 進 ん で お り 、改 修・修 繕 の 実 施 が 望 ま
れ る 施 設 の 安 全 性 を 高 め る と と も に 、市 ⺠ ニ ー ズ に 合 わ せ た 施 設
保 有 量 の 最 適 化 を す す め 、 地 区 の 強 靱 化 を 図 り ま す 。  

・自 助 、共 助 の 取 り 組 み を す す め て い く た め 、自 主 防 災 組 織 が 結 成
さ れ て い な い 自 治 会 に は 、防 災 組 織 の 結 成 を 促 し 、活 動 が 停 滞 し
て い る 自 治 会 へ は 、避 難 計 画 の 作 成 や 災 害 用 品 の 備 蓄 等 、防 災 活
動 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  
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【南地区のまちづくりの方針図】 
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Ⅴ 実現化の方策  
１.基本的な考え方 

（１）都市計画マスタープランの位置づけと基本姿勢 

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン は 、将 来 の ま ち づ く り の た め の 基 本 的
な 指 針 で す 。  

個 別 の 事 業 等 の 施 策 は 、都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン を 元 に 推 進 し
て い く こ と と な り ま す が 、 ニ ー ズ や 緊 急 性 の 高 い も の を 見 定 め 、
具 体 的 に 検 討 を 行 っ て い く こ と に な り ま す 。 検 討 に あ た っ て は 、
厳 し い 財 政 状 況 を 鑑 み 、選 択 と 集 中 の 考 え 方 の 元 、優 先 順 位 を 定
め て 推 進 す る と と も に 、ハ ー ド 整 備 に 偏 重 し な い 、ソ フ ト 施 策（ 規
制 誘 導 、イ ベ ン ト 等 ）と セ ッ ト に な っ た 効 果 の 高 い 施 策 展 開 を 図
っ て い き ま す 。ま た 、市 ⺠ ・ 事 業 者 等 は 、ま ち づ く り の 担 い 手 と
し て 重 要 な 位 置 づ け で あ り 、協 働 の 姿 勢 で ま ち づ く り を 推 進 し て
い き ま す 。  

な お 、都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 策 定 に あ た っ て 実 施 し ま し た
地 域 別 懇 話 会 や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 等 に お き ま し て は 、都 市 計 画
マ ス タ ー プ ラ ン に 反 映 で き な い 個 別 の 事 業 に 係 る ア イ デ ア 等 も
い た だ い て お り ま す 。こ う し た ア イ デ ア 等 に つ き ま し て も 庁 内 で
保 有 し 、 今 後 の 取 り 組 み の 参 考 に さ せ て い た だ き ま す 。  

 

（２）協働によるまちづくりの基本的な考え方（役割と協働の方向性） 

１）市民の役割 

市 ⺠ に は 、 身 近 な 生 活 環 境 の 改 善 等 、 自 ら が で き る こ と か ら 、
ま ち に 対 す る 理 解 及 び 興 味 を 持 ち 、生 活 と の 関 わ り を 認 識 し て も
ら う と と も に 、ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 に 積 極 的 に 参 加 し 、ま ち づ く
り に 対 す る 共 通 認 識 を 持 つ 人 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 を 行 う こ と
が 期 待 さ れ ま す 。  

同 時 に 、Ｓ Ｎ Ｓ 等 を 活 用 し 、こ れ ま で 、つ な が る こ と の な か っ
た コ ミ ュ ニ テ ィ 及 び 多 様 な 人 を つ な ぎ 、お 互 い の 活 動 内 容 等 を 持
ち 寄 る こ と で 、新 た な 見 地 か ら の 市 ⺠ 主 体 の 活 動 を 積 極 的 に 行 う
こ と が 期 待 さ れ ま す 。  
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２）事業者・ＮＰＯ法人の役割 

事 業 者・ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 に は 、地 域 社 会 の 中 で 果 た す べ き 役 割 に つ
い て の 意 識 を 高 め 、 地 域 の 住 ⺠ や 行 政 と 連 携 ・ 協 力 を 図 り つ つ 、
保 有 す る 専 門 的 な 知 識 や 技 術 を 活 用 し 、地 域 と の 良 好 な 共 生 ・調
和 に 留 意 し な が ら 、関 連 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 城 下 町 地 区 に お
け る 空 き 店 舗・空 き 家 の 利 活 用 等 の 取 り 組 み を 行 う こ と が 期 待 さ
れ ま す 。  

 

３）自治会等各種団体の役割 

自 治 会 等 各 種 団 体 に は 、少 子 高 齢 化 が 進 み 、コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成
が 希 薄 化 す る 現 代 社 会 に お い て 、地 域 の 祭 り や 清 掃 活 動 等 の 意 義
や 魅 力 を 周 知 し 、 参 加 を 促 し ま す 。  

ま た 、多 様 な 世 代 が 参 加 し や す い 環 境 づ く り を 整 え る と と も に 、
活 動 内 容 や 活 動 範 囲 を 市 ⺠ が 主 体 と な っ て 見 直 す 支 援 を 行 い ま
す 。 ま た 、 市 内 全 域 が 活 性 化 す る よ う に 取 り 組 み ま す 。  

 

４）行政の役割 

行 政 は 、ま ち づ く り に 関 す る 市 ⺠ ニ ー ズ の 把 握 や 、様 々 な 情 報
の 収 集 と 提 供 を 行 う な ど 、 情 報 の 収 集 ・ 提 供 を 推 進 し ま す 。  

ま た 、市 ⺠ が 主 体 的 に 行 う ま ち づ く り 勉 強 会 、ま ち づ く り 事 業
推 進 等 に 対 し て 、支 援 制 度 体 制 の 充 実 を 図 り 、そ れ ぞ れ の 段 階 に
応 じ て 適 切 に 支 援 を 行 い ま す 。  

行 政 が 率 先 し て 実 施 す べ き 基 盤 整 備 等 の 公 共 事 業 や 、規 制 誘 導
の 仕 組 み づ く り に つ い て は 、市 内 部 に お け る 総 合 的 な 連 携 や 、国・
県 ・ 隣 接 市 町 と の 広 域 連 携 な ど 、効 果 的 ・ 効 率 的 な ま ち づ く り に
向 け た 連 携 、 推 進 を 図 り ま す 。  

ま た 、歴 史 ま ち づ く り 法 や 中 心 市 街 地 活 性 化 法 等 、国 や 県 の 施
策 等 を 積 極 的 に 活 用 す る と と も に 、国 や 県 が 実 施 す る 事 業 と の 連
携 に よ り 、地 域 全 体 の 向 上 に つ な が る よ う な 一 体 的 な 取 り 組 み を
め ざ し ま す 。  
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（３）まちの将来像の実現に対する基本的な考え方 

ま ち の 将 来 像 を 実 現 す る た め に 、限 ら れ た 財 源 の 中 で 、市 ⺠ 主
体 の ま ち づ く り を 推 進 す る と と も に 、行 政 は 、本 計 画 の 体 制 構 築
や 財 源 確 保 の 取 り 組 み を 行 い 、各 施 策 実 施 に よ る ま ち の 発 展 効 果
を 見 極 め 、 的 確 な 取 り 組 み を 行 い ま す 。  

 

２.実現に向けて 

（１）都市計画マスタープランの進行管理 

１）庁内推進体制の充実および効果的なまちづくりの推進 

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 進 行 管 理 に 関 す る 横 断 的 な 庁 内 調
整 を 継 続 的 に 実 施 す る と と も に 、市 ⺠ 意 向 や 市 ⺠ ・事 業 者 等 が 主
体 的 に 実 施 す る 協 働 の 取 り 組 み の 熟 度 を 踏 ま え つ つ 、効 果 の 高 い
施 策 、必 要 性 の 高 い 事 業 に つ い て 、重 点 的 か つ 効 果 的 に 推 進 し て
い き ま す 。  

ま た 、都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン を 推 進 す る た め に 、庁 内 調 整 は 、
都 市 計 画 分 野 だ け で な く 、他 の 各 部 署 と も 連 携 を 図 る 必 要 が あ る
た め 、 定 期 的 に 垣 根 を 超 え た 連 携 運 営 を 行 い ま す 。  

 

２）都市計画マスタープランの点検と見直し(PDCA サイクル) 

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン は 、短 期 的 に 効 果 が 現 れ る も の も あ り
ま す が 、一 方 で 、⻑ 期 的 な 取 り 組 み が 必 要 な も の も あ り 、そ の 間
に 社 会 情 勢 等 が 変 化 す る 可 能 性 が あ り ま す 。よ り 良 い ま ち づ く り
を 実 現 す る た め に 、施 策 の 適 切 な 評 価 と 、将 来 の 施 策 に 適 切 に 反
映 さ せ て い く こ と が 必 要 で す 。ま ち づ く り に お い て 、計 画（ Plan）
を 実 行 （ Do） に 移 し 、 定 期 的 に 点 検 （ Check） を 行 い 、 必 要 に 応
じ て 見 直 し （ Act） を 行 い ま す 。  
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（２）協働体制の充実 

１）まちづくりに関する情報発信の推進 

市 ⺠ の 情 報 の 受 発 信 方 法 が 多 様 化 し て い る た め 、市 ホ ー ム ペ ー
ジ や 広 報 紙 等 様 々 な 手 段 を 積 極 的 に 活 用 し て 、あ ら ゆ る 世 代 に 情
報 発 信 を 行 い ま す 。ま た 、市 か ら 発 信 し た 情 報 が 一 方 通 行 に な ら
な い よ う 、 投 書 箱 や Web 上 等 で 市 ⺠ の 声 を 広 く 聴 き 、 市 政 に 積
極 的 に 活 用 す る こ と に 取 り 組 み ま す 。ま た 、専 門 家 等 に よ る 講 演・
講 習 会 の 開 催 や 事 例 の 紹 介 、 地 域 を 知 る 学 習 ・ 交 流 イ ベ ン ト 等 、
市 ⺠ の ま ち づ く り へ の 関 心 を 高 め 、主 体 的 な 活 動 を 促 進 す る よ う
な 、 学 習 機 会 の 拡 充 を 推 進 し ま す 。  

こ う し た 活 動 の 推 進 に 向 け て は 、若 者 や 市 外 通 勤 者 等 も 取 り 組
み や す い よ う 、ホ ー ム ペ ー ジ 等 24 時 間 い つ で も 情 報 を 入 手 で き
る 媒 体 の 推 進 、講 習 会 等 の 休 日 ・ 夜 間 開 催 等 、多 様 な 生 活 ス タ イ
ル に 合 わ せ る 工 夫 を 行 い ま す 。  

 

２）まちづくりに関する支援の充実 

庁 内 に お け る 相 談 窓 口 機 能 の 充 実 と 庁 内 連 携 体 制 の 強 化 を 図
り 、 市 ⺠ や 事 業 者 の ま ち づ く り に 関 す る 主 体 的 な 活 動 に 対 す る 、
情 報 提 供 や 意 向 把 握 、 助 成 や 勉 強 会 開 催 等 の 支 援 を 充 実 し ま す 。 

ま た 、市 ⺠ が 主 体 的 に 地 区 の ル ー ル づ く り や 計 画 検 討 お よ び 具
体 的 な ま ち づ く り 活 動 や 事 業 の 実 施 に 際 し て 、ア ド バ イ ス や 情 報
の 提 供 、専 門 家 の 派 遣 、各 種 団 体 等 へ の 支 援 等 、総 合 的 な 観 点 か
ら 市 ⺠ 主 体 の ま ち づ く り を 支 え 、推 進 す る 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。 

 

（３）まちの将来像の形成 

１）市民主体のまちづくり 

市 ⺠ ニ ー ズ や 価 値 観 の 多 様 化 、複 雑 化 が 進 む 中 で 、行 政 だ け で
は 、地 域 の 課 題 に 対 し て 適 正 な 対 応 を 行 う こ と が 困 難 に な っ て い
ま す 。そ こ で 、市 ⺠ が 主 体 的 な 活 動 が 行 え る 環 境 づ く り（ 支 援 等 ）
を す す め 、市 ⺠ が 継 続 し て ま ち づ く り に 関 心 を 持 て る よ う な 仕 組
み づ く り を 行 い ま す 。  
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２）市民との連携による居心地のよい空間づくり 

よ り 良 い ま ち づ く り を す す め る た め に 、 公 共 施 設 等 オ ー プ ン プ レ
イ ス を 活 用 し 、市 ⺠ と の 連 携 に よ る 居 心 地 の よ い 空 間 づ く り を 行 い 、
に ぎ わ い の 創 出 や 本 市 の 魅 力 を 高 め る 取 り 組 み を す す め ま す 。  

 

３）円滑な財政運営 

「 人 口 減 少 」や「 超 少 子 高 齢 化 」な ど の 社 会 情 勢 の 変 化 に 伴 い 、
市 税 収 入 が 減 少 す る と と も に 、社 会 保 障 経 費 の 増 大 が 見 込 ま れ ま
す 。今 後 は 、ま ち の 将 来 像 の 実 現 に 向 け て 、効 率 的 な 予 算 配 分 を
行 う と と も に 、市 ⺠ ニ ー ズ や 緊 急 性 等 の 諸 条 件 に 優 先 性 や 効 果 を
見 極 め 、 効 率 的 な 施 策 の 実 施 を 行 い ま す 。  

 

４）統一性のある庁内体制 

ま ち の 将 来 像 を 実 現 す る た め に 、 関 係 部 署 が 足 並 み を そ ろ え 、
統 一 性 の あ る 庁 内 推 進 体 制 に 取 り 組 み ま す 。  

 

JR 大 和 小 泉 駅 前  

郡 山 駅 前 商 店 街  
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大和郡山市都市計画マスタープラン策定体制  

第 3 次大和郡山市都市計画マスタープランは、以下の図に示す通り、「都市計
画マスタープラン庁内検討会議」では計画に対する検討・関係各課による調査・
提⾔等を、「都市計画マスタープラン策定委員会」では計画に対する審議・提⾔
等を、「事務局」は計画素案の作成・会議運営・スケジュール調整等を行う策定
体制としました。また、住⺠意向を反映するために、住⺠アンケート調査・地区
別懇話会・パブリックコメント等を実施しました。 
 
【都市計画マスタープランに関する策定体制】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

計画(案)の作成

住民 
アンケート 

調査 

【都市計画マスタープラン策定委員会】 

計画に対する審議、調査、提⾔等 

市長 
都市計画 
審議会 

奈良県 

地区別懇話会 
（計5地区で開催） 

※北地区・中央地区は 
合同開催 

パブリック 
コメント 

報告 通知 
答申 諮問 協議・報告 

【都市計画マスタープラン庁内検討会議】 
計画に対する検討、提⾔等 

【事務局：都市計画課】 
計画素案の作成、会議運営、スケジュール調整等 

住民参画 委員会 
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都市計画とは 

都市計画とは、都市計画法のもと、都市内の限られた土地資源を有効に配分し、
建築敷地、基盤施設用地、緑地・自然環境を適正に配置することにより、農林漁
業との健全な調和を図りつつ、健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動
を確保しようとするものです。 

このためには、合理的な土地利用が図られるよう一定の制限を課する必要が
あります。都市計画法に基づく都市計画は、土地利用規制等公共性のある計画と
して機能を果たすものです。 

都市計画の対象は、住⺠に身近な市街地環境の整備又は保持に関連する事項
から、広域的な観点に立って計画又は調整されるべき事項まで多岐に渡ります。
これら多様な計画が一体として総合的に機能するものである必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

都 市 計 画 ②都市施設に関する計画 

①土地利用に関する計画 

③市街地開発事業に関する計画 

土地の利用方法や建物の建て方のルールに関する計
画です。 
（例：用途地域、地区計画 等） 

道路、公園、上下水道等の都市施設に関する計画で
す。 
（例：都市計画道路、都市計画公園 等） 

新たな市街地の開発や旧来の市街地の再開発等に関
する計画です。 
（例：土地区画整理事業、市街地再開発事業 等） 



大和郡山市都市計画マスタープラン策定経緯 

年 月日 実施内容 

令和元年 
（2019 年） 

8 月 住⺠意向調査 
・第 3 次都市計画マスタープラン策定について 

9/7 
第 1 回地区別懇話会（東地区） 
第１回地区別懇話会（⻄地区） 
・「残したいもの」「改善したいもの」「創りたいもの」について 
・今後のまちづくりにおいて配慮すべき地域の強みと弱みについて 

9/8 
第 1 回地区別懇話会（北・中央地区） 
第１回地区別懇話会（南地区） 
・「残したいもの」「改善したいもの」「創りたいもの」について 
・今後のまちづくりにおいて配慮すべき地域の強みと弱みについて 

10/4 
第１回庁内検討会議 
・第 3 次都市計画マスタープランの策定について 
・現行都市計画マスタープランの検証結果について 

10/11 
第１回策定委員会 
・第 3 次都市計画マスタープランの策定について 
・都市計画に関連する課題について 

令和 2 年 
（2020 年） 

1/29 
第２回庁内検討会議 
・将来人口予測に基づく将来人口について 
・都市づくりの目標について 
・将来都市構造の核・連携軸の設定について 

2/7 
第２回策定委員会 
・将来人口予測に基づく将来人口について 
・都市づくりの目標について 
・将来都市構造の核・連携軸の設定について 

7/16 第３回庁内検討会議 
・これまでの振り返り   ・全体構想について 

8/11 第３回策定委員会 
・これまでの振り返り   ・全体構想について 

10/7 
第 4 回庁内検討会議 
・全体構想について    ・地域別構想について 
・実現化の方策について 

11/7 
第 2 回地区別懇話会（東地区） 
第 2 回地区別懇話会（北・中央地区） 
・まちの将来像について  ・まちづくりの方針について 
・地域別構想について 

11/15 
第 2 回地区別懇話会（⻄地区） 
第 2 回地区別懇話会（南地区） 
・まちの将来像について  ・まちづくりの方針について 
・地域別構想について 

12/1 
第 4 回策定委員会 
・これまでの振り返り   ・地域別構想について 
・実現化の方策について 

令和 3 年 
（2021 年） 

2/15〜 
3/15 

第３次大和郡山市都市計画マスタープラン（案）の 
パブリックコメントの実施 






